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第１１日（平成２８年１２月１６日 金曜日）  休会 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

第１２日（平成２８年１２月１７日 土曜日）  休会 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

第１３日（平成２８年１２月１８日 日曜日）  休会 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

第１４日（平成２８年１２月１９日 月曜日）  休会 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

第１５日（平成２８年１２月２０日 火曜日）  休会 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

第１６日（平成２８年１２月２１日 水曜日） 
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  開  議（午前１０時０１分） 
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   委員長報告 
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   質疑・討論・表決……………………………………………………………………… １３３ 
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   委員長報告 
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平成２８年 

第４回宿毛市議会定例会会議録第１号 

 

１ 議事日程 

     第１日（平成２８年１２月６日 火曜日） 

午前１０時 開議 

   第１ 会議録署名議員の指名 

   第２ 会期の決定 

    ○ 諸般の報告 

   第３ 平成２７年度宿毛市一般会計及び各特別会計の決算認定並びに水道事業会計の利 

      益処分及び決算認定について 

   第４ 議案第１号から議案第１８号まで 

      議案第 １号 平成２８年度宿毛市一般会計補正予算について 

      議案第 ２号 平成２８年度宿毛市国民健康保険事業特別会計補正予算について 

      議案第 ３号 平成２８年度宿毛市へき地診療事業特別会計補正予算について 

      議案第 ４号 平成２８年度宿毛市定期船事業特別会計補正予算について 

      議案第 ５号 平成２８年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計補正予算につい 

             て 

      議案第 ６号 平成２８年度宿毛市学校給食事業特別会計補正予算について 

      議案第 ７号 平成２８年度宿毛市下水道事業特別会計補正予算について 

      議案第 ８号 平成２８年度宿毛市介護保険事業特別会計補正予算について 

      議案第 ９号 平成２８年度宿毛市後期高齢者医療特別会計補正予算について 

      議案第１０号 平成２８年度宿毛市水道事業会計補正予算について 

      議案第１１号 宿毛市一般職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につい 

             て 

      議案第１２号 宿毛市職員の退職手当に関する条例及び企業職員の給与の種類及 

             び基準に関する条例の一部を改正する条例について 

      議案第１３号 宿毛市税条例等の一部を改正する条例について 

      議案第１４号 宿毛市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

      議案第１５号 指定管理者の指定について 

      議案第１６号 指定管理者の指定について 

      議案第１７号 指定管理者の指定について 

      議案第１８号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

２ 本日の会議に付した事件 

   日程第１ 会議録署名議員の指名 

   日程第２ 会期の決定 
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   日程第３ 平成２７年度宿毛市一般会計及び各特別会計の決算認定並びに水道事業会計 

        の利益処分及び決算認定について 

   日程第４ 議案第１号から議案第１８号まで 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

３ 出席議員（１４名） 

   １番 川 田 栄 子 君     ２番 川 村 三千代 君 

   ３番 原 田 秀 明 君     ４番 山 岡   力 君 

   ５番 山 本   英 君     ６番 髙 倉 真 弓 君 

   ７番 山 上 庄 一 君     ８番 山 戸   寛 君 

   ９番 岡 﨑 利 久 君    １０番 野々下 昌 文 君 

  １１番 松 浦 英 夫 君    １２番 寺 田 公 一 君 

  １３番 宮 本 有 二 君    １４番 濵 田 陸 紀 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

 

４ 欠席議員 

   な  し 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

５ 事務局職員出席者 

   事 務 局 長        朝比奈 淳 司 君 

   次長兼庶務係長 

   兼 調 査 係 長 
小 野 り か 君 

   議 事 係 長        奈 良 和 美 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

６ 出席要求による出席者 

   市 長  中 平 富 宏 君 

   副 市 長  岩 本 昌 彦 君 

   企 画 課 長  黒 田   厚 君 

   総 務 課 長        河 原 敏 郎 君 

   危機管理課長  楠 目 健 一 君 

   市 民 課 長  立 田 ゆ か 君 

   税 務 課 長  児 島 厚 臣 君 

   会計管理者兼 

   会 計 課 長 
山 下 哲 郎 君 

   保健介護課長  中 山 佳 久 君 

   環 境 課 長  岩 本 敬 二 君 

   人権推進課長  沢 田 美 保 君 

   産業振興課長  上 村 秀 生 君 

   商工観光課長  山 戸 達 朗 君 
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   土 木 課 長  川 島 義 之 君 

   都市建設課長  中 町 真 二 君 

   福祉事務所長  佐 藤 恵 介 君 

   水 道 課 長  金 増 信 幸 君 

   教 育 長        出 口 君 男 君 

   教 育 次 長 兼 

   学校教育課長 
桑 原   一 君 

   生涯学習課長 

   兼 宿 毛 文 教       

   センター所長 

和 田 克 哉 君 

   学 校 給 食 

   センター所長 
杉 本 裕二郎 君 

   千 寿 園 長  山 岡 敏 樹 君 

   農 業 委 員 会 

   事 務 局 長 
岩 田 明 仁 君 

   選挙管理委員 

   会 事 務 局 長 
河 原 志加子 君 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時００分 開会 

○議長（岡﨑利久君） これより平成２８年第

４回宿毛市議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 日程第１「会議録署名議員の指名」を行いま

す。 

 会議録署名議員は、会議規則第８８条の規定

により、議長において松浦英夫君及び寺田公一

君を指名いたします。 

 日程第２「会期の決定」を議題といたします。 

 この際、議会運営委員長の報告を求めます。 

 議会運営委員長。 

○議会運営委員長（宮本有二君） おはようご

ざいます。議会運営委員長、報告をいたします。 

 ただいま議題となっております今期定例会の

会期につきましては、議長の要請により、去る

１２月２日、議会運営委員会を開きまして、今

期定例会に提案予定の案件等を勘案の上、慎重

に審査をした結果、本日から１２月２１日まで

の１６日間とすることに、全会一致をもって決

定をいたしました。 

 以上、報告をいたします。 

○議長（岡﨑利久君） お諮りいたします。 

 今期定例会の会期は、委員長報告のとおり、

本日から１２月２１日までの１６日間といたし

たいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、今期定例会の会期は、本日から

１２月２１日までの１６日間と決定いたしまし

た。 

 この際「諸般の報告」をいたします。 

 本日までに、陳情２件を受理いたしました。

よって、お手元に配付してあります陳情文書表

のとおり、所管の常任委員会へ付託いたします。 

 会議規則第６２条第２項の規定により、一般

質問の通告の期限を、本日午後５時と定めます

ので、質問者は期間内にその要旨を文書で通告

してください。 

 なお、閉会中の議員派遣及び事務的な報告に

つきましては、お手元に配付いたしました文書

のとおりでありますので、これにより御了承願

います。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 

 日程第３「平成２７年度宿毛市一般会計及び

各特別会計の決算認定並びに水道事業会計の利

益処分及び決算認定について」を議題といたし

ます。 

 本案は、平成２８年第３回定例会において、

予算決算常任委員会に付託し、閉会中の継続審

査となっておりますので、この際、委員長の報

告を求めます。 

 予算決算常任委員長。 

○予算決算常任委員長（松浦英夫君） 予算決

算常任委員長。 

 平成２７年度宿毛市一般会計及び各特別会計

並びに水道事業会計の認定に係る議案について

の予算決算常任委員会における審査内容並びに

審査の結果について、御報告いたします。 

 平成２８年第３回宿毛市議会定例会において、

閉会中の継続審査として、本委員会に付託され

ました平成２７年度宿毛市一般会計及び各特別

会計の決算認定並びに水道事業会計の利益処分

及び決算認定の審査を終了いたしましたので、

宿毛市議会会議規則第１１０条の規定に基づき、

御報告をいたします。 

 まず、審査の方針といたしましては、平成

２７年度各会計の決算審査については、監査委

員から提出された各会計決算及び基金運用状況

審査意見書並びに予算決算常任委員会審査資料

を参考にしながら、予算が議会議決に従って、

適法かつ合理的、効果的に執行されているか、
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また財政の健全化並びに財産が適正管理されて

いるか。しかも、期待された行政効果を上げ、

いかに市民福祉の向上に寄与したかという視点

から審査をし、これからの予算審議に活用する

ためといたしました。 

 審査の結果につきましては、各会計における

予算は適法かつ合理的、効果的に執行されてお

り、平成２７年度宿毛市一般会計及び各特別会

計決算については、原案のとおり、全会一致を

もって認定すべきものと決しました。また、水

道事業会計の利益処分及び決算についても、全

会一致をもって、原案のとおり可決及び認定す

べきものと決しました。 

 以下、委員会審査の中で指摘いたしました事

項の中で、主なものについて、御報告いたしま

す。 

 一つ、収入未済金の早期解消について。 

 平成２７年度においても、一般会計、各特別

会計、水道事業会計で、過年度を含めて、４億

３，９２０万６，０００円の収入未済金が生じ

ている。 

 市税、国保税については、差し押さえの強化

など、徴収率向上に向けた取り組み等の効果も

あり、収納率の向上や、収入未済金の減少が見

られるものの、依然として厳しい財政状況であ

る。 

 収入未済金は、財政運営に及ぼす影響はもと

より、税の公平負担の原則並びに受益者間の不

均衡を招くなど、憂慮すべき問題であり、滞納

者の経済状況には配慮する必要があるが、今後

も適切な納付指導や、各関係法令、条例等に基

づく厳正かつ適正な対処を実施することにより、

収入未済金に対するさらなる取り組みに努めら

れたい。 

 二つ、宿毛東団地分譲宅地等の販売促進への

取り組みについて。 

 宿毛東団地については、現在、２０区画、約

５，０００平方メートルの土地が売れずに残っ

たままとなっている。ホームページへの掲載や、

パンフレットの配布等、販売促進に向けての取

り組みは行ってきたが、土地の売り払いにはつ

ながらず、宿毛東団地建設促進事業費補助金も、

予算執行がなかった。 

 坪単価が高いといった理由等も考えられるが、

移住、定住促進の取り組みとして、一定の条件

を満たせば分譲価格を減額する等、政策的な取

り組みを求めたい。 

 三つ、宿毛市斎場等の施設管理について。 

 宿毛市斎場等の老朽化が進んでいる施設につ

いて、住民サービスの低下を招かないよう、計

画的な改築等を検討するとともに、大月町や三

原村といった周辺市町村との広域設置について

も、検討することを求めたい。 

 また、現在は使用していないじんかい処理施

設等の公共施設について、南海トラフ大地震等

を考えると、市民を危険にさらすことのないよ

う、解体等を計画的に行うことを求めたい。 

 四つ、農林水産業への補助事業等について。 

 直七産地化推進事業は、平成３０年度までに

約４万本の苗木の植栽を行い、農家所得向上を

目的とした事業で、搾取した果汁について、カ

ゴメ等の全国的な企業とも取引を行う等、一定

の成果が見え始めている。 

 農林水産業への補助事業等は、これ以外にも

さまざまなメニューがあるが、補助金等の効果

を十分に発揮するためには、マーケティング等

が必要となることから、機構改革等も視野に入

れ、商工業部門と一体となった事業展開を求め

たい。 

 五つ、学校給食センターの調理環境整備につ

いて。 

 宿毛市学校給食センターは、昭和５８年の設

立以来、子供たちに安心で安全な給食を提供す

るよう努めているが、調理のための機器は、老
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朽化により、修繕費がかさみ、さらに部品の調

達もままならない状態になることが予想されま

す。現状のままでは、給食の安定供給に支障を

来すおそれがあり、仕事の効率を考えると、好

ましいことではない。 

 最新の調理器具は高価であり、予算確保が困

難ではあるが、重要な機器から、順次更新する

など、対策はあるのではないかと思われる。 

 子供たちの健康の保持、増進と、発育に大き

な役割を果たす給食を、安全、効率的に調理す

るために、長期間、使用している調理機器の買

いかえを検討するよう、求めたい。 

 また、調理機器が故障した場合でも、安定供

給できるよう、対策を講じていくことを求めた

い。 

 最後に、市営住宅等の運営について。 

 市営住宅等の総数は４８３戸で、入居数は

３４４戸となっており、入居率は約７１％と、

空き部屋が多い状況となっている。 

 入居率の低下は、老朽化に伴い、入居希望が

ないことや、耐震化も行えず、新築することも、

現在の財政状況では困難な状況を考慮すると、

市内の空き家を活用し、シェアハウスのように

活用するなど、空き家対策にもつながる市営住

宅の運営の研究、検討を求めたい。 

 本委員会の審査での指摘事項については真摯

に受けとめ、今後の市政運営に反映する中で、

さらなる市民の福祉と暮らしの向上が図られま

すよう切望して、委員長報告といたします。 

○議長（岡﨑利久君） 以上で、委員長の報告

を終わります。 

 ただいまの委員長報告に対する質疑に入りま

す。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 格別質疑がありません

ので、これにて質疑を終結いたします。 

 これより、平成２７年度宿毛市一般会計及び

各特別会計の決算認定並びに水道事業会計の利

益処分及び決算認定について、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 これより、平成２７年度宿毛市一般会計及び

各特別会計の決算認定並びに水道事業会計の利

益処分及び決算認定についてを、採決いたしま

す。 

 本案に対する委員長の報告は、認定及び可決

であります。 

 本案は、委員長報告のとおり、認定及び可決

することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛 成 者 起 立） 

○議長（岡﨑利久君） 全員起立であります。 

 よって、「平成２７年度宿毛市一般会計及び

各特別会計の決算認定並びに水道事業会計の利

益処分及び決算認定について」は、委員長報告

のとおり認定及び可決することに決しました。 

 日程第４「議案第１号から議案第１８号ま

で」の１８議案を一括議題といたします。 

 この際、提案理由の説明を求めます。 

 市長。 

○市長（中平富宏君） 皆さん、おはようござ

います。 

 本日は、平成２８年第４回宿毛市議会定例会

を招集いたしましたところ、議員の皆様方にお

かれましては、年末を控え、大変御多忙な折に

もかかわりませず、御参集いただき、まことに

ありがとうございます。厚くお礼申し上げます。 

 ただいまは、平成２７年度一般会計及び各特

別会計並びに水道事業会計の決算を御認定いた

だき、まことにありがとうございました。 

 審査報告書の御指摘はもとより、審査の過程

におきまして、御指摘をいただきました点につ
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きましては、今後さらに検討を重ね、これから

の市政運営に反映させてまいりたいと考えてお

ります。 

 それでは、御提案申し上げました議案につき、

提案理由の説明をいたします。 

 議案第１号は、「平成２８年度宿毛市一般会

計補正予算について」でございます。 

 総額で６億７，６２９万１，０００円を追加

しようとするものです。 

 歳入で増額する主なものは、国庫補助金１億

１，２０７万１，０００円、県補助金８，

３５５万２，０００円、寄附金５，０００万円、

基金繰入金３億３，００３万５，０００円、市

債８，３４０万円となっております。 

 一方、歳出で増額する主なものは、人事院勧

告等に伴う人件費の補正を除き、総務費では、

ふるさと寄附金事業として９，１７２万４，

０００円を計上しております。 

 内容としましては、ふるさと納税が当初の想

定を大きく上回ることが予測されるため、それ

に伴う返礼品や、業務委託料並びに基金への積

立金を増額しようとするものです。 

 民生費では、後期高齢者医療療養給付費負担

金として２，２６６万６，０００円を計上して

おります。 

 内容としましては、前年度の医療費実績に基

づく市町村負担金の不足分を、保険者である後

期高齢者医療広域連合へ支払うための予算であ

ります。 

 続いて、臨時福祉給付金事業として１億

９０８万６，０００円を計上しております。 

 内容としましては、５％から８％への消費税

率の引き上げに伴う低所得者対策といたしまし

て、暫定的・臨時的な措置として、臨時福祉給

付金を支給しようとするものです。 

 土木費では、道路新設改良事業として１，

２００万円を計上しております。 

 教育費では、平田小学校屋内運動場つり天井

対策工事費として１,４０４万円、宿毛小学校

屋内運動場建てかえに伴う地質調査委託料とし

て５７６万円、宿毛小学校用地を拡張するため

の用地購入費並びに物件移転補償費として１億

８，３７１万円、「志国高知 幕末維新博」の

関連事業として、地域会場となります宿毛歴史

館を含む文教センター改修工事費として２，

９１６万円、宿毛の偉人の業績や軌跡を楽しん

でもらう取り組みといたしまして、既存看板の

再整備や、情報発信を行うための周辺史跡周遊

関連整備事業として５７７万８，０００円を計

上しております。 

 災害復旧費では、農業施設災害復旧費として

８，９６０万円、林業施設災害復旧費として１，

４０８万９，０００円、土木施設災害復旧費と

して２，４０３万５，０００円を計上しており

ます。 

 次に、繰越明許費補正についてでございます

が、先ほど御説明申し上げました、平田小学校

屋内運動場つり天井対策工事は、教育環境への

影響を考慮いたしまして、工事着工を来年の夏

休みとするために、繰越事業としたものです。 

 債務負担行為補正につきましては、宿毛市地

域公共交通実証運行業務委託料ほか２事業の契

約等の作業を、平成２８年度中に実施する必要

がありますので、計上するものです。 

 議案第２号から議案第９号までは、平成

２８年度の各特別会計の補正予算でございます。

総額で、４，７０７万９，０００円を増額しよ

うとするものです。 

 主な内容は、人事院勧告等に伴う人件費の補

正となっております。 

 このうち、議案第８号の介護保険事業特別会

計補正予算につきましては、介護給付費等の負

担金等返還金として、３，５０５万９，

０００円を計上しております。 
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 議案第１０号は、平成２８年度宿毛市水道事

業会計補正予算でございます。 

 収益的支出で５４万５，０００円、資本的支

出で１万８，０００円の増額となっております。 

 主な内容につきましては、人件費の補正によ

る増額となっております。 

 議案第１１号は、「宿毛市一般職員の給与に

関する条例の一部を改正する条例について」で

ございます。 

 内容につきましては、平成２８年人事院勧告

の実施に伴い給料表等の改定を行う必要がある

ため、本条例の一部を改正しようとするもので

す。 

 議案第１２号は、「宿毛市職員の退職手当に

関する条例及び企業職員の給与の種類及び基準

に関する条例の一部を改正する条例について」

でございます。 

 内容につきましては、雇用保険法等の一部を

改正する法律が平成２９年１月１日から施行さ

れることに伴い、本条例の一部を改正しようと

するものです。 

 議案第１３号は、「宿毛市税条例等の一部を

改正する条例について」でございます。 

 内容につきましては、本年４月１日に施行さ

れた地方税法等の一部を改正する法律等に基づ

き、平成２９年１月１日、平成２９年４月１日、

平成３０年１月１日と、順次施行となる改正内

容を反映させるため、本条例の一部を改正しよ

うとするものです。 

 議案第１４号は、「宿毛市国民健康保険税条

例の一部を改正する条例について」でございま

す。 

 内容につきましては、本年３月３１日に施行

された所得税法等の一部を改正する法律に基づ

き、平成２９年１月１日施行となる改正内容を

反映させるため、本条例の一部を改正しようと

するものです。 

 議案第１５号から議案第１７号までの３議案

は、「指定管理者の指定について」でございま

す。 

 内容につきましては、「神有多目的集会所」

を「神有地区」に、「楠山多目的集会所」を

「楠山地区」に、「坂本多目的集会所」を「坂

本地区」に、いずれも平成２９年４月１日から

平成３２年３月３１日までの間、指定管理者と

して指定することについて、地方自治法第

２４４条の２第６項の規定に基づき、議会の議

決を求めるものです。 

 議案第１８号は、「辺地に係る公共的施設の

総合整備計画の変更について」でございます。 

 内容につきましては、沖の島辺地の簡易水道

施設の整備並びに学校給食施設を整備するにあ

たり、辺地対策事業債の申請のため、本計画を

策定する必要がありますので「辺地に係る公共

的施設の総合整備のための財政上の特別措置等

に関する法律」第３条第１項の規定により、議

会の議決を求めるものです。 

 以上が、御提案申し上げました議案の内容で

す。 

 よろしく御審議の上、適切な御決定を賜りま

すようお願い申し上げまして、提案理由の説明

といたします。 

○議長（岡﨑利久君） これにて、提案理由の

説明は終わりました。 

 お諮りいたします。 

 議事の都合により、１２月７日から１２月

９日まで休会いたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、１２月７日から１２月９日まで休会

することに決しました。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 １２月７日から１２月１１日までの５日間休
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会し、１２月１２日午前１０時より再開いたし

ます。 

 本日は、これにて散会いたします。 

午前１０時２６分 散会 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時０１分 開議 

○議長（岡﨑利久君） これより本日の会議を

開きます。 

 日程第１「一般質問」を行います。 

 順次発言を許します。 

 ３番原田秀明君。 

○３番（原田秀明君） 皆様、おはようござい

ます。テレビをごらんの皆様もおはようござい

ます。３番、原田でございます。一般質問をさ

せていただきます。 

 昨年、私は、この一般質問で、小中学校のい

じめの問題と、スポーツ振興について質問させ

ていただいておりますが、教育長もおかわりに

なりましたので、改めてまた質問させていただ

きます。 

 それでは、まずは、教育行政についてでござ

います。 

 小中学校のいじめの対応について、お伺いい

たします。 

 文科省が行った２０１５年の全国小中学校問

題行動調査で出されました、高知県の数字でご

ざいますが、全ての校種で把握されたいじめが

１，３６８件で、前年度の７１６件からほぼ倍

増したと発表なされました。 

 さて、宿毛市の話になりますが、私が去年こ

こで、宿毛市はいじめはあるのかという質問を

させていただいた際に、教育長のほうから、現

在のところ、宿毛市では深刻ないじめは認識し

ておりません、という御答弁をいただきました。 

 しかし、宿毛市教育委員会から文科省に報告

された２７年度の数字を見ますと、小学校７件、

中学校４件のいじめがあったと報告されており

ます。 

 この点につきましての御説明を、お願いいた

します。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） おはようございます。

教育長、３番議員の一般質問にお答えを申し上

げます。 

 まず、初めに、小中学校におけるいじめ問題

の対応につきまして、昨年９月議会での一般質

問に対しまして、深刻ないじめは認識しており

ません、という答弁をいたしておりますけれど

も、平成２７年度の宿毛市教育委員会点検評価

書の中に、これは今議会に、議会のほうへも提

出をさせていただいておりますけれども、いじ

めの数字が報告をされている点との、整合性に

ついての御質問であったと思います。 

 平成２７年９月議会におきまして、御質問議

員からのいじめ問題についての一般質問に対し

て、深刻ないじめは認識しておりません、との

答弁をさせていただきましたが、その時点にお

きましても、何件かのいじめがあったことは、

認識をしておりました。しかしながら、学校の

対応によりまして、既にいじめが解消されてお

りましたので、現在のところ、深刻ないじめは

認識していない、との答弁をさせていただいた

ものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ３番原田秀明君。 

○３番（原田秀明君） 再質問させていただき

ます。 

 いじめはあったものの、謝罪だけで解決と判

断するケースも多かったようでございまして、

全国の調査でも、８０％以上のケースが解決済

みと、疑問の残る回答であるとのことでした。 

 宿毛市の回答も、謝罪だけで解決したという

ようなものであったのか、その１１件を解決に

至ったのか、どのような解決に至ったのか、お

聞かせください。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、再質問にお

答え申し上げます。 
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 宿毛市の１１件につきまして、議員御指摘の

ような、児童生徒同士の謝罪だけではなく、学

級での取り組みでありますとか、あるいは関係

する保護者にも報告を行った上で、学校と家庭

が協力し、対応いたしておりまして、その結果、

現在は全て解決をしているというふうに認識を

いたしております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ３番原田秀明君。 

○３番（原田秀明君） 答弁をお聞きしますと、

いじめはあったものの、深刻ではなくて、最後

は全て解決したとのことでしょうから、それが

事実であれば、これをこれ以上掘り下げて聞く

必要もございませんが、その１１件については、

これからもぜひ注視していただきたいと思って

おります。 

 それでは、改めて、再々質問をさせていただ

きます。 

 現在、このいじめ、どのような把握をなされ

ていますでしょうか。もう一度お願いします。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、再質問にお

答え申し上げます。 

 現在、いじめを把握をしているのかとの御質

問でございますけれども、本年度は、現在まで

に１件の報告がございました。このいじめにつ

きましても、学級内での取り組みによりまして、

現在、いじめは解消いたしております。 

 けれども、先ほど議員が御指摘のように、今

現在も、児童生徒に対する見守りについては、

継続して行っているという状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ３番原田秀明君。 

○３番（原田秀明君） 数字の上では、あと、

ことし３カ月ほど残しまして、去年の１０分の

１程度ということでございますが、若干疑問も

残りますけれども、憶測ではものは言えません

ので、これからも注視していただきたいと思っ

ております。 

 再質問、さらにさせていただきます。 

 これからのいじめの解決につきましては、謝

罪だけでは済まされないように、いじめに遭っ

た本人もしっかり納得して、いじめた側も、そ

の罪を深く認識するまで、厳しく対処していく

よう、学校にも御指導をお願いしたいと思って

おりますが、教育長はどのようなお考えをお持

ちなのか、お聞かせください。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、再質問にお

答え申し上げます。 

 いじめ解決に向けた取り組みに対する御質問

でございますけれども、いじめは、いじめを受

けた児童生徒の教育を受ける権利を著しく侵害

をするということと、それから、その心身の健

全な成長及び人格の形成に重大な影響を与える

のみならず、その生命または身体に重大な危険

を生じさせるおそれのあるものでございまして、

決して許されるものではないというふうに考え

ております。 

 宿毛市といたしましては、教育振興基本計画

におきまして、いじめゼロを目指すことといた

しておりまして、いじめ防止基本方針も定めま

して、いじめの防止、早期発見及び対処のため

の対策をとっているところでございます。 

 いじめ問題につきましては、いじめが起きな

い環境をつくることが大事でございますが、い

じめが起きた場合には、早期発見、早期対応が

最も重要であると考えております。その上で、

御質問議員言われますように、いじめの解決に

当たっては、いじめを受けた側の気持ちを第一

に考えると同時に、いじめを行った側が真摯に

反省をし、二度と同じ行為を行わないよう、ク

ラス全員が、あるいは学校全体で、共通認識を

持って話し合うことが大切であるというふうに
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考えているところでございます。 

 各小中学校長におかれましても、いじめ問題

の重要性については、十分認識をいただいてお

りますので、今後、学校等と連携を図る中で、

いじめゼロを目指してまいりたいというふうに

考えております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ３番原田秀明君。 

○３番（原田秀明君） 昨年から、いじめに対

する積極ハートの重要性が、学校と教育委員会

に浸透されたという記事も、新聞にたくさん出

ておりましたが、いじめがありましたことは明

らかにして、これまで以上に、いじめは絶対に

許さないという厳しい態度で臨んでいただける

よう、期待しております。 

 続きまして、不登校の児童生徒の対応につい

て、お伺いいたします。 

 これも同じく、文科省が行った２０１５年の

全国小中学校問題行動調査におきまして、高知

県内の小中学校で３０日以上、欠席の不登校生

徒が８５５人で、１，０００人当たりの割合が、

全国ワースト１位という結果が出てしまいまし

たが、まずはこの件について、教育長の御所見

をお伺いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答えを申

し上げます。 

 全国小中学校の問題行動調査におきまして、

高知県の不登校出現率が、全国ワースト１位で

あったことは、非常に残念な結果であります。 

 宿毛市におきましては、全国平均を下回って

いる状況でありますが、このことは、これまで

の取り組みが実を結んでいる結果であるという

ふうに考えております。今後も、不登校の児童

生徒ゼロを目指しまして、取り組みを継続して

推進してまいりたいというふうに考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ３番原田秀明君。 

○３番（原田秀明君） 再質問をさせていただ

きます。 

 家庭教育支援法なるものが、議員立法で国会

に提出される可能性があるようですが、その中

には、保護者が自分の子供に、社会の一員とし

ての資質を備えさせるという、私たちの時代に

は到底考えられないことを法案化する話もござ

いますが、家庭環境やネグレクトが原因と思わ

れるものにつきましては、表現が適当ではない

かもしれませんが、子供を教育する以前に、保

護者を指導しなければいけないようなこともあ

るのではないかと考えられます。 

 さらに、それらについては、どのように対応

していくのか、同時に、今後、不登校児童を出

さないための事前の取り組みなどは行われてい

るものなのか、お答えください。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、再質問にお

答え申し上げます。 

 不登校児を出さないための取り組みについて、

御質問をいただきました。 

 教育委員会では、毎月、各学校から３日以上

欠席した児童生徒について、報告をあげていた

だいておりまして、そのデータをもとに、教育

委員会内で支援会議を組織しておりますけれど

も、支援会議を行うなど、不登校の可能性のあ

る児童生徒についての対策を検討いたしますと

ともに、スクールソーシャルワーカーが各学校

を訪問いたしまして、状況の把握や問題のある

児童生徒への必要な対応を行っているところで

ございます。 

 また、保護者への対応といたしましては、教

育委員会内に設置しております教育相談室にお

きまして、スクールカウンセラーによる月二、

三回でございますけれども、相談でありますと
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か、あるいはカウンセリングを行っているとこ

ろでございます。 

 学校におきましては、児童生徒の学級におけ

る満足度を調査をするためのハイパーＱ－Ｕで

ありますとか、シグマ検査という調査がござい

ますけれども、行っておりまして、児童生徒の

学校内におけるいろんな悩みであるとか、思い、

そういったものを細かに状況把握するように努

めているところでございます。 

 スクールカウンセラーが市内全校を巡回もい

たしておりまして、さらには市内の４校には、

不登校支援員を配置をして、各学校での不登校

を発生させないような対策に取り組んでいると

ころでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ３番原田秀明君。 

○３番（原田秀明君） 御答弁ありがとうござ

います。 

 いじめ、不登校の問題は、テレビや新聞上の、

紙面上の話ではなくて、宿毛市でも少なからず

あると思います。 

 教育長におかれましては、今後ともこのいじ

めと不登校に関しては、積極的に御尽力いただ

きたいと思っております。 

 以上で、このいじめ、不登校の質問は終わら

せていただきます。 

 続きまして、ジュニアスポーツの振興につい

てでございます。スタートからちょっと重い話

になっちゃいましたので、ここからは夢のある

話にしていきたいと思いますので、声のトーン

も少し変えていこうかなと思っております。 

 それでは、ジュニアスポーツの振興について

でございます。 

 オリンピック・パラリンピック東京大会の開

催が決定したことで、日本各地でスポーツに対

する関心が、ますます高まっております。 

 高知県では、スポーツ推進プロジェクト実施

計画というものがございまして、それにおきま

して、選手の育成を初め、スポーツを通したさ

まざまな取り組みが強化されるようでございま

す。 

 宿毛市でも、今後、スポーツ界で活躍する選

手を輩出するための大きな夢を持って、ジュニ

アスポーツの裾野の拡充から、トップ選手をさ

らなる競技力向上までを一体的に捉えた施策や、

支援を推進していくべきと考えております。 

 市政浮揚の一助とするためにも、ジュニアス

ポーツ出口プロジェクトのようなものを打ち出

してみたらどうかと思いますが、教育長の御所

見をお伺いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 ジュニアスポーツ振興のためのプロジェクト、

出口プロジェクトということでございますけれ

ども、ようなものを打ち出したらどうかとの御

質問でございます。 

 私が考えます少年スポーツについて、少しお

答えをさせていただきたいと思います。 

 ことしのリオデジャネイロオリンピックの参

加選手の中には、幼少期から、そのスポーツ競

技に取り組んでいた選手でありますとか、ある

いは低学年の時代は違うスポーツをしていた選

手など、さまざまな選手が出場をされておりま

した。 

 しかし、どの選手にもいえることだと思いま

すけれども、幼少期から体を動かすことが好き

だったのではないかというふうに考えていると

ころでございます。 

 幼少期から体を動かすことは、心身の発育、

発達期にある子供たちにとって、非常に大切な

ことではないかと考えます。 

 その中で、ジュニアスポーツの振興を図って

いく上におきまして、最も重要なことは、子供
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たちが体を動かすことの楽しさを覚えることで

はないかというふうに考えております。 

 もちろん、トップ選手を目指して、競技力の

向上を図っていくことも重要な要素でございま

すけれども、子供のスポーツにおきましては、

スポーツを通じての人間関係でありますとか、

仲間との交流を通じた心の成長、あるいは感謝

の気持ちなどの社会性を身につけていくことも、

大変重要な要素ではないかと考えております。 

 本市には幸い、総合運動公園や野球場など、

さまざまなスポーツ施設がございますので、ま

たさまざまな競技を行っている団体等もござい

ますので、そういった団体等と連携を図りなが

ら、スポーツを通じて、子供たちの健全育成を

図ってまいりたいというふうに考えているとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ３番原田秀明君。 

○３番（原田秀明君） 突然、出口プロジェク

トというような話をしてしまいましたが、普通

だったらやりません。ただ、出口教育長は、も

と企画課長でございまして、ミスター企画課長

であれば、何かやってくれるんじゃないかと、

私は期待しております。 

 今後を期待しつつ、再質問をさせていただき

ます。 

 宿毛市行政チャンネルで、宿毛市スポーツ少

年団紹介番組が、ただいま放映されております

が、ジュニアスポーツの裾野を広げるためには、

とてもわかりやすい番組であると思っておりま

す。 

 現在、紹介されている団体でも、新たに違っ

た視点から、２回、３回と撮り直しをして、勧

誘促進のために年間を通じて、テレビは一年中

やっているものですから、年間を通じて放送し

ていくべきではないかと考えております。 

 そして、提案も兼ねてでございますが、スポ

ーツをやらせたいけれども、きっかけがない、

というような親御さんがたくさんいると思われ

ます。 

 この番組とリンクさせた、紹介番組とリンク

させたスポーツ少年団勧誘フェスティバルのよ

うなイベントを、芳奈の総合運動公園で年に数

回開催でもして、子供たちが改めて、新たにス

ポーツに出会える機会をつくってみてはいかが

でしょうか。 

 金の玉子はまだまだたくさん存在していると

思われますので、以上、教育長はどのようにお

考えになるのか、お答えください。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、再質問にお

答え申し上げます。 

 議員の御指摘のように、現在、行政チャンネ

ルにおきまして、宿毛市スポーツ少年団紹介番

組を行っております。また、市の広報すくもに

おきましても、少年スポーツクラブの団体を掲

載して、紹介をしたりいたしておりまして、ジ

ュニアスポーツの底辺拡大等を図っているとこ

ろでございます。 

 紹介番組を２回３回と撮り直し、年間通じて

放送していくべきとの御質問をいただきました

けれども、この取り組みは、本年度から実施を

しているものでございまして、勧誘促進効果等

について、今後、検証していく必要があると考

えているところでございます。 

 また、紹介番組は、各少年団の状況を集約を

いたしまして放送していることから、現在のと

ころは、撮り直しということは考えておりませ

ん。 

 今後、勧誘促進効果等について検証する中で、

新しく撮り直すことによって、より効果が図れ

ると、そういったことなど、状況を見きわめな

がら、対応してまいりたいというふうに考えて

おります。 
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 次に、スポーツ少年団勧誘フェスティバルの

ようなイベントを、総合運動公園において、年

２回から３回ほど開催してはどうかとの御質問

でございますけれども、今年度、実は子供にス

ポーツの楽しさを知っていただくイベントとい

たしまして、ボールゲームフェスタという新た

な事業を、総合運動公園において実施をいたし

ました。 

 その事業内容につきましては、午前中はトッ

プアスリートの講師お二方によって、小学校

１年生から３年生と、保護者に対して、運動の

楽しさを体験をしていただく。 

 それから、午後からは、小学校４年生から

６年生を対象に、４競技のトップアスリートの

講師によって、競技を楽しく体験するとともに、

一流選手のテクニックなども学べるようなイベ

ントでございます。 

 今回、参加をいただきました皆様から、多く

の皆さんから、次回もあれば、ぜひ参加をした

いというふうな、大変好評をいただいておりま

して、来年度も開催できないか、調整をいたし

ているところでございます。 

 さらに、来年度につきましては、幡多地域の

ジュニア選手の育成に向けた取り組みについて、

今現在、幡多の６カ市町村で協議もいたしてい

るところでございます。 

 本市では、現在、ジュニアスポーツの各競技

団体と、市内小学校、それから教育委員会が年

２回ですけれども、一堂に会して情報交換も行

い、ジュニアスポーツ振興に向けた協議を行っ

ておりますので、スポーツ少年団勧誘フェステ

ィバルのようなイベントの開催につきましても、

今後、そのような場で協議をしてまいりたいと

いうふうに考えております。 

 いずれにいたしましても、議員御指摘のよう

に、子供たちがスポーツに触れ合う機会の拡充

並びに競技力の向上を目指しまして、体育協会

でありますとか、スポーツ少年団などの関係団

体と連携し、よりスポーツを楽しめる環境づく

りに努めてまいりたいというふうに考えており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ３番原田秀明君。 

○３番（原田秀明君） ジュニアスポーツの振

興は、子供たちのためにはもちろんですが、数

年後、思わぬ形で宿毛市のＰＲにつながる可能

性がございますので、スポーツ少年団の勧誘番

組系とか、イベント系は、ここで一般質問と答

弁の場合は、ある程度かたい話をしないといけ

ませんが、ネットショッピングと全く一緒で、

スポーツ少年団の紹介をなされる担当の方いら

っしゃいますよね、あの方も、ＮＨＫチックに

かたく読むんじゃなくて、次、撮り直しがある

ようでしたら、子供たちが、このチームだった

ら行ってみたい、こんなスポーツだったらやっ

てみたいと思わせるような、ネットで物を買わ

せるような、そんな感覚で撮ってほしいという

思いで、僕は話をしました。 

 もし必要だったら、川村議員とかにその役を

していただければ、相当効果が出るんじゃない

かとも思っておりますが、ぜひそのような感覚

で、これからも進めていただければと考えてお

ります。 

 それでは、続きまして、野球場のキャンプ誘

致と、宿毛市運動公園野球場についての質問に

移らさせていただきます。 

 平成２８年度の全国高校野球夏の甲子園決勝

の入場者数は４万４，０００人、大会１４日間

の合計は８３万７，０００人。８０万人超えは、

過去最長の９年連続の記録となったようです。 

 実は、私も甲子園準決勝、高知県の明徳義塾

対栃木県の作新学園の試合を応援に行きまして、

どちらを応援しようか、すごく迷ったんですが、

若干、明徳寄りのスタンドに座って、心の中で
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作新を応援した次第でございます。 

 それは余談でございますが、そのような現場

で、まだ野球、まだまだ野球の人気を実感して

きたものでございます。 

 近ごろは、野球の競技人口が低迷していると

いうように言われておりますが、数字のあらわ

すところでは、野球人気まだまだ衰えていると

は言いがたいのではないかとも思われます。 

 宿毛市野球場では、長年にわたってプロ野球

や社会人野球を中心に、キャンプや合宿などが

行われ、近隣市町村を一歩リードしてきた実績

があると思います。 

 全国では、地域の活性を図るための施策とし

まして、スポーツに関する誘致、多く行われて

おりますが、この宿毛市におかれましても、ホ

テルや関係業者との連携を図る中で、食事面や

合宿舎での施設の整備とか、サービスなどの調

査、助言、補助なども、いま一度見直していく

ときではないかと考えております。 

 受入態勢はマンネリ化していないのか、利用

者は何を望んでいるのか、そのようなことも意

識して、誘致に取り組んでいかれたらいいので

はないかと思っておりますが、教育長はこの件

に関して、どのようにお考えなのか、お答えく

ださい。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 議員御承知のように、宿毛市の野球場につき

ましては、昭和４６年完成以降、近鉄バファロ

ーズでありますとか、社会人野球、あるいは大

学野球を中心に、キャンプや合宿が行われてま

いりました。 

 市内の少年や社会人などの試合会場としても、

大いに活用をいただいているところでございま

す。 

 そのような中で、本市の地域活性化やスポー

ツ振興等を目的に、積極的に合宿誘致を行って

いるところでございますけれども、議員御承知

のように、どうしても地理的に都市部から遠い

というハンディキャップがございます。そうい

ったことから、宿毛市としても、より誘致を推

進するために、市単独でスポーツ合宿支援補助

金といったものを設けまして、現在、その誘致

活動促進を図っているところでございます。 

 また、合宿誘致では、スポーツ施設の利用の

みならず、宿泊とセットでございますので、よ

り有効な合宿誘致を図るため、昨年から宿泊業

者と一緒に、誘致活動を行っているところでも

ございます。 

 今年度も、関西や関東の大学、社会人の野球

チーム、あるいはサッカーチームなどに誘致活

動を行っているところでございます。今後も、

宿泊業者や宿毛市観光協会など、関係団体と連

携をいたしまして、ニーズ把握や情報の収集な

どを行いますとともに、合宿に来られた方々と

のつながりが、今後も継続に向けて、重要な要

素にもなっていることも踏まえまして、今後さ

らにそういった部分についても、積極的に取り

組んでまいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ３番原田秀明君。 

○３番（原田秀明君） それでは、再質問をさ

せていただきます。 

 片島球場のハード整備について、再質問をさ

せていただきます。 

 宿毛市がキャンプ地として、他の地域に勝ち

抜いていくためには、ハード整備も重要である

ことは、教育長も市長も御承知のことと思いま

すが、例を挙げれば、室内練習場の全面改修、

トレーニング機器の増設、レフト、ライト両翼

を１０メートルほど広げ、プロ野球の規定にす

るとか、外野フェンスの衝撃吸収ラバーの交換、

バックスクリーン掲示板がとても古くなってお
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りますが、それらの改修など、挙げていけばき

りがございませんが、キャンプ地として選ばれ

る球場にするための整備は、避けては通れない

課題であると思っております。 

 あの沖縄には勝てないまでも、このままでは

競争力に大きく差がついてしまうのではないで

しょうか。 

 以上、片島球場の今後のハード整備について、

これは市長にお伺いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 皆様、改めましておは

ようございます。やっと出番が回ってまいりま

した。 

 宿毛野球場のハード整備について、再質問と

いう形でございますが、私のほうから御答弁さ

せていただきたいと思います。 

 原田議員御質問のとおり、宿毛市野球場のハ

ード整備は、キャンプ地としての競争力を高め

る上で、重要な要素であると認識をしていると

ころでございます。 

 宿毛市野球場は、平成１４年度のよさこい高

知国体前の平成１３年のことですが、１３年度

に防球ネットなどを大規模改修しておりますが、

現在では、バックスクリーン掲示板や外野フェ

ンスの衝撃ラバーフェンス、また雨天練習場な

どで、老朽化が進んでおりまして、今後、機能

向上も含めた改修も検討していかなければなら

ないと、そのように考えているところでござい

ます。 

 議員からは、野球場の両翼を広げるという案

もいただきましたが、同じ敷地内にありますテ

ニスコート、そして補助グラウンド、また駐車

場、こういったものにも影響してきますので、

拡張については、物理的に非常に難しいのでは

ないか、そのように考えているところでござい

ます。 

 しかし、野球場に隣接して雨天練習場がある

ことは、本市へのキャンプ誘致の大きなメリッ

トになっていることは事実でありまして、昨年

度は、キャンプで延べ２，６２５泊の実績もあ

がっているところでございます。 

 今後は、雨天練習場の改修につきまして、ど

ういった整備の方法があり、財政的に有利な制

度がないかを、研究を図ってまいりたい、その

ように考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ３番原田秀明君。 

○３番（原田秀明君） 球場の整備につきまし

ては、こちら側ができることを選んでいくので

はなくて、多少困難であっても、利用する側が

必要とするものをつくるというような考え方で、

有利な財源などを研究していただければと思っ

ております。 

 次の質問に移ります。 

 コミュニティバスの実証運行についてでござ

います。 

 １０月より、公共交通空白地帯を対象にしま

したコミュニティバスの実証運行が開始されて

おりますが、これらの利用状況と、利用者の声

などはどのようなものがございますか、お聞か

せください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） コミュニティバスの実

証運行につきまして、お答えをさせていただき

たいと思います。 

 皆様方も見ていただいたと思いますが、広報

等に、こういった形でコミュニティバスの今の

内容についても、広報させていただいていると

ころでございます。 

 まず、利用状況についてでございますが、

１０月からの実証運行でございますので、

１０月そして１１月の２カ月間の利用実績とな

りますが、楠山線が１９８名、栄喜線が

１９７名、舟ノ川線が１２４名、出井線が
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１２１名、都賀川線が２７名の利用実績となっ

ており、各路線とも週１回、１日３から４往復

の運行を行っているところでございます。 

 市街地循環線につきましては、週５回、１日

８便の運行を行っており、２３１名の利用実績

で、総利用者数は８９８名となっております。 

 次に、利用者からの御意見についてでござい

ますが、職員が運行中の車両に乗り込み、直接、

乗客の皆様から御意見をお聞きし、また各地区

にも出向いて御意見をお聞きしております。 

 まず、コミュニティバスの利用目的について

でございますが、買い物での利用が一番多く、

次に病院、市役所での各種手続、娯楽の順にな

っております。 

 利用されている皆さんからの御意見といたし

ましては、運賃も安く助かっている。外出の機

会がふえた、子供、親戚に送ってもらわなくて

も済むようになった。免許の自主返納をしても、

移動手段があるので安心、などといった御意見

や、要望といたしましては、経路が集落から遠

いので、集落まで入ってほしい。病院にもっと

近い停留所が欲しい。量販店前で乗降したい。

土日運行や週３日運行、市街地でのフリー乗降

などの御意見もいただいているところでござい

ます。 

 これまでの実証運行におきまして、郊外線に

つきましては、順調な利用実績であると考えて

おりますが、市街地循環線につきましては、郊

外線と比べまして、利用実績が少ないことが課

題であると認識しております。 

 今回の実証運行につきましては、９月末まで

を予定しておりますので、その間、安全運行を

第一に考えながら、可能な限り、利用者の御意

見も取り入れ、利便性の向上を図り、あわせて

本格運行に向け、しっかりと検証を行ってまい

りたいと、そのように考えております。 

 先ほどお話もありましたように、利用者の立

場から、何ができるかをしっかり考えてまいり

たい、そのように思っているところでございま

す。 

○議長（岡﨑利久君） ３番原田秀明君。 

○３番（原田秀明君） その点について、再質

問をさせていただきます。 

 現在、実証運行中の市内循環路線は、停留所

を設定して乗降していただくものになっている

と思われますが、利用促進と利便性の確保の観

点からも、フリー乗降制の実証運行も行ってみ

てはいかがでしょうか。 

 それは、今後さらに高齢化が進む中で、自動

車免許の自主返納を促すための特典などを、こ

れから考えていかなければいけないことになる

と思いますが、その上においても、先行した実

験と言えるのではないかと考えております。 

 停留所という既存の公共交通の概念では、地

方の高齢者の生活は成り立たない状況になって

いるのではないかとも思われます。 

 そのあたりも視野に入れて、幾つかの実験を、

できる間にやっていただければと思っておりま

すが、市長のお考えをいま一度お聞かせくださ

い。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えいたします。 

 現在、楠山線、栄喜線、舟ノ川線、出井線、

都賀川線の５路線では、市街地や国道以外の運

行経路におきまして、フリー乗降を行っており

ますが、市街地循環線並びに５路線のそれぞれ

の、市街地部分でのフリー乗降につきましては、

交通量の多さや、急停車による事故を防ぐため、

コミュニティバスの安全運行の観点から、フリ

ー乗降を見送っている状況でございます。 

 しかしながら、先ほど議員御指摘のとおり、

利用者の方からも、フリー乗降を望む声もいた

だいており、質問議員が言われますように、フ

リー乗降は利便性の向上にもつながってくるも
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のでございますので、先ほども申し上げました

が、安全運行を第一に考えながら、運行委託会

社から、状況なども聞かせていただき、宿毛警

察署からも御意見をいただく中で、今後検討を

してまいりたい、そのように思っております。 

 なかなか乗客を乗せた状況でのフリー乗降に

なりますので、どういった方法でできるのか。

ただ、タクシーもそうですけれども、手を挙げ

てとまっていただけるというのは、非常に便利

なものですので、そのあたりを、しっかりと警

察ともお話をさせていただく中で、考えてまい

りたい、そのように思っているところでござい

ます。 

○議長（岡﨑利久君） ３番原田秀明君。 

○３番（原田秀明君） 現在の利用者の多くの

お年寄りの方々が、歩くことが大変困難な状況

になっております。本当に少しでも歩かないよ

うにいられればなという声は、たくさん出てお

ります。 

 まさに安全性、その１点を十分検討していた

だいて、市内循環線のフリー乗降制をお勧めい

たしまして、この質問は終わらせていただきま

す。 

 続きまして、市民活動に対する行政支援につ

いて、質問させていただきます。 

 現在、宿毛市では、市民主催によるイベント

や、ボランティア活動、スポーツ大会など、さ

まざまな取り組みが、毎週のように行われてお

りますが、それらは市民の皆様が、アイデアと

労力、ときには運営費なども出し合いまして、

それぞれの分野の発展を願って、取り組んでい

るものと思われます。 

 そのような中で、運営者からは、市の備品を

貸していただきたい。運搬する公用車を出して

いただきたい。職員の動員が欲しい。補助金が

欲しいなどと、さまざまな要望があると思われ

ますが、それらの対応基準が曖昧なのではない

かという声も、時々聞かれます。 

 そこでお伺いしますが、主催、共催、後援、

補助金、職員の動員、公用車や備品の貸し出し

など、市民が必要とする支援に対する対応は、

どのように規準化されているものなのか、お聞

かせください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えいたします。 

 日ごろより、イベントやボランティア活動や

スポーツ大会等、市民の皆様の献身的な活動に、

この場をおかりして、まずもってお礼を申し上

げます。本当にありがとうございます。 

 市民主催の、そのようなイベント等に対しま

して、市が支援するための基準があるのかない

のかという御質問でございますが、市が共催、

後援等をする場合に基準となるものは、そのイ

ベント等に公益性があるのかどうか、そういっ

たことが基準となっております。 

 この公益性の有無については、そのイベント

等の内容を審査する中で判断していくことにな

ろうかと思っております。 

 ただし、公用車や備品の貸し出しは、市が公

用で使用する際は、そちらが優先をされますし、

なおかつ、公用車の貸し出しについては、使用

する側で、万一の事故に備えて、任意保険等に

も加入していただく必要がございます。 

 また、備品につきましても、万一破損した場

合は、使用者側で原状回復をしていただくこと

が条件となっているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ３番原田秀明君。 

○３番（原田秀明君） 再質問いたします。 

 今後の対応についてでございますが、多様化

している市民活動への支援につきましては、こ

れまでの考え方や対応では、市民のニーズに応

えられない場合もあるのではないかと考えられ

ます。 
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 企業の少ない宿毛市のようなところでは、積

極的に行政が、これはお金ということではござ

いません、スポンサー企業の代役も務めていっ

たらいいのではないかと思います。 

 今後の市民活動への支援について、市長のお

考えを、いま一度お聞かせください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 議員おっしゃるとおり、

市民活動に対して、行政がいかにかかわってい

くかは、重要なテーマだというふうに認識をし

ておりますし、そう思っております。 

 今までも、でき得る限り、住民ニーズにお応

えしていくよう、努めてはまいりましたが、今

後も公益性のある市民活動に対しましては、行

政として、何ができるのかをしっかりと研究を

しながら、積極的に市民の皆様と一緒になって、

活動をしていきたい。そして、そういった活動

をしてくださる市民の方々を、しっかりと支援

をしていきたい、そのように思っているところ

でございます。 

 一緒に頑張っていきたいと思っております。 

○議長（岡﨑利久君） ３番原田秀明君。 

○３番（原田秀明君） 私が知り得る限り、宿

毛市は市民活動を積極的に応援しているほうだ

と思っております。今後とも、多様化していく

市民活動にどうか御理解をいただいて、さらな

る支援をいただければと思っております。 

 それでは、最後の質問になります。 

 市長の政治姿勢について、質問させていただ

きます。 

 日ごろ、私が市民の方々と雑談をする際に、

ほぼ必ずと言っていいほど、「中平市長、ど

う」という質問をされます。 

 どうと言われましても、答えようがないので、

私はいつもこう答えます。「市役所の雰囲気は

いいですよ」、そう当たりさわりのない感想を

述べましても、市民の皆さんは、それなりにシ

ビアな目で見ているものでありまして、中平市

政に限らず、いわゆる首長が交代する際には、

市民の皆様から、行政改革とか、意識改革など

ということが語られるものでございます。 

 そのような期待される中、行政改革や職員の

方々の意識の改革について、初年度、中平市長

は何か具体的に取り組んだことなどございまし

たら、お聞かせください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えいたします。 

 行政改革や職員の意識改革について、何か具

体的に取り組んだことはあるのかという御質問

でございます。 

 市長就任に当たり、本年、新春の御挨拶でも

申し上げておりますが、本市の人口減少対策へ

の取り組みを最優先課題といたしまして、安定

した雇用の創出、交流人口の拡大、子育て支援

等を重点的な政策課題といたしまして位置づけ、

さまざまな取り組みを推進してまいりました。 

 具体的な取り組みといたしましては、第一に

人口減少対策の大きな推進力となる基盤整備と

いたしまして、企画課に移住定住推進室を創設

し、組織の再編を実施をいたしました。 

 第２に、子育て支援といたしまして、同時入

所、第２子以降の保育料の無償化、ゼロ歳児保

育の拡大、こういったことを実施をいたしたと

ころでございます。 

 また、現在、子育て支援関連業務の一元化に

向けた組織の再編に向けて、関係課によるプロ

ジェクト会議を推進しておりまして、さらなる

子育て支援の充実に向けて、検討しているとこ

ろでございます。これはやり遂げたい、そのよ

うに思っております。 

 職員の意識改革につきましては、公務員は全

体の奉仕者として、公共の利益のために勤務す

るという認識を新たにし、行政は最大のサービ

ス産業であるという意識を共有し、実践すると
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いう思いから、職員間はもちろん、市民への挨

拶を積極的に実行していただくよう、繰り返し

注意喚起をしてまいりました。 

 雰囲気がよくなったともし思っていただける

んでしたら、この点が少し変わったのかなとい

うふうに思っているところでございます。 

 加えて、本年４月より、本格実施となりまし

た人事評価制度におきましても、職員として、

当然に持つべき資質といたしまして、挨拶を評

価項目の一つとして位置づけ、そういった位置

づけもしているところでございます。 

 また、窓口業務において、市民からおしかり

を受けることもありますが、その都度、所属長

に事情を確認の上、所管課内でしっかりとした

対応を指導してきたところでございます。 

 窓口業務は大変おしかりを受けることも多い

わけですが、その都度、対応をして、しっかり

と改善を図っている、そういった状況だという

ふうに認識をしているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ３番原田秀明君。 

○３番（原田秀明君） 再質問をさせていただ

きます。 

 それら市長が答弁なされたように、しっかり

とした取り組みをなされていると思いますが、

それらの取り組みによって、どのような成果が

得られましたでしょうか、いま一度お答えくだ

さい。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 取り組みに対する成果についての御質問でご

ざいます。 

 １点目の人口減少対策への取り組みでありま

す。移住定住推進室の創設によりまして、昨年

末の市長就任以来、現在まで６５名の方々が、

本市への移住を行っており、その成果が確実に

見えてきているところでございます。 

 企画に来ていただいたとき、移住定住推進室

のほう、入り口を見ていただくと、こういった

ポスターのような紙がありまして、そこに現在、

何人移住してきたかということを書かさせてい

ただいていますので、また見ていただければと

いうふうに思っております。 

 ２点目の、同時入所第２子以降の保育料の無

償化、ゼロ歳児保育の拡大に伴い、着実に子育

て世代の負担軽減が図られたと、そのように認

識もしているところでございます。 

 職員の意識改革につきましては、挨拶の励行

は、職員にも浸透してきておりますし、市民か

らおしかりを受けた後の対応についても、おほ

めの言葉を、少しずつではございますが、いた

だくようになってきているところでございます。 

 これからも、公務員として、職務の遂行に全

力を挙げて専念するよう、指導をしてまいりた

い、そのように思っております。 

 また、皆さん、裏に車をとめて、裏から入る

ことが多いとは思いますが、ぜひ玄関からも入

ってみてください。玄関、花壇のあたりも、少

しずつですが、きれいにさせていただいていま

すし、花も植えているところでございます。 

 また、入っていただいて左側見ていただくと、

小松製作所から今までいただいたミニカーの大

きいやつですかね、ああいったものも、市民の

皆さんに見ていただこうということで、展示も

させていただいているところです。 

 少しずつではありますが、職員と一緒になっ

て、そういった取り組みもしておりますので、

また気がついたことがありましたら、私でも職

員でも声をかけていただきますと、また実践し

てまいりたい、そのように思っておりますので、

どうかよろしくお願いをいたします。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ３番原田秀明君。 

○３番（原田秀明君） 答弁ありがとうござい
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ました。 

 子育て支援は、宿毛の将来を考えますと、と

ても重要な取り組みになりますので、ぜひこれ

からも力を入れて進めていっていただければと

思っております。 

 職員の評価項目に、挨拶が評価項目になって

いるというのは、僕は知りませんでしたが、重

要ですよね。そうかなと思いますけれども、重

要だと思います。 

 最近、本当に市役所の雰囲気いいですよって、

僕いつも真面目に答えてたんですけれども、近

ごろ本当に感じいいです。すごく感じいいです。 

 特に、僕も気をつけて見ているんですが、数

名、とても感じのいい答え方ですね。雰囲気が

いいというだけじゃなくて、答える内容がすご

くいい方いらっしゃいます。この場では言えま

せんので、後で市長のほうに伝えておきますの

で、よろしくお願いします。 

 それでは、以上で、私の一般質問の全てを終

了させていただきます。 

 どうもありがとうございました。 

○議長（岡﨑利久君） この際、１０分間休憩

いたします。 

午前１０時５４分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１１時０７分 再開 

○議長（岡﨑利久君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） 改めまして、皆さ

んおはようございます。野々下昌文でございま

す。通告に従いまして、ただいまから質問をし

ていきたいと思います。 

 今回、私の質問するのは、大きく３題、被災

者支援システムについて、移住定住について、

そして給食センターの老朽化対策について、こ

の３点を質問してまいりたいと思います。どう

か執行部の皆さん、よろしくお願いをいたしま

す。 

 それでは、早速、質問に入ります。 

 この被災者支援システムにつきましては、平

成２３年度から何度となく、今回、５度目だと

思いますけれども、質問をしてまいりました。 

 ２６年度の３月議会において、当時、沖本市

長が、このシステムにつきましては、本年度、

試験的に危機管理職員がインターネットによる

各機能を体験操作し、入力方法や操作性などの

確認を行ってきましたが、業務継続計画などが

完成していない段階で、実証実験を行っても、

システムの有効性を十分に判断できないという

結論に至りました。そのため、本年度完成予定

の業務継続計画をもとに、来年以降、被災者支

援の具体的な実務を明確にする中で、御指摘の

被災者支援システムを初め、現在、本市で使用

している基幹システムの活用ができないかなど、

さまざまな観点から、また他自治体の事例も参

考にしながら、システムの構築に向けて取り組

んでまいりたいと考えております、という答弁

をいただいております。 

 改めて、この被災者支援システム、紹介をし

ますと、この被災者支援システムは、阪神・淡

路大震災で大きな被害を受けた西宮市が、被災

者の復旧復興支援のために構築してきた、実際

に使用し、大きな力を発揮した、大変すぐれた

システムでありまして、被災地の経験と教訓、

情報からノウハウを生かした全国の公共団体の

みが使用できるシステムであります。 

 被災者支援システムは、被災者の基本情報や、

家屋を含む被災状況全般を管理するシステムと、

現場職員の必須のシステム、犠牲者遺族管理シ

ステム、緊急物資管理システム、倒壊家屋の管

理システム、避難所関連のシステム、仮設住宅

の管理をしていくシステム、復旧復興関連シス

テムから構成されております被災者支援システ
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ムを中心にして、６つのシステムを組み合わせ

て、それを一元化して運営していく、そういう

システムでございます。 

 本市のように、南海地震に備える本市におい

て、現在、発災後の後方支援に使う復旧復興シ

ステムを、どの程度開発をしてきているのか、

お伺いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 野々下議員の一般質問

にお答えをさせていただきます。 

 被災者支援システムを含めた復旧復興システ

ムの開発状況についての御質問でございます。

大変、重要な御質問だと思っております。 

 現在、本市では、応急期機能配置計画を初め、

さまざまな計画マニュアル等の作成や、各種の

災害対応業務等を行う中で、優先順位をつけな

がら、緊急度の高いものから、災害対策への取

り組みを進めているところでございます。 

 こうした中で、被災地における被災者の情報

や避難所、倒壊家屋の情報など、自治体が行う

べき業務を一元的に管理できる、先ほど来から

お話のある被災者支援システムにつきましては、

ホームページのデモサイトで、有効性の確認は

行っているところでございます。 

 また、現段階で関係課が把握している要介護

高齢者や、障害者等の情報をもとに、避難行動

要支援者名簿については、平成２７年度にデー

タ化をしておりますが、そのほかの復旧復興に

かかわるシステムについては、現在のところ、

開発には着手ができていない、そういった現状

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） あの質問から３年

近くがきているわけでありますが、今回の市長

の答弁でありますと、避難行動要支援者名簿の

データ化のみはできているということでござい

ますが、最後の被災者支援対策についてのシス

テム化というのは、取り組みができていないと

いうことですが、本当にマンパワーが絶対数不

足してできなかったというのが、本当のところ

かもしれませんけれども、この状態で、もし宿

毛市、発災後、震災が発生した後に、この市民

を守れると思っているんですか。私は、本当に

守れないと感じております。 

 東日本大震災や鳥取地震、熊本地震、どこの

被災地を見ても、復旧復興に向けて重要となる

罹災証明の発行が、スムーズにいかなかったこ

とが、報告をされております。 

 今の状況で、本市の罹災証明の発行は、どの

ように行われるのか、お伺いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 罹災証明の発行の遅延、それに対する市民の

怒り、またさきの熊本地震におきましても、こ

のことがあらゆるメディアで放送されていたの

は認識をしているところでございます。 

 議員言われるとおり、被災者生活の再建に向

け、重要な罹災証明となりますので、早期の発

行が不可欠であることは、十分認識をしており

ます。 

 また、現状において、準備不足のまま発災を

いたしますと、このような状況になることは、

十分考えられることだとも思っているところで

ございます。 

 こういった教訓を糧として、当市におきまし

ては、十分な準備を整えてまいりたい、そのよ

うに考えているところでもございます。 

 当市における罹災証明の発行手順でございま

すが、罹災証明とは、家屋の被害状況を証明す

るものとなりますので、まずは被害状況の調査

が必要となります。 

 災害の規模にもよりますが、情報収集により、
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水没等全壊であると判断できる場合を除きまし

て、現地調査を行うことが必要となります。 

 罹災証明の申請があれば、調査結果をもとに

証明発行をすることになります。当市におきま

しては、罹災証明発行に際し、国のガイドライ

ンに沿った対応を行っておりますが、宿毛市独

自の発行マニュアルの作成もしておりませんし、

災害の状況によっては、さらなるマンパワー、

お話もありました。マンパワー不足も想定をさ

れますので、罹災証明書発行の手順につきまし

ても、よりスムーズに行えるように、準備をし

ていくことが急務である、そういった状況であ

ると考えております。 

 そのため、現在、発災時において、即時に住

家の被害認定業務に従事し、罹災証明の交付等

の被災者支援を円滑に実施できるよう、高知県

住家被害認定士の養成に努めているところでご

ざいます。 

 また、災害規模によっては、ほかの地方公共

団体への応援要請や、民間団体との連携を進め

ていくなど、罹災証明の発行に必要な業務の実

施体制の整備に努めるとともに、調査担当者に

対する研修等の拡充により、災害時の調査の迅

速化を図ってまいりたい、そのように思ってい

るところでございます。 

 できることから、順次やっていく予定として

おります。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） 罹災証明の発行、

不可欠なことは十分認識をしているということ

でございます。 

 また、罹災証明の発行は、国のガイドライン

に沿って発行していくと、対応していくという

お話でございました。 

 その国のガイドライン、先日、私たち益城町

へ行ってきたわけですが、このときに現地で言

われてたのは、国のガイドラインに沿って調査

をしていく、その中で、住民からは、国のガイ

ドラインで、同じ地域で、同じ状況で、同じ被

害が遭った状況で、国のガイドラインでは、全

壊、半壊。半壊状態だと。また、民間の保険会

社では全壊だということに判断をされる。その

ことに関して、住民から再度、調査をしてくれ

と。 

 また、何回やっても同じ結果でありますので、

そういうことが繰り返されて、この罹災証明の

発行が現実にできないということがあるという

ふうなことは言われていました。 

 このことは、最終的にはどうなるんですかと

いうお伺いをしたら、これは裁判でしか決着が

つかないというふうなことも言われておりまし

て、現実には、本当に厳しい、生々しい状態が

あるわけでありますので、そういうことも各危

機管理課はじめ、市長も頭に入れていただい、

十分な対策をとっていかなくちゃいけないとい

うふうに感じております。 

 では、再質問を行います。 

 総務省が先日、この罹災証明については、全

面的に推奨し、平成２３年３月議会で初めて紹

介したときは、この被災者支援システムを導入

することのできるインストールキーを、全国で、

当時２３０自治体が取得しておりました。今、

全国で１，７４１団体ですか、ある自治体の中

で、１，０００を超える自治体が導入をしよう

としている、この被災者支援システム、本市は

どのように評価をしているのか、お伺いをいた

します。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 先ほどのお話もありま

したが、やはり罹災証明も含めてそうなんです

が、被害に遭われた方々にとりまして、自分の

住んでいる、自分の持ち家が全壊なのか、半壊

なのかということで、大きく、その後いろんな
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ことに影響をしてまいります。 

 そういったのを判断する上で、非常に厳しい

状況が起こっているというのも、十分、認識を

しているところでございます。 

 ただ、本市といたしましても、そこで思考停

止をするのではなくて、どういった形で、しっ

かりとそういったときに判断をして、乗り越え

ることができるのか、職員と一丸になって取り

組んでいきたい、そのように思っておりますの

で、どうか御理解、そして御協力のほど、よろ

しくお願いをいたしたいと思います。 

 被災者支援システム、どう評価しているかと

いう御質問でございます。 

 先ほども少しお話をさせていただきましたが、

被災者支援システムにつきましては、阪神・淡

路大震災以降に発生した東日本大震災などの災

害において、各自治体が経験した教訓やノウハ

ウ等が、随時盛り込まれて、改良が加えられて

おり、さらに事務の大半がシステム化されてい

ることで、非常時優先業務の一元的な管理がで

き、かつ安価に、お話ありましたように、安価

に導入ができるという点で、非常に有効なシス

テムの一つであると、そのように考えていると

ころでございます。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） 今、市長が言われ

ましたように、非常に安価で有効なシステムで

あるという評価であります。 

 この西宮の被災者支援システムは、基本ソフ

トがリナックスというものでありまして、本市

で使用中のＯＳと、本市で使用しているのは、

恐らくＷｉｎｄｏｗｓだと思うんですけれども、

異なるために、環境設定を変えない限り、直ち

に使うことはできないという状況であります。 

 しかし、このリナックスというのは、オープ

ンソースであります。したがって、システム内

容を自由に自分たちで見たり、また改造したり

できるわけであります。 

 このＷｉｎｄｏｗｓなんかは、全く中が見え

ませんし、自分たちでつつけるものでありませ

ん。全て業者に委託しなくしゃできないという

状況であります。それが、自分たちで何かあっ

ても改造していける、そういうシステムが、こ

のオープンソースだそうであります。 

 したがって、システム内容を自由に見たり、

改造したりできます。そのために、自分たちの

使いやすいものを、安くつくることができる。 

 島根県の松江市のように、既存のシステムを

オープンソースのシステムと連携させて、業務

を行っている、先進事例もございます。 

 私は、システムを使う気があれば、使用でき

るように、環境設定を整えることは容易なこと

だと思っております。非常にすぐれている被災

者支援システムは、無償で利用ができ、しかも

オープン系ウェブシステムとして、開発をされ

ており、ハード面での制約もなく、安価にシス

テム構築をすることができるということになっ

ております。 

 また、このリナックスのウイルスに対する脅

威というのは、Ｗｉｎｄｏｗｓと比較して、ほ

とんど変わりないということでありますし、し

かも、このリナックス向けのウイルス対策は、

これも無料であります。 

 この西宮の職員が開発をした被災者支援シス

テムは、自治体の組織の文化や思考方式を熟知

して、職員が作成をしているわけでありまして、

自治体の暗黙知が盛り込んだシステムであり、

いわば西宮の職員が、自治体職員のためにつく

った、カスタマイズしたシステムであるといえ

ると思います。 

 南海地震が起きれば、壊滅的な被害が想定さ

れる本市においては、市民のためにも、被災者

支援システムを絶対に使うべきだと考えており

ますが、市長、所見をお伺いいたします。 



 

－ 29 － 

 
 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 被災者支援システムを導入すべきではないか、

そういった御質問でございます。 

 議員御指摘のとおり、被災者支援システムは、

できるだけ経費がかからないということに配慮

して、設計されているため、サーバー等のハー

ドを除くソフト面においては、無償で公開され、

サポート体制も充実しておりますが、システム

構築には、専門的な知識を必要といたします。 

 また、本システムは、住民基本台帳データと

の連携が必要でありますが、本市の住基データ

のサーバーは、現在の設置場所の本庁から、防

災センターへの移設が予定されておりますので、

仮に総合運動公園で災害対応業務を行うことに

なった場合、防災センター、消防ですが、防災

センターと総合運動公園を結ぶ専用回線の整備

が必要となり、新たな経費が発生することとな

ります。 

 さらに、本システムは、津波等で被災しない

場所に設置する必要がございますので、震災後

における津波被害や安全性等を考慮しますと、

津波浸水区域にある本庁舎への設置は困難で、

設置場所の選定が必要となります。 

 このように、クリアすべき点はありますが、

議員御提案の被災者支援システムを含めた被災

後の情報処理対策は、重要な課題であると認識

をしておりますので、今後、ハードを含めたシ

ステム環境全般の整備を含めて、検討してまい

りたいと考えているところでございますし、ま

た、議員御指摘のとおり、早い段階で、しっか

りと構築をしないといけない課題だというふう

に思っているところでございます。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） 今、市長から前向

きな答弁がございましたけれども、その中で、

非常に専門的な知識を要するというお話ありま

したけれども、いざ導入するとなりましたら、

総務省から全て委託をされております地方公共

団体情報システム機構というところがございま

す。ここから指導に来て、このシステムを運営

し、また回していけれる、そういうところまで

指導し、また管理をしてくれる、そういうこと

になっておりまして、その費用は全て、情報シ

ステムのほうが持つということで、全て無料で、

これを運営するとこまでいくと。その後かかる

費用というのは、本当に電気代ぐらいしかかか

りません。自分たちで改造もできるし、思うよ

うにつくっていける、そういう知識も指導して

くれるということでありますので、完全に総務

省がバックアップしてやっているということで

ありますので、決めたらそういうふうにいける

ということでありますので、その点よろしくお

願いいたします。 

 今回、この問題を質問するに当たって、本当

に感じたことは、危機管理、宿毛市本当に、地

震が起きたら必ず津波が来る。津波が来て、宿

毛市全体が被災して、壊滅的な状態になってい

く。 

 そういう中で、危機管理課というのは、本当

に少人数で必死になってやって、やりたくても

できないという状況がある。いろんなことに取

り組みたくても取り組めていない、そういう状

況を感じました。本当にマンパワー不足という

のを、非常に感じます。 

 それと、もう一つは、この防災拠点、本来で

ありましたら、市庁舎において運営していく。

けど、この庁舎は津波につかってしまうという

ことでできない、消防庁舎においたら、Ｌ２で

は、また運動公園に移動したい、こういう状況

では、本当に市庁舎が動かなくなったら、市民

を救うとかいう問題じゃなくなってくるわけで

すね。 
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 市庁舎の問題、建てかえの問題ありましたけ

れども、高台移転という話もありました、学校

等のですね。そういう部分もあって、いろいろ、

今まで口には出してこなかったけれども、市庁

舎の建てかえというか、移転というか、こうい

う部分も、本当に並行して考えなくては、市民

の命を守り、救っていく、そういうことはでき

ないと考えます。 

 そういう部分からいって、市の庁舎の津波の

来ないところへ移転していく、思い切った考え

方というのを、取り組んでいかなくちゃいけな

いというのも、重々、この問題を勉強するに当

たって、思いましたので、提言をしておきたい

と思います。 

 続いて、移住定住推進について、お伺いをい

たします。 

 中平市長が就任以来、先ほども原田議員の質

問にもありました、公約どおり移住定住推進室

を立ち上げて、独立した形で移住定住促進に取

り組まれております。 

 多くの方たちが移住して来られていると、先

ほどもありましたが、まずこの移住推進の進捗

状況、どういう方たちが、どのような目的で移

住をしてきているのか、お伺いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 移住定住の一般質問に

お答えをさせていただきます。 

 まず、移住推進の状況についてでございます

が、先ほど、原田議員への答弁でも申し上げま

したとおり、私の就任以後、６５名の移住者の

方がおられます。 

 そういった中、平成２７年４月から平成

２８年１１月末現在の県外からの移住者数は、

５７組の８２名となっているところでございま

す。 

 傾向といたしましては、移住者の年齢層は、

２０代から３０代の若者世代が約５４％を占め

ており、移住元につきましては、近畿地方が約

３３％、次いで関東地方が２８％となっている

ところでございます。 

 移住者の家族構成につきましては、単身での

移住が多い状況ではございますが、若者世代の

移住が次いで多いことから、子供連れでの移住

のケースも見受けられるところでございます。 

 また、移住者の本市での職業につきましては、

会社員、公務員が約３７％となっております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） 市長の取り組まれ

ている移住促進、移住推進ですね、効果が上げ

ている、実ってきているということでございま

すが、その中で、今言われた中で、若者が移住

が多いと。また、子連れの方たちも、移住して

きているということで、本当に頼もしいことだ

と思いますけれども、この若い方たちが、これ

から定住をしていく。宿毛市に住んでいくとい

うのは、非常にこれからの取り組みで、してい

かなくちゃいけないことだと思います。 

 再質問に入りますけれども、先日、総務省が

人口減少対策で成果を上げた自治体に、地方交

付税を手厚く配る方針を固めたということが言

われておりました。 

 人口がふえるなどした自治体への支援を強化

するのが目的で、２０１７年、来年度から３年

かけて成果反映枠を段階的に、現在の２倍の２，

０００億円程度にふやすということが、１１月

２５日に、高市早苗総務大臣から発表されてお

ります。 

 本市がこの人口減少に歯どめをかけるために

は、思い切った移住、さらに今、市長取り組ま

れている移住対策、非常に成功をしてきており

ますけれども、思い切った移住定住対策への取

り組み、それが必要になってくるんじゃないか

と思います。 
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 若者が地元で安心して生活できる環境や、高

齢者の方たちが元気で長生きできる、健康寿命

を延ばすといった社会減、自然減への対策にも

力を入れていかなくては、クリアしていけない。

この高市大臣が言われる部分に、少しでも近づ

いていけるためには、そういう思いで社会増、

なかなか大変なことだと思いますけれども、自

然増にはなかなかならないと思いますけれども、

せめて社会増ぐらい目指して、取り組んでいか

なくちゃいけない。思い切った施策を打ってい

かなくちゃいけない、そういうふうに考えます。 

 その対策について、市長、考えていることが

ありましたら、所見を伺います。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） まず、移住推進策につ

いて、お答えをさせていただきます。 

 人口減少対策につきましては、本市の最優先

課題と認識をし、移住希望者のさまざまな問い

合わせなどに一元的に対応するため、今年度、

企画課内に移住定住推進室を創設いたしました。

先ほど来、お話をさせていただいております。 

 移住定住推進室の主な取り組みといたしまし

ては、平成２７年度から移住相談員を企画課内

に配置をいたしまして、電話や来訪者の移住に

ついての相談や、住宅改修等、各種補助金制度

などの支援策の受け付け、紹介、そして空き家

情報及び求職情報の提供、またお試し住宅の運

営、移住体験ツアーの実施等を行っているとこ

ろでございます。 

 また、本年度より移住専用のホームページを

リニューアルいたしまして、住宅支援、就業支

援、子育て支援策など、きめ細やかに移住に必

要な情報の発信に努めているところでございま

す。 

 今後も、将来にわたって、活力ある宿毛市の

創生に向けまして、民間事業者や庁内関係部署

との連携を強化いたしまして、住まいや仕事、

子育て、教育支援等総合的な支援に積極的に取

り組み、住みたい、働きたい、生み育てたい、

そういった気持ちを応援するまちづくりを推進

してまいります。 

 次に、高齢者の方々が元気で長生きしていた

だく取り組みといたしましては、各種健康診査

の受診勧奨や、介護予防に関する知識の普及啓

発を実施しているところでございます。 

 また、高齢者みずからが、生活機能の維持改

善に取り組めるよう、保健介護課や地域包括支

援センターが実施している総合相談事業や、地

域ケア会議、各地域でのいきいき百歳体操を初

めとする介護予防事業等の支援を実施し、地域

における住民主体の介護予防の取り組みを推進

するなど、自立した生活を送っていただくよう、

取り組みを進めているところでございます。 

 来年度は、平成３０年度からの第７期介護保

険事業計画を策定する年となっておりますので、

地域におけるニーズ調査を実施する中で、地域

包括ケアシステムの構築を推進してまいりたい、

そのように考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） 今、住みたい、働

きたい、生み育てたい気持ちを応援するまちづ

くりをというお話でございます。そういう取り

組みを、具体的に打ち出して、取り組んでいっ

ていただきたいなというふうに思います。 

 次に、教育長にお伺いをいたします。 

 先ほどもお話しましたが、若い方たちが安心

して生活をし、子育てができる環境がなくては、

定住というのは、なかなかしたくてもできない

のが現状だと思います。 

 先日行った議会報告会で、他県から本市へ嫁

いできた子育て中の若い奥さんが言っておりま

したが、若い方たちの中で、一番、奥さんたち

の中で話になる、話題になるのは、お金だと話
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してくれて、本市が４月から行った同一保育園

へ通う第２子以降の保育料が無料になったのは、

本当にうれしかったということも言っていたの

が、非常に印象的でした。 

 やはり、安心して生活ができる環境づくり、

必要であるということであります。安心して働

いて、ある一定の対価が得られる、こういう環

境をつくっていくというのは大事だということ

ですね。 

 私たち総務文教常任委員会では、この８月、

行政視察で、大分県豊後高田市へ移住定住促進

事業の先進的な取り組みについて、視察研修に

行ってまいりましたが、その中で、他市にはな

い、先進的な教育のまちづくりへの取り組みと

して、平成１４年の週休２日制になることをき

っかけにして、土日と放課後を利用した、幼児

から中学生を対象にした、学びの２１世紀塾事

業というのを、無料の市営塾が大きな成果をあ

げておりました。 

 この学力が県下で、最下位から２番になった

ということは、非常に市長も厳しく受けとめて、

取り組んだ施策でございます。 

 この結果、学力もスポーツも県下トップクラ

スの成果が出てきて、子育て世帯の親からする

と、安心して子育てのできる環境ができてきて

おりました。 

 開設当時は、３講座から始まりまして、現在

は７２講座１４８教室が開設され、塾生が延べ

２，７４０人、指導者が１５７人となり、飛躍

的な取り組みとなっております。 

 平成２５年度の学びの２１世紀塾事業への歳

出総額は１，５９５万３，５９９円というもの

で、この財源のうち、５２７万６，０００円は、

県の補助金がいただいて、運営しているという

ことでございました。 

 幼児期の英語に触れるという取り組みを入れ

ておりました。本市においても、総合戦略の中

で盛り込んでおります、就学前の子供たちに英

語を触れさせるということで、日新館事業とい

うのが、計画をされておりますけれども、この

ことを考えると、本市でもこの豊後高田市のよ

うな、無料の市塾のような取り組みも、できる

のではないかなと考えます。 

 教育長の所見をお伺いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、１０番議員

の一般質問にお答え申し上げます。 

 豊後高田市の学びの２１世紀塾につきまして

は、議員御指摘のように、さまざまな活動を行

っておりまして、成果もあげておられるようで

ありまして、すばらしい取り組みであるという

ふうに考えております。 

 宿毛市におきましても、中学校での放課後学

習支援事業でありますとか、小学校での放課後

子ども教室なども実施をいたしております。 

 これは、子供たちの居場所づくりであります

とか、あるいは学習支援という目的で行ってい

るものでございますけれども、さらに公民館活

動や市民講座などの生涯学習のための、さまざ

まな活動も行っているところでございます。 

 現在の活動を、目的を持って、より強化する

ことでありますとか、あるいは市民のニーズを

取り入れて行うことにより、子育て支援として

も、成果をあげていくことができるのではない

かというふうに考えているところでございまし

て、そういったことから、今後も現在の事業の

さらなる充実や、関係機関との連携に力を入れ

てまいりたいと。 

 なお、議員から御指摘のございました、幼児

を対象とした、英語に触れる取り組みでござい

ます日新館事業につきましては、どのような形

で、塾のような形とか、いろんな形があります

でしょうけれども、形で行うか、これから検討

をしてまいらなければなりませんけれども、私
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としては、ぜひともそういった方向で取り組ん

でまいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） 中学校の放課後補

習授業、また小学校の放課後子ども教室、公民

館運動等々、連携を強化して取り組んでいかれ

るということでございます。 

 移住定住促進対策の中で、今回、質問した内

容は、大変な、豊後高田市で成果をあげている、

そういう部分で、この豊後高田市で移住定住、

物すごい社会増となっているところなんですけ

れども、この中で、移住してきているところが、

県下から、それから九州地方内から、一番多い

わけですね。 

 やはりそのことを考えましても、本当に地域

からも、同じような地域から移住してくる。そ

れだけ若い方から見て、子供たちを育てていく

のに、安心して教育をしてくれる、そういうと

ころを目指して、移住してきているわけですね。 

 宿毛市、先ほどありましたけれども、調べる

と関東地方、関西地方からの移住が多いという

話でございました。地元からそうやって移住し

てくるだけでも、少しでもいろんな施策が、お

得感があるというか、行ったら安心できる、教

育の面でも安心できるという部分が大いにある

と思うんですね。 

 そういう部分で、力を入れて取り組んでいた

だきたいなというふうに感じましたので、質問

させていただきました。 

 次に、この豊後高田市では交通の利便性がよ

い場所や学校が近く、また子育てに最適なとこ

ろ２カ所を、市が区画造成をして、坪単価３万

円から４万２，０００円で販売をして、計

１０１区画ほとんどが売却済みとなっており、

４５歳以下には、リース制度もあるという取り

組みを行っておりました。 

 ほかにも具体的な取り組みとして、新婚夫婦

専用の、新婚応援住宅や、定住促進空き家活用

住宅、また小学生がいる世帯を対象に、２階建

ての家庭菜園つきの子育て応援住宅を４万８，

０００円、移住者限定の子育て応援住宅４万８，

０００円など、工夫を凝らした取り組みが行わ

れておりました。 

 こういう取り組み、先ほどの教育とも絡めて、

少しずつ、本当に少しずつお得感があるという

か、あこへ行ったら暮らしやすいなと思われる

施策が打たれておるわけですね。 

 本市にも、先に買った方との公平性が保てな

いという理由によりまして、実勢価格で売れず

に、ほとんど塩漬け状態になっている東団地な

ど、けさ総務課でもらってまいりましたけども、

こういうパンフレットありまして、補助金も出

てますよというパンフレットございますが、こ

れを見ますと、大体、北側の条件の悪いところ、

これが売れ残って、全然売れていないという状

況でございます。 

 どんどん利息がついて高くなっていくばっか

りでありまして、思い切った施策をうたなくち

ゃ売れないというふうに思います。 

 こういうほとんど塩漬け状態になっている東

平団地などがあります。このままだと、まず売

れることはないと思いますが、この際、思い切

った価格で移住定住対策や、若者支援を活用す

るということを考えてもみてもよいのではない

かと考えますが、所見を伺います。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 宿毛東団地の宅地分譲についての御質問です

が、現在、１９７区画中１７７区画が分譲済み

となり、残り２０区画を分譲している状況でご

ざいます。 

 先ほど、議員のおっしゃったとおりでござい

ます。 
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 分譲促進の施策として、平成２７年度から東

団地の宅地を取得した方が、住宅などを建築す

る資金の一部といたしまして、住宅購入面積、

１平方メートル当たり６，０００円を交付する

補助金制度を創設したところであります。この

補助金制度の周知方法といたしましては、ホー

ムページや広報への掲載を行うとともに、本年

度は、分譲促進のためのパンフレットを作製い

たしまして、宿毛市内外の住宅メーカーなどへ

の配布を実施いたしました。先ほど示していた

だきましたパンフレットでございます。 

 その結果、住宅メーカーからの問い合わせも

いただきましたが、現在、成約には至っていな

い、そういった状況でございます。 

 私としましても、早期の分譲完了を目指して

いるところではありますが、残り２０区画が売

れ残っている理由等を一度分析するためにも、

住宅メーカーなどにアンケート等を行い、今後

の分譲促進における課題を、具体的に掘り起こ

し、対策を講じてまいりたいと考えているとこ

ろでございます。 

 議員御指摘のとおり、金額を安くすれば、ふ

えるというふうに私も思います。そういったこ

とは重々わかっておりますが、できる限り、今

まで買っていただいた方々にも、余り不公平感

が起きないような形の中で、何とかならないか

なということを、これからも研究してまいりた

い、そのように思っておりますので、どうか御

理解願いたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） 課題を掘り起こし

て対策を考えていくというお話でございました

けれども、細部見ましても、条件が悪いところ

しか残ってないわけですね。先ほども言いまし

たけれども、不公平感があると、さきに買った

人からいうと、ということですけれども、思い

切って、先ほどの豊後高田市みたいに安くすれ

ば、売れるんじゃないかと思うんですね。 

 そういう理由づけをして売ったら、売れるん

じゃないかと思いますので、そういう取り組み

をぜひ考えていただきたいと思います。 

 次に、給食センターの施設の老朽化について、

お尋ねをいたします。 

 今議会の中で、決算報告の中でも指摘をさせ

ていただきましたが、給食センター施設の老朽

化対策について、何とかしなくてはとの思いで

質問をさせていただきます。 

 最近、あらゆるところで社会基盤の急速な老

朽化が表面化をしてきております。人口減少や、

過疎化が進む中で、限られた予算で、どのよう

にインフラを維持管理するかが、大きな問題と

なって、課題となってきておるところでござい

ます。 

 本市の給食センターも、昭和５８年１０月

６日から、給食が開始され、約３３年を経過し

ており、厨房機器の基本ラインも同じ年月を経

ており、老朽化著しい状態で壊れそうなところ

は、メンテナンスを行いながら、日々子供たち

の給食がつくられているという、そういう状況

でありますが、今現在、センターでカバーして

いる学校数、配食数は幾らあるのか、あわせて

職員の数についてお伺いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答えをい

たします。 

 給食センターに勤務する職員でございますけ

れども、現在、所長１名、所長補佐１名、学校

栄養教諭１名、調理員１９名、それから配送車

運転手４名の合計２６名となっております。 

 学校給食センターが配食しております学校数

及び給食数につきましては、平成２８年１２月

１日現在、沖の島小学校を除く市内の小学校

８校、中学校５校の児童生徒、教職員に対し、
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約１，６５０食を提供しているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） 本当に古くなって

きている施設でございますが、今、職員が

２６名、学校数が１３校で１，６５０食、配食

して、宿毛市の全ての市内の生徒の給食をカバ

ーしているという状況でございます。 

 本当に重要な施設でございますが、先日聞い

たところによりますと、ふぐあいのところはメ

ンテナンスをかけながら、スタッフの皆さんの

努力によって稼働させている状態だと伺ってお

ります。 

 夏休みでしたか、一度、拝見させていただき

ました。すると、中で機械を分解して、壊れて

おるようなところを一生懸命、丁寧に外して分

解して、磨いて、職員さんも、汚いところもど

んどん磨いている状況がありました。 

 ３０年以上たった厨房機器というのを考える

と、いつ、このメーンの基本ラインが壊れ、と

まっても不思議ではないわけですが、突然、基

本ラインが機能不全になった場合とか、その対

策について、考えていることありましたら、お

伺いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、再質問にお

答え申し上げます。 

 給食センターの施設につきましては、議員御

指摘のように、３３年を経過いたしまして、本

当に建物、それから機器類等も老朽化が進んで

いることは事実でございまして、我々も、教育

委員会といたしましても、大きな課題の一つと

いうふうに認識をいたしております。 

 そういった中で、施設の老朽化に伴う基本ラ

インの破損停止対策についてということで、御

質問いただきました。 

 少し、調理作業工程及び使用調理機器につい

て、御説明をさせていただきたいと思います。 

 当日の給食メニューによって、作業工程は異

なりますが、基本的に御飯班、おかず班、フラ

イ班の３班編成で調理業務を行っているところ

でございます。 

 各班の主な調理機器について申し上げますと、

御飯班では、連続自動洗米機、連続自動炊飯器、

立体蒸らしコンベアなどでございます。 

 それから、おかず班では、煮物、汁物を調理

するオートミックスボイル、ソースやまぜ御飯

の具を調理する蒸気三重釜、それからフライ班

では、連続自動揚げ物機、連続自動焼き物機な

どを使用して、調理を行っているところでござ

います。 

 議員御指摘のように、調理機器が破損停止し

た場合は、当日、予定をしている給食メニュー

は、当然、提供することができなくなりますけ

れども、主食の御飯以外であれば、メニューを

急遽、変更して対応することは、可能というふ

うに聞いております。 

 しかしながら、大規模な破損等になりますと、

給食を再開できるまでの一定の期間、保護者の

皆様の御理解をいただきながら、弁当持参で対

応しなければならないと考えているところでご

ざいます。 

 現在、使用している調理機器の中には、給食

センター開設以来からのものもございまして、

引き続き、日々の調理業務での異状やふぐあい

などを見逃さずに、調理機器の点検やメンテナ

ンス、修繕対策を行い、さらに修繕対策が困難

な場合は、調理機器の購入をしながら、給食事

業を進めてまいりたいというふうに考えており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） 大規模損壊になら
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ないような状況を願うばかりでございます。 

 先日というか、本年の５月２３日であります

が、福井県若狭町で、学校給食にノロウイルス

が付着したことを原因とする集団食中毒が発生

をし、終息宣言の日までに、町内１２小中学校

の児童生徒の約２４％に当たる４９６人が発症

するという事故が起きたことは、記憶に新しい

ところでございます。 

 築後３０年たった設備や、建物の老朽化も指

摘をされておりました。本市の給食センターも、

築後３３年ということでございます。同じよう

な心配をしているところでございますが、本セ

ンターの食中毒対策について、どのように考え

ておられるのか、お伺いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、再質問にお

答え申し上げます。 

 集団食中毒対策についての御質問でございま

すけれども、調理員には調理帽子の着用を初め、

センター内を汚染区域、表現があれなんですけ

れども、汚染区域。これは食材納品室でありま

すとか、下処理をする場所でございます。それ

と、非汚染区域、これが調理室でございます。

に区分をいたしまして、手袋や作業エプロンの

使い分け等を行いながら、調理業務を行ってい

るところでございます。 

 また、日々の調理業務終了後には、施設内の

洗浄を初め、当日使用いたしました調理機器、

調理器具の洗浄や、殺菌消毒、月１回、業者に

よる施設内の害虫駆除対策を実施しておるとこ

ろでございます。 

 給食センターに勤務する全ての職員には、毎

日の健康観察記録を初め、手洗いの励行、月

２回の腸内細菌検査の実施、さらには、ことし

１０月から来年の３月までの間に、３回のノロ

ウイルス検査を加えるなど、食中毒を未然に防

止する対策を行うこととしているところでござ

います。 

 特に、調理員には、衛生面に関し、必要な知

識を習得するための研修会への参加でございま

すとか、厚生労働省からのノロウイルス対策を

中心に改正されました大量調理施設衛生マニュ

アルといったものを配布をいたしまして、取り

組みを強化しているところでございます。 

 今後におきましても、引き続き、安心安全な

学校給食を提供するため、学校給食法に基づく

学校給食衛生管理基準を順守いたしますととも

に、施設の衛生管理には、細心の注意を払って、

学校給食事業を進めてまいりたいと考えており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） センター内を区分

しながら、最前の対策を講じているというお話

でございました。 

 次の質問ですが、先ほどの集団食中毒が発生

しても、同じことになると思いますが、ボイラ

ー等のメーンの設備が破損をして、仮に長期休

業となった場合に、職員の処遇、これはどのよ

うに考えているのか、お伺いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、再質問にお

答え申し上げます。 

 不測の事態で長期間給食を提供できなくなっ

た場合における職員といいますか、委託先の職

員ということだと思いますけれども、調理業務、

配送業務の委託先でございます特定非営利活動

法人宿毛雇用サポートセンター並びに、有限会

社和田タクシーとの協議を行ってもらわなけれ

ばならないというふうには考えております。 

 しかしながら、議員御指摘の厨房機器やボイ

ラー等の老朽化に伴います破損など、基本的に

施設側が原因となる長期休業に対しましては、

契約を変更するということは、非常に困難では
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ないかというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） 施設側の原因とす

る長期休業に関しては、その契約を変更すると

いうことはないということでございますので、

一安心でございます。 

 次に、根本的な解決方法としては、早期の移

転改築が一番だと思います。しかし、財政的な

こともありますので、そう簡単にはいかないこ

とはよくわかっておりますが、将来に向けた計

画もなく、何か起きたら、そのときに対応する

というのでは、余りにも無責任ではないかと考

えます。 

 子供たちが安心して給食を食べ、保護者の皆

さんの不安を取り除いていくためにも、移転改

築が喫緊の課題であろうと、先ほど言われてま

したけれども、思います。 

 今後、給食センター事業への取り組みを、教

育長としてどのように考えておられるのか、所

見を伺います。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、再質問にお

答え申し上げます。 

 学校給食センターの早期の改築につきまして

は、御質問議員と全く、共通認識を持っている

と思っております。 

 そういった中で、学校改築につきましては、

教育委員会としても、早期に着手しなければな

らない課題の一つであると認識はいたしており

まして、ただ、厳しい財政状況の中でもござい

ます。そういったことから、教育委員会といた

しましては、できるだけ早い時期に、まず学校

給食センター改築移転検討委員会、これ仮称で

ございますけれども、そういったものをまず立

ち上げまして、検討課題を整理をし、改築移転

計画が策定できるよう、当然、市長部局とも協

議を行いながら、学校給食センターの改築が推

進できるように取り組んでまいりたいというふ

うに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） 最後の質問になり

ます。 

 できるだけ今、早い時期に、学校給食センタ

ー改築移転検討委員会を立ち上げると。また、

市長部局とも検討協議をしていくというお話で

ございました。 

 給食センターの設置者は市長でありますので、

今後の給食センターの改築計画について、市長

にもお伺いをしたいと思います。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 先ほど、教育長からお話もありました、仮称

ではありますが、そういった検討委員会、そう

いった中で話されたことも、十分協議を、市長

部局としてもする場をもって、しっかりと考え

ていかないといけない、そのように思っている

ところでございますが、基本的な考え方といた

しまして、建てかえの必要があるというふうに

認識をしているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） どうも、詳しい答

弁をありがとうございました。 

 以上で、私の質問を終わります。 

○議長（岡﨑利久君） この際、午後１時

３０分まで休憩いたします。 

午後 ０時０４分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 １時３２分 再開 

○議長（岡﨑利久君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 ６番髙倉真弓君。 
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○６番（髙倉真弓君） ６番、髙倉真弓です。

こんにちは。一般質問をさせていただきます。 

 今回は、３項目、８点について、市長並びに

教育長にお伺いいたします。 

 １項目め、宿毛市の観光について、１番目、

沖の島の観光についてをお伺いいたします。 

 先々月、１０月１日と２日、俳句仲間１３名

と、また１８、１９日には、松浦、山戸、髙倉

の市民クラブで、政務調査に、いずれも１泊

２日で参りました。 

 俳句仲間は、元教師が多く、島で勤務してい

らっしゃった先生もおいでますので、島の方か

ら、○○先生ですねと声をかけられまして、あ

れやこれや、懐かしい交流に、すてきな風景を

拝見いたしました。 

 行きは定期船、翌日は渡船での行程でした。 

 帰る段になりまして、定期船に案内が欲しい

ねと、一緒に行った方から御意見をいただき、

２回目に参りましたときに、改めて注意をしな

がら見ていきました。 

 確かに、初めて乗船する方にとっては、宿毛

湾に浮かぶブイが何なのか、島の名前はなどと、

知らないことばかりでした。私も知りませんで

した。 

 こんなにすてきなパンフレットあるんですよ、

沖の島の。 

 これも、朝会って、季節の挨拶や、元気だっ

たとか言うてる間に、このパンフレットがある

ことさえ気がつかずに乗船いたしました。 

 常時とは言いません。船員の方は、乗客が観

光客の方なのか、島の方なのか、おおよその見

当がつくと思います。観光の時期にアナウンス

なり、島々の名前、通過時間帯を記載した航路

図の掲示、目立つ場所へのパンフレットの設置

など、海の道路として、また観光としての配慮

をすべきでないかと考えますが、市長のお考え

をお伺いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 髙倉議員の一般質問に

お答えをさせていただきます。 

 定期船等の観光の活用についての御質問とい

うふうに受けとめさせていただきました。 

 質問議員も言われますように、本市の定期船

航路からは、水島や姫島、三ノ瀬島など、さま

ざまな島々が見られ、また白岩岬や、多少、航

路からは離れて距離がありますが、七ツ洞など

の景観地も見ることができます。 

 こういった島々や景観地の名称を、観光客の

皆様に知っていただくことは、沖の島の観光を

進めていく上でも、大変重要なことでございま

すので、ただいま、いろいろお話もありました、

島々の景観地の名称、それから通過時間の目安

など、そういったものを表示をしていきたい。

案内図を作成の上、船内へ掲示をしてまいりた

い、そのように考えているところでございます。 

 また、船内アナウンスにつきましても、今後、

検討をして、そういった名称等も入れていくよ

うにしていきたいなというふうに考えていると

ころでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君） ６番、うれしい御答弁

をいただきました。ぜひとも有効な活用を御検

討いただきたいと思います。 

 ２点目にまいります。 

 島内循環移動手段についてをお伺いいたしま

す。 

 現在、沖の島を訪れます観光客が、島内を循

環する移動手段が少ないために、不便をしてい

るとお聞きしております。実際、俳句仲間も、

白岩岬に行きたかったんですが、１３名です、

なかなか移動方法が見つからずに、断念いたし

ました。 

 急な坂も多いことから、アシストつき自転車
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のレンタルなど、何か対策、導入する計画ない

か、市長にお伺いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 沖の島観光における島

内の移動手段についての御質問だというふうに

受けとめました。 

 お答えをさせていただきます。 

 現在、沖の島を訪れる観光客の皆様の移動手

段につきましては、主にゆるりんバス、こちら

を御利用いただく方と、そして一部の宿泊先が

現地まで車で送ってくれるといった、そういっ

たお話も聞いているところでございます。 

 多くの方は、徒歩により、島内の各景勝地を

巡っているというふうにお聞きをいたしている

ところでもございます。また、以前から、レン

タカーなどがあれば助かるのにといったお話を

受けて、何とかならないか検討もされたようで

すが、さまざまな事情により、実現できなかっ

たと、関係者の方からは聞いているところでも

ございます。 

 今後におきましては、髙倉議員も言われてお

ります、急な坂道等があるこの島でございます

ので、そういう島内の事情も踏まえまして、電

動アシストつきの自転車などの導入が可能か、

関係者の方々とも御意見を聞きながら、これか

ら検討をしていきたいなと、そういうふうに考

えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君） ６番、今後の観光面を

考える点において、大きな課題の一つであろう

かと存じますので、前向きの御検討を期待いた

します。 

 ３点目に、妹背山の活用についてをお伺いい

たします。 

 ２回目に参りましたときは、６年ぶりに沖の

島アドベンチャーラン２０１６を３日後に控え

たときでした。 

 支所長に御案内をいただきまして、軽四のバ

ンで参りましたが、道路ではなく河原の状態の

ところが多数でした。 

 水害によるものと理解はしております。まし

てやロードレースのコースのことについて、申

し述べるのは釈迦に説法、市長に説法であるこ

とを承知で申し上げます。 

 余りにも悪路です。 

 一例を申しますと、道のど真ん中にくぼみが

ありまして、土のうは大体、７キロから８キロ

ぐらい入りますか、それをくぼみに埋めまして

も、それでもなお、段差は埋まっておりません。 

 また、大きな石が転がっておりまして、じょ

うれん棒など、道具がないと、とても動かせる

ようなものではありませんでした。参加者は当

然、自己責任において参加してくださるんです

が、悪路です。ある程度のレベルまで復旧、整

備してお迎えするのがマナーであろうと存じま

す。 

 整備について、市長に伺います。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 妹背山の活用、そして

そこに登る道路ということで、質問を受けたと

いうふうに思っております。 

 そういった面で、答弁をさせていただきたい

と思います。 

 まず、アドベンチャーラン２０１６というこ

とでございます。残念ながら、雨が降った関係、

悪天候ということで、実施はされておりません。 

 それからあと、この道路に関しましては、ア

ドベンチャーラン、今回、予定されてたのは、

マウンテンバイクＭＴＢのほうですので、逆に

道路は穴があったりとか、そういうところを走

るレースということで予定をしておりましたの

で、特にそれに参加される方々は、悪路であっ

ても問題がないというふうに認識をしていると



 

－ 40 － 

 

  

 

ころでございます。 

 四国１００名山であります妹背山は、沖の島

の観光名所として、年間を通じまして、地元の

方や登山客が訪れております。頂上には、木製

の展望台を設置しまして、眼下に広がる太平洋

を臨む絶好のポイントとなっておりますが、近

年は老朽化が進むなど、早急な修繕が必要な状

況となっているところでございます。 

 また、妹背山山道の整備につきましては、先

ほどお話がありましたが、こちらの整備につき

ましては、担当課が現地を何度も訪れまして、

水害や、そしてイノシシ等による被害の状況は

把握をしております。 

 道の至るところ、掘ったりとかしている状況

も承知をしているところでございます。 

 例年、沖の島開発促進協議会による陳情の中

にも、要望として、位置づけられ、協議してま

いりましたが、多くの地権者の問題や、国立公

園としての規制などの課題があり、なかなか道

について整備ができていないところでございま

す。 

 今後におきましては、沖の島開発促進協議会

と、引き続き協議しながら、今できることとし

て、まずは地元の方々に支障を来している箇所

の復旧をお願いをいたしまして、市としては、

そのために必要な材料等を可能な範囲で提供し

てまいりたい、そのように考えているところで

ございます。 

 本当にすばらしいところですので、多くの皆

さんに訪れてもらえるような、そういった整備

に努めてまいたりたい、そのように思っている

ところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君） ６番、再質問をいたし

ます。 

 市長おっしゃるように、悪路を走るのが楽し

みで行かれる方もたくさんいらっしゃって、そ

の点は承知しております。 

 ただ、登山者の方が歩いた場合、道路の長い

距離の間、ずっと水がありますので、よほど防

水がきちんとしている靴でなければ、歩いてい

る間には、もうびちゃびちゃになってしまうと

いうような状態ですので、ぜひとも考慮してい

ただきたいと思います。 

 その点で再質問をいたしますが、地元の沖の

島開発促進協議会がやると言えば、先ほどの御

答弁のように、必要な材料や、可能な範囲での、

いろんなものを提供していただけるのですね。

もう一度お願いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） そのように考えており

ますので、ぜひ一緒になって、整備をしていき

たいと思っております。 

○議長（岡﨑利久君） ６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君） ６番、再質問をいたし

ます。 

 先ほどの御答弁の中に、展望台の老朽化が進

み、担当課から修繕工事に伴う予算が提出され

るとございました。 

 展望台、拝見いたしました。足元が腐り、階

段部分が宙ぶらりんの状態でありました。鎖で

登れないようにはしておりますが、面白半分に、

悪さして登らないともしれません。撤去するに

も、島外に搬出、当然費用がかかってまいりま

す。今なら修繕で間に合います。 

 毎年、防腐剤を塗布してくださっていること

もお聞きをしております。市長、修繕いたしま

しょう。予算がつけば、当然、用材、機材の搬

入が必要になります。先ほどの道路整備に向け、

沖の島開発促進協議会のはずみ、追い風になり

ます。 

 国立公園の縛りや民地の関係、いろいろある

とは存じます。 
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 既存の道路整備については、許容範囲内であ

ると存じますが、妹背山は、先ほど市長の御答

弁の中にもありました、魅力的な山ということ

です。１度に５０人もの登山客があったともお

聞きをしております。 

 市長、修繕いたしませんか。修繕いたしまし

ょう。お伺いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 展望台、かなり老朽化しているということで

ございます。ただ、修繕費に関しては、まだ予

算計上に向けて、どういった動きになっている

のか、まだ承知していないところでもございま

すし、今議会には提出された予算でもございま

せんので、そちらについては、そういうことだ

というふうに認識をしていただければというふ

うに思います。 

 私のほうから、予算については答弁していま

せんので、またよろしくお願いをいたします。 

 修繕に関しては、これからも先ほど言った協

議会の皆さん方と御相談をしながら、どういっ

た方法がとれるのか、そしてどういった方法が

有効なのか、また、さらに検討をしてまいりた

いと思いますので、どうか御理解、よろしくお

願いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） ６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君） そうですね、ぜひ予算

をしっかり出していただいて、市長にはしっか

り検討していただいて、いい形で島に報告でき

たらなと思います。 

 市長、決めるのは市長です。決められます。

大いに期待しておりますので、よろしく、期待

いたします。 

 次に、４点目、歴史的観点について、お伺い

をいたします。 

 私は、土佐清水の海岸に生まれ、育ちました。

海を見なれた私にも、沖の島はとてもすてきな

ところでした。 

 七ツ洞はすごかったです。吟行の翌日、渡船

にて、間近に、手が届くぐらいの近くまで、渡

船で近づいていただきまして、深い海の色や、

断崖。すごい断崖でした、もう上から何か落ち

てきたらどうしようと思うぐらいの断崖でした。 

 見なれた貝や、鷹の爪とかカラス口とか、す

ぐ目の前にありました。 

 姫島のお姫様にのどぼとけあるのは、市長、

御存じですか。お姫様見たら、ちょっとありま

すね。 

 沖の島の本島と姫島の岩石の違い、島の違い、

歴史を親しむ方にとって、奥深いものがあると

思います。 

 一つの島に、土佐藩と伊予藩の国境、国境が

存在する珍しい離島であります。 

 また、海から臨む沖の島は、穏やかで荒波を

受けているとは思えない姿があり、陸上からは

実感できなかった国境も、海からは稜線越しに

拝見できました。 

 かの伊能忠敬が計測のためについた砂浜、ア

コウの大樹、歴史ロマンは沖の島にあります。

沖の島ならではの観光プランを企画できるので

はないか。 

 幕末維新博、今追い風です。市長の御所見を

お伺いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 沖の島観光の歴史的観

点について、お答えをさせていただきたいと思

います。 

 来年３月から、先ほどお話にもありました、

開催されます志国高知幕末維新博につきまして

は、宿毛市においても、地域会場として位置づ

けられた宿毛歴史館を中心に、市内観光スポッ

トをめぐる周遊コースを６コース設定をいたし

まして、その一つに「宿毛で離島を楽しもう」
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と題しまして、沖の島をめぐるコースの設定も

行っているところでございます。 

 議員おっしゃるとおり、追い風になるものだ

というふうに、大変期待をしているところでご

ざいます。 

 古くは今昔物語に登場する妹背山や、議員御

提案の伊予の国との国境、三浦氏の歴史やお祭

りなどの伝統芸能にも触れていただくなど、沖

の島の歴史、文化を満喫できるコース設定とな

っているところでございます。 

 また、一方で、宿毛市の観光振興の取り組み

の中で、一般旅行に加え、体験型の教育旅行の

誘致に向けた商品の開発についても取り組んで

おりまして、沖の島は磯釣りやダイビングなど、

宿毛市の観光の拠点であると考えているところ

でございます。 

 歴史的にも、魅力の多い沖の島を、今回の幕

末維新博を契機といたしまして、宿毛市観光協

会や、幡多広域観光協議会とも連携をとりなが

ら、新たな商品開発に取り組んでまいりたい、

そのように思っているところでございますし、

もう既に取り組みを進めているところでもござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君） 大変よくわかりました。 

 足の悪い私は、自転車をかついで坂道を登ろ

うとは思いませんし、全然登れません。 

 これがアドベンチャーラン２０１６のポスタ

ーなんですけれども、自転車をかついで、あの

坂をあがっていっているんですものね。 

 でも、反対に、たかだか俳句を詠むのに、泊

りがけで沖の島まで行くかと言われたら、これ

もまたそうです。 

 島の方には、島から咸陽島、片島のほうに向

かって、２４キロの遠泳のコースを設けたらど

うかという御意見もお伺いしました。ドーバー

よりも、佐渡島よりも近いです。 

 いろいろな形に合わせて、プランをお考えい

ただきたいと存じます。その点、突然ですが、

市長、いかがでしょうか、お答えお願いできま

すか。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 先ほど、アドベンチャーラン、皆さんも記憶

にあるとは思いますが、走る、マラソンであっ

たりとか、それからあと、山道を登る、山道を

歩く、そういった登山であるとか、また先ほど

御紹介ありましたマウンテンバイクを使ったレ

ースといいますか、スピードを争うものではご

ざいませんが、レースであったりとか、いろい

ろな取り組みをしてきた経緯もございます。 

 そういった中で、私自身も、実はエントリー

をしていたんですが、マウンテンバイクを今回

やろうということで。 

  マウンテンバイクの場合は、特に、登れる

道があるのに、わざわざ階段のところを設定を

したりとか、緩やかな坂があるのに、わざわざ

穴があいているようなところを設定したりとか、

そういったような競技ではございますが、そう

いったもの、本当に沖の島の自然を相手にして

行うからこそ、いろいろな味があるというふう

に考えているところでございます。 

 先ほど、遠泳のお話もありました、アドベン

チャーランもそうなんですが、民間の方々がい

ろいろ企画をしていただいて、そして実際そこ

が事務局となって、物事を動かしてくださって

いるところが多大にあります。 

 そういった中で、宿毛市といたしまして、行

政として、何がバックアップできるのか、そう

いった中で、良好な関係を築きながら、運んで

きた経緯があるというふうにお伺いをしている

ところでございます。 
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 近々、近隣市町村では、もう既に行われてい

るんですが、トライアスロン、そういった大き

な大会をこの幡多でやりたいというお話があり

まして、それに向けた、いろいろ協議も民間主

導でなさっているというお話もお伺いをしてい

るところでございます。 

 そういった方々とともに、行政としては、し

っかりとお手伝いをするという立場で、そうい

った立ち位置で、皆さんと一緒になっていろん

な協議を進めていきたいというふうに思ってお

りますので、先ほどの遠泳についても、その推

移といいますか、そういったことに精通されて

いる方々が、ぜひそういうものをやってみたい

というお話があれば、ぜひまた私のほうに御一

報くだされば、一緒になって取り組んでまいり

たい、そのよう考えるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君） ６番、さすがにお詳し

いですね。突然振って、すごくすてきなお返事

をいただきまして。ぜひ、手伝っていただいて、

いい結果を、また海とか山とか、宿毛市も、ど

んどん宿毛のところを取り上げていっていただ

きたいと存じます。 

 続きまして、宿毛に戻りまして、大島公園の

今後の展開についてをお尋ねいたします。 

 大島公園の整備につきましては、前回、９月

議会において、山本議員も御質問されておられ

ました。私は、少し視点を変えたところで、お

伺いをいたしたいと存じます。 

 以前、大島桜公園について、できるだけ長い

期間、桜を楽しめるように、ソメイヨシノだけ

でなく、種類を変えて植栽すべきではないか。

また、ヒガンザクラから始まり、息の長いボタ

ンザクラを効率よく植栽すれば、春先から２カ

月間、桜のイベントができる。来場者を見込め

ると、当時の林市長に対し、御提案を申し上げ

た経緯がございます。 

 また、想定しておりますのは、造幣局の桜や、

岩国錦帯橋の桜に並ぶぐらいのものを希望する

と伝えましたが、今現在にてかなっておりませ

ん。 

 これが、ある意味、現実できていれば、多く

の発展的材料であろうかとも考えたところでし

た。 

 春一番、桜前線上陸の宿毛市、さくらの里の

本家として、市長の所見をお伺いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 大島桜公園の整備につ

いて、お答えをさせていただきたいと思います。 

 大島桜公園の整備につきましては、さきの

９月議会におきまして、山本議員の一般質問に

もお答えをしたところでございますが、現状と

いたしましては、事業実施から２５年が経過を

いたしまして、密植の影響と、桜一本一本が大

きく成長したことにより、枝と枝が接触するな

ど、著しく成長を阻害する状態となってきたこ

とから、やむを得ず、間伐を実施するなど、桜

並木の再生に向けて、取り組んでいるところで

ございます。 

 また、議員御提案の桜の種類につきましても、

平成３年３月の事業実施当初から、ソメイヨシ

ノだけではなく、サクランボや山桜、そしてボ

タンザクラ、オオシマザクラなど、数種類の桜

を公園内のところどころに植栽しているものの、

全体の多くは、ソメイヨシノであるため、その

ほかの桜がわかりづらい状態となっているのが

現状であります。 

 今後におきましては、県立牧野植物園の樹木

医等の御意見を聞くなど、それぞれの桜の状態

を見ながら、引き続き、テングス病対策や、間

伐作業、そして草刈り等を計画的に実施をして

まいりたい、そのように考えているところでご

ざいます。 
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 また、必要に応じまして、早咲き桜など、長

い期間、観賞できる、そういった種類の桜の植

栽についても、検討をしてまいりたいと、その

ように思っているところでございます。 

 桜、本当にきれいですので、皆さんに楽しん

でいただけるような、そんなまちづくりに、引

き続き取り組んでまいりたい、そのように思っ

ているところでございます。 

○議長（岡﨑利久君） ６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君） ６番、何分にも御検討

していただきたいところです。 

 わざわざ桜を見るために、朝早くから観光バ

スに乗って出かけます。宿毛という名所ができ

れば、反対に、来ていただける方も多いのでは

ないかと思います。 

 当時の林市長に、なぜ桜なのですかとお尋ね

いたしました。「僕が、人がいなくなっても、

桜は残るからね」って。残念ですが、そのとお

りになりました。中平市長、林市長の思いを継

いでください。そして、中平市長のお名前も残

してください。 

 そのために、２点目、改めて、サクラテング

ス病の対策についてをお伺いいたします。 

 テングス病については、対策が難しいことは

聞いてもおります。市内全域５万本とも聞きま

す。その都度、手入れをしてきていただいてい

ることも存じております。 

 とはいえ、このままでは、大切な桜が枯れて

しまいます。「さくらの里」推進を掲げる宿毛

市にとって、何らかの対策を講じられないのか、

市長の所見をお伺いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） サクラテングス病対策

について、お答えをさせていただきます。 

 本当に、桜枯れるのは、本当に寂しいもので

ありまして、何とか枯れないようにというお声

を、市内あちこちでお伺いをしているところで

ございます。 

 サクラテングス病につきましては、先月、商

工観光課職員が、市内各所を調査したところ、

大島桜公園を初め、市内の広い範囲で感染が見

受けられます。 

 議員御指摘のとおり、現状で、抜本的なテン

グス病対策は解明されておりませんので、実質

的には、感染した枝を切除し、切断部分に薬剤

を塗り、枯死予防するといった作業を行うこと

になりますが、高い枝などの切除は危険を伴う

作業となり、対応が難しい状況があります。 

 対策については、毎年、さくらの里推進事業

を実施し、予算の範囲内で、毎年少しずつでは

ありますが、除去作業を実施しております。 

 しかしながら、何分広い範囲で、多くの桜が

感染しているため、対応が間に合わない、そう

いったのが現状であります。対応するよりも、

感染するほうが早いのではないかといった声も

聞いているところでございます。 

 しかしながら、御指摘いただいた状況につき

ましては、市としても危惧しておりますので、

適用できる国や県の補助事業を模索しながらで

はありますが、今後、さくらの里推進協議会の

中でも、対策について検討してまいりたい、そ

のように考えているところでございます。 

 よろしくお願いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） ６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君） 大変難しいこととは存

じますが、いろいろな手段を講じていただきた

いと存じます。 

 ２項目めに入ります。 

 奨学金のその後の検討についてを、教育長に

お伺いいたします。 

 奨学金の給付型や貸与型については、以前、

御提案を申し上げました。私には、人口問題、

少子化対策についての私案は、今のところ、将

来に向け、速攻対応できるのは、対策としてで
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きるのは、一番最初にこれではないかと浮かび

ました。 

 地元に残っていただく、自立していただく、

負の連鎖は断ち切る対策として、決して的外れ

ではないと、自負しております。 

 その後、どのように御検討なされたのかをお

伺いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、６番議員の

一般質問にお答え申し上げます。 

 宿毛市の奨学金制度の充実に向けた検討状況

について、御質問をいただきました。 

 まず、今現在、国の奨学金制度の動きについ

て、若干御説明をさせていただきたいと思いま

す。 

 現在、文部科学省におきましては、大学進学

者らを対象とした返還不要の給付型奨学金制度

のあり方について、検討がなされておりまして、

近々、最終案がまとめられる方針であるとの報

道がなされておるところでございます。 

 その内容について見ますと、月額２万から

４万円の給付型奨学金の実施に向けて、最終的

な調整を行っているということと、それから、

児童養護施設出身者などの、経済的に特に厳し

い学生に対しては、入学時に一時金の給付も、

合わせて支給するようなことについて、検討さ

れているということでございます。 

 また、高等学校におきましては、御承知のよ

うに、授業料支援策といたしまして、現在、高

等学校等就学支援金制度がございまして、保護

者等の市町村民税の課税額に応じて、国からの

支援措置がなされている状況でございます。 

 さらに、高知県におきましても、当然、奨学

金制度が整備をされておりますので、そういっ

た状況を踏まえる中で、さらに宿毛市の現状の

財政状況といったものを鑑みる中で、宿毛市の

奨学金の役割としては、現状のままの貸与型と

いうことでよいのではないかと、現状ではそう

いう判断をいたしているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君） 国の状況とか、きちん

と教えていただきまして、ありがとうございま

す。 

 本当に、難しいことと思います。市の役割も、

もちろん市の財政のことも承知しております。

難しいことは重々承知しておりながら、高卒と

大卒では、就職のときにどうしても圧倒的な差

があるということで、多くの学生さんが奨学金

を借りて進学いたしております。 

 日本の奨学金の９割は、日本学生支援機構か

ら貸与型で、その約７割が有利子であるとお聞

きしております。卒業と同時に、３００万円前

後の借入金を抱えて出発しなければならず、免

除が認められるのは、たしか死亡や重度心身障

害に至ったとき、負ったときとかいうふうにお

伺いしております。 

 ぜひ、できる部分で、頑張る元気が欲しいで

す。今後の御検討を、また重ねていただきたい

と存じます。 

 ３項目め、総合グラウンドにテニスコート設

置についてを、市長にお伺いいたします。 

 テニスコートの今後の御計画について、市長

のお考えはいかがでしょうか、お伺いいたしま

す。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） テニスコートの整備に

ついて、お答えをさせていただきたいと思いま

す。 

 宿毛市総合運動公園は、皆さん御承知だと思

いますが、よさこい高知国体に向けまして、陸

上競技場、多目的グラウンド、体育館、管理施

設を重点的に整備した後、広域にわたる住民の

触れ合いの場として、遊歩道や遊具の整備が行
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われ、事業としては、一旦、完了しているとこ

ろでございます。 

 東日本大震災以降、当公園の広域防災拠点と

しての役割が強まる中、新たに防災広場を計画

し、今年度、工事が完成したところでございま

す。 

 現在は、テニスコートを複数面確保できるだ

けの平たん地は残っておらず、整備できる状況

ではないというふうに考えているところでござ

います。 

○議長（岡﨑利久君） ６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君） ６番、防災面とか事業

課題も山積しております。本当に現状はよくわ

かります。でも、今は無理でも、完成の希望だ

けは持ち続けたいと存じます。 

 テニスコートを待っている方もいらっしゃい

ますので、あらゆる場所、機会を取り上げて、

ぜひ今後の検討課題と、お願いいたします。 

 今回、実行できることとか、できそうなこと

とか、前向きなお答えをたくさんいただきまし

た。有効、有意義な予算編成を期待いたしまし

て、質問を終わります。 

 ありがとうございました。 

○議長（岡﨑利久君） この際、１０分間休憩

いたします。 

午後 ２時１０分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 ２時２３分 再開 

○議長（岡﨑利久君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 ７番山上庄一君。 

○７番（山上庄一君） ７番の山上でございま

す。よろしくお願いします。 

 先日、中平市長の友人であります小泉進次郎 

代議士の講演会が、ネットで配信されておりま

すので、聞いておりましたら、言葉に体温と体

重を乗せるというのがありまして、そういうも

のを言っておりましたので、確かに言葉には熱

意を感じますし、重さも感じるということがご

ざいます。 

 私も、質問に、今までうまくいったことがな

いので、せめて体温といいますか、熱意でも伝

わればと思っております。 

 私の体重を乗せますと、ちょっと重過ぎて、

受けとめてくれんかもしれませんので、これは

避けたほうがいいのかと思います。ともあれ、

質問通告書に従いまして、質問をさせていただ

きます。 

 それでは、まず初めに、防災関連ですけれど

も、避難所等に対する市民の方々への周知徹底

について、お聞きします。 

 先月初旬に行われました避難訓練におきまし

て、熊本地震などがあったことも影響している

のかもしれませんけれども、防災意識も高く、

参加者も多くありました。 

 その参加された方々から聞かれますことです

が、高台に避難した後はどうなるのか、どのよ

うにすればよいのかということがありました。 

 このことは、いかに避難所などに関する情報

が、地区の皆さんに共有されていないのではな

いかと思ったことでありました。 

 話しかけてこられる方の中には、大島でござ

いますので、桜公園の中に、雨露をしのぐ小屋

をつくって、そこに食料や毛布などをストック

してもらえればといったことなどもありました。 

 このように、避難所などのことを、十分に周

知されてないようですので、再度、市民の方々

に周知徹底を図る必要があるのではないかと思

いますが、市長の御所見をお聞かせください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 山上議員の一般質問に

お答えをさせていただきたいと思います。 

 地震による津波被害後の指定避難所がどこに

あるのか、市民への周知徹底すべきではないか
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といった内容の御質問だというふうに受けとめ

ました。 

 先日の避難訓練ですか、参加者が多かったと

いうことで、本当にうれしく思いますし、そう

いったときに、しっかりとそういった周知も図

っていかなければならないのかなというふうに

考えるところでございますが、現在、震災後に

一定期間の避難生活を行うこととなります指定

避難所につきましては、平成２６年度に全戸配

布した宿毛市防災マップや、本市のホームペー

ジ上に施設の一覧表を掲載いたしまして、周知

を図っているところでございます。 

 また、本市へ転入された方につきましても、

転入手続の際に、本防災マップをお渡しをして

いるところでございますが、指定避難所の場所

が、まだ十分に市民に浸透していないという議

員の御指摘の点もあるようでございますので、

今後、広報への掲載を含めまして、市民の皆様

へわかりやすい形で周知を徹底していきたいと、

そのように考えております。 

 なお、本年度より津波浸水区域外にある指定

避難所３３施設について、施設管理者や地区自

主防災会などの関係者で、施設ごとの避難所運

営マニュアルを作成することとしておりますの

で、今後、完成した運営マニュアルにつきまし

ても、ホームページ等で公表をし、周知を図っ

てまいりたいというふうに思っているところで

ございます。 

 なお、私、就任以来、ずっと一貫してお話を

させていただいておりますが、高台にある公共

施設が本当に不足をしているというか、少ない

のが宿毛市の現状であります。可能な限り、公

共施設、高台へ移設もしたいし、また公共施設

を活用する中で、二次的な避難場所として、運

営ができるところは、しっかりと、また皆さん

方に周知をしていきたい、そのように思ってい

るところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ７番山上庄一君。 

○７番（山上庄一君） ぜひ、市民の方々に説

明していただくとともに、もちろん私のほうに

も、十分、腑に落ちるような説明をいただきた

いというふうに思います。 

 続きまして、防災に関連しまして、大島橋に

ついて伺います。 

 先ほど申し上げましたように、避難訓練に参

加された多くの方々から、異口同音に、大島橋

のことについて、何とかしてほしいということ

があげられておりました。 

 ９月には、区長さんより、議会にも大島橋の

改築の要望書が提出されております。私も議員

になって５年余りですが、前市長の２人にも、

幾度となく大島橋に対する地区の皆さんの不安

や不満などを訴えてまいりました。 

 また、市内における橋梁等の改築において、

大島橋は優先順位も高いであろうことも、重ね

て訴えてまいりました。 

 そのかいあってと思いたいところなんですが、

予備設計まで行われたと聞いておりますけれど

も、なぜか後回しにされた感が否めません。 

 大島地区は、大島橋が崩落しますと、代替機

能を持ったほかの橋がありませんので、文字ど

おり孤島になってしまいます。復興にも支障を

来すことにもなってしまいます。また、順調に

推移している国民宿舎にも、支障を来すことに

もなってしまいます。 

 大島橋の予備設計につきましては、私ども議

会には報告もありませんので、どのような設計

で、どのような形態になるのかもわかりません。 

 さきの１０月に、橋梁の現地調査もされてい

るようですが、その結果も踏まえて、今後のス

ケジュールなど、どのようにされていくのか、

市長のお考えをお聞かせください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 
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○市長（中平富宏君） 大島橋の改築につきま

して、答弁をいたしたいと思います。 

 今年の１０月に、大島橋の橋脚鋼管について、

貝類等の付着物を除去した後に、近接目視点検

といったことを行った結果、緊急性の高い損傷

及び変状は見られませんでした、ということで

ございます。 

 昨年６月議会でも、一般質問がありましたが、

大島橋については、予備設計まで完了しており、

現在、事業中であります与市明川にかかる廻角

橋のかけかえの完了後に、大島橋の詳細設計を

発注する予定としているところでございます。 

 今後の予定ですが、橋梁改築の国庫補助金で

ある社会資本整備総合交付金の配分が、今年度

においても、要望額に対し半分以下の割り当て

しかなく、廻角橋の完了時期が不透明となって

いるため、大島橋の事業着手年度を示すことが

難しい状況になっているところでございます。 

 そのため、国に対して、積極的に予算要望活

動を行いながら、事業を進めてまいりたいと、

そのように考えておりまして、昨年度というか、

ことしですが、ことしもこういった要望活動を

続けているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ７番山上庄一君。 

○７番（山上庄一君） どうも御答弁ありがと

うございました。 

 と言いながら、ああ、そうですかと言うわけ

には、ちょっといかないところがございまして。 

 宿毛土木のほうに話を聞くことがございまし

て、与市明川の堤防のかさ上げの工事に関しま

しては、錦川の合流地点での改修などが、それ

の調整がつくまでは、当面、かかれないのでは

ないかといったような話もございました。改修

を待って、廻角橋の工事をしていたのでは、ま

すます遅くなってしまうというようなこともあ

りますので、この件につきましては、通告にあ

りませんので、答弁は結構でございますけれど

も、県の工事を待つ間に、大島橋の工事もでき

るのではないかというふうに思ったりもしてお

ります。 

 私自身も、技術屋の末端の人間ですので、そ

の辺からちょっと申し上げますと、大島橋の橋

台の地盤は、北側の支持層までは約１０メート

ル、大島川のほうの支持層までは２０メートル

というふうに聞いております。 

 １０メートル、２０メートルということで、

単純に直線補完して、真ん中にある柱、橋脚の

支持層は１５メートルというふうに想像されま

すけれども、物の大きさとか、長さによりまし

て、振動に対するこういう周期が違いますので、

同じ揺れが来ても、例えば最初は一緒に動くん

ですよね。でも、早いほうだと開くことがある

んです。 

 そんなようなことで、橋桁がはずれる可能性

があるかもしれないというふうに思ったりもし

ております。 

 余り不安を増幅するようなことはいけません

けれども。そんなことで、落橋というのを大き

くするところでございますけれども。 

  またジョイント部分、現在のジョイント部

分ですけれども、大島に来られたらわかると思

うんですが、バウンドするんですよね、こぶが

できて。 

 そのようなことも、地元の方が不安に思って

いるところではないかというふうに思います。 

 大方の橋では、大島橋のように、余りバウン

ドすることはないというふうには思うんですけ

れども、もう少しスムーズに通れるようになれ

ば、そんなに不安は持たないのかなというふう

にも思ったりします。 

 このようなもろもろのことを勘案していただ

きまして、スケジュール等を含めて、御検討を

いただきたいというふうに思います。 
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 続きまして、土地利用のあり方についてとい

うことでございますけれども、市長の想定しま

すまちづくりにおきまして、整備イメージはど

のようなものであるのか、都市計画としての、

土地利用の現状のままで、市長のイメージする

都市像が実現するのでしょうか、というふうに

思います。 

 現状では、高容積の商業地域が２カ所に分か

れておりまして、いわゆる二眼レフ構造といわ

れる構造になっております。 

 このようなことも、市長のイメージする都市

像に合致しているのでしょうか、ということで

すが、もしイメージに合わなければ、土地利用

の見直しも必要ではないかと思いますが、市長

の考えの一端をお示しいただけますでしょうか。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） まちづくりのイメージ

像について、お答えをさせていただきたいと思

います。 

 平成１２年度に宿毛市が策定をいたしました

都市計画マスタープラン、こちらでは、公共、

商業施設、住宅が密集している中心市街地と、

宿毛駅を中心とした駅周辺地域を連携させるこ

とによりまして、周囲にある丘陵住宅地や、港

湾漁港地域からの多様な土地利用をバランスよ

く受けとめるという、そういった構想方針を定

めまして、宿毛駅東区域で、土地区画整理事業

を実施し、建築を促進してきたところでありま

す。これは議員も御承知のとおりだと思います。 

 しかしながら、ここからが大切なところにな

るんですが、人口減少、そして景気低迷、津波

浸水予測の公表に伴いまして、思うような出店

が見られていないのが現状でございます。 

 商業化が進んでいない状況にある中、今後の

まちづくりのイメージといたしましては、古く

からの商店や、偉人の史跡が残る、現在、中心

市街地と呼ばれている、こういった文教センタ

ーを基点に、町なかを散策できる、そういった

商業地といたしまして、そしてもう１点、二眼

化という形も、今、お示しをいただいたところ

でございますが、大型店舗の出店が見られる、

その駅周辺地域などは、車両を利用して店舗前

まで訪れることのできる商業地として、それぞ

れの特色を生かすとともに、宿毛湾港の利活用

や、高速道路などの、そういった基盤整備を行

うことで、新たな人の流れをつくっていきたい、

そのように思っているところでございまして、

地域の産業振興や、商業地のにぎわいにつなげ

ていくことが重要であるというふうに考えてい

るところでございます。 

 当時、先ほど御説明させていただいたように、

平成１２年に策定した計画のもと、まちづくり

が行われきております。しかしながら、現状は、

先ほど述べたように、人口も減ってきて、いろ

いろな要因が重なる中で、それぞれが余りにぎ

わいがないのではないかといったまちになって

おりますので、そういった人の流れを新たにつ

くるという観点の中から、それぞれ特色を持た

したまちづくりを進めて、この二つを、当時と

は違った意味合いではありますが、つなげてい

きたい、そのように思っているのが、私の今の

抱いているイメージでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ７番山上庄一君。 

○７番（山上庄一君） 土地利用に関しまして、

もう１点、関連しますけれども、お伺いをいた

します。 

 今現在、宿毛市にいえることは、まちの顔と

いいますか、へそといいますか、そういう場所

がなくなってきているというところにあるよう

に思います。 

 それは、商業や娯楽施設などが散在している

というのは、ちょっと表現が悪いかもしれませ

んけれども、そのようなことで、低密度になっ
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ていることが要因ではないかというふうに思い

ます。 

 これも、土地利用に起因しているものと思い

ますが、若い方々が楽しめるような施設を、公

共側でつくるのは困難であるというふうに思い

ますので、商業や娯楽施設などを集積させるよ

うに、誘導策など展開して、密度を高めていく

ことで、にぎわいの創出ができるのではないか

と思っております。 

 集積を図ることで、土地利用に伴う空間的、

あるいは景観的といってもいいのかもしれませ

んが、民活によるにぎわいの仕掛けづくりもで

きるのではないかというふうに思います。 

 どうでしょうか、別にシネマとかカジノをも

ってきてはどうかということではございません

が、商業や娯楽施設などの集積を図っていくエ

リアを明確にして、積極的な規制誘導策などと

してのインセンティブを与えることも必要では

ないかと思いますが、その辺のところを、市長

のお考えをお聞かせいただけますでしょうか。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 土地利用のあり方につ

いて、お答えをさせていただきます。 

 現在、都市計画区域内の用途指定によりまし

て、商業地域や近隣商業地域といった、店舗や

商業などの業務に対する利便の推進を図る地域

を定めておりますが、商業施設以外の建築を制

限するものではないため、商業施設の集約に至

っていない、そういった現状がございます。 

 また、全国のまちづくりを見ますと、国が進

めるコンパクトシティや、集約化といった方法

で、にぎわいづくりを目指す自治体もあります

が、集約区域周辺の衰退、その周りの衰退です

ね、それや、土地の資産格差を招くなど、課題

も見られると思います。 

 さまざまな課題のある中ではありますが、先

ほども答弁したように、宿毛市の特色を生かす

中で、宿毛市に合った、そういったまちづくり

を探っていきたいというふうに考えているとこ

ろでございまして、ぜひ、今、カジノとかシネ

マというお話もありましたが、できることなら

ば、何らかの教育施設、そういったものもつく

っていきたいなという思いが強くありますので、

そういったことに向けて、現在、いろいろな

方々に御相談もかけているところでございます。 

 現在の若者の求めるものが多様化しておりま

すので、なかなか娯楽施設を、何をもってくれ

ばいいのかというのは、非常に難しいところで

はございますが、まず、一つには、そういった

教育施設、そういったものをもってくることに

よって、ある一定、若者がここに集まる、そう

いったまちづくりができるのではないか、その

ように考えているところでございます。 

 ぜひ、皆様方にも御協力を願いたいと思いま

す。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ７番山上庄一君。 

○７番（山上庄一君） どうもありがとうござ

いました。 

 今後、高速道路も近い将来開通するようにな

ってくると思いますので、高速道路ができたら、

ストロー効果で、宿毛には何もなくなってしま

ったということがないように、それまでにでき

ることをやっていくべきではないかというふう

に思います。 

 以上、土地利用に関しましては、以上でござ

います。 

 最後の質問になりますが、設計委託業務につ

いてでございます。 

 さきに行われました宿毛小学校の体育館の設

計委託業務の入札についてですけれども、地元

の設計事務所は、１社も指名されていなかった

ようですが、なぜそのようにされたのか、まず

その理由をお聞かせください。 
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○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 御質問にお答えをさせ

ていただきます。 

 宿毛小学校体育館の設計委託業務につきまし

ては、老朽化した体育館の改築に向け、基本実

施設計を行うもので、規模といたしましては、

アリーナと武道館の複合施設で、延べ面積１，

６００平方メートル程度の体育館となります。 

 これだけの規模の体育館になりますと、経験

に基づくノウハウ等を設計に反映させることが

求められますし、また、業務を行う途中で、不

測の事態が発生することも考えられます。 

 このようなことを考慮した場合、複数の技術

スタッフが在籍しており、学校や体育館などに

おける施設設計において、実務経験のある設計

業者に委託すべきだと考えます。 

 今回の業務委託におきましては、競争入札参

加資格審査申請書の提出があった設計業者の中

から選定をした結果、市外の設計業者のみの指

名となりました。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ７番山上庄一君。 

○７番（山上庄一君） 再質問になりますけれ

ども、学校などの施設設計にも、ぜひ地元の設

計事務所の方々が携われるような機会を提供す

べきではないかというふうに思います。 

 これらのことは、これまでにも幾度となく申

し上げてきておりますが、地元業者単独では、

少し厳しいところもあるかもしれませんけれど

も、市内外の設計業者と、地元の設計業者の共

同企業体にするなどすれば、経験もでき、技術

移転も図られ、技術等も向上することで、宿毛

の技術的ストックにもなります。 

 今後におきまして、地元の設計事務所が独自

に設計できるようになることにもつながると思

います。 

 また、これは何とかの一つ覚えと言われるか

もしれませんけれども、地元の設計事務所が請

け負うことで、市内への経済波及効果ももたら

すことも配慮していただかなければなりません。

学校等の建てかえなど、特に災害対策は喫緊の

課題ではありますが、公共施設はまち全体から

見た配置や形態が求められるのではないかと思

いますので、地元の事情を周知している地元業

者の参画にも御配慮いただければと思いますが、

市長の何かお考えがあれば、お聞かせください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 宿毛市における入札時の業者選定につきまし

ては、入札制度の競争性をより一層高めるべく、

５社以上の指名を原則としていたものを、高知

県に準じまして、８社以上の指名を原則とする

など、平成２６年度におきまして、入札制度の

見直しを行っているところでございます。 

 これに伴い、建築設計等委託業務などのよう

に、市内業者が少ない業種につきましては、市

外業者を含めて指名することで、競争性の確保

に努めているところでございます。 

 今回の宿毛小学校体育館の設計委託につきま

しては、山上議員からの提案にもあるように、

実務経験の豊富な市外業者と市内業者を組み合

わせた形の共同企業体での入札についても、宿

毛市建設工事等指名業者選定委員会内で検討い

たしましたが、市内設計業者数が４社と少ない

ことから、やむなく市外設計業者のみでの指名

競争入札を行ったものであります。 

 ただし、先ほど来御指摘があるように、基本

的には、全ての業務において、地元業者優先の

考えで選定を行っているところであります。ま

た、今年度からは、新たな取り組みといたしま

して、簡易な建築設計業務については、原則と

している指名業者数には達していなくても、例

外として、地元業者のみの入札を行っていると

ころでもございます。 
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 今後は、入札の競争性や公平性、透明性を確

保しつつ、地元業者を最優先する、よりよい方

法がないか、さらに検討を進めていきたいとい

うふうに思っているところでございまして、地

元業者の皆さん方に、ぜひこういった仕事にも

携わっていただきたい、そういった思いは一緒

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ７番山上庄一君。 

○７番（山上庄一君） どうも、地元への御配

慮ありがとうございました。 

 ぜひとも、設計業者のみならず、地元のさま

ざまな業者が、市の発注します仕事に携われる

ようにしていただき、市内への経済波及効果を、

最大化を図っていただけるよう御配慮いただけ

ればと思います。 

 かなり時間が余ったようですけれども、般若

心経をやるわけにもいきませんので、以上で私

の質問は終わります。 

 ありがとうございました。 

○議長（岡﨑利久君） お諮りいたします。 

 本日の会議はこの程度にとどめ、延会いたし

たいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本日はこれにて延会することに決し

ました。 

 本日は、これにて延会いたします。 

午後 ２時５２分 延会 



 

－ 53 － 

 
 

平成２８年 

第４回宿毛市議会定例会会議録第３号 

 

１ 議事日程 

    第８日（平成２８年１２月１３日 火曜日） 

午前１０時 開議 

   第１ 一般質問 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

２ 本日の会議に付した事件 

   日程第１ 一般質問 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

３ 出席議員（１４名） 

   １番 川 田 栄 子 君     ２番 川 村 三千代 君 

   ３番 原 田 秀 明 君     ４番 山 岡   力 君 

   ５番 山 本   英 君     ６番 髙 倉 真 弓 君 

   ７番 山 上 庄 一 君     ８番 山 戸   寛 君 

   ９番 岡 﨑 利 久 君    １０番 野々下 昌 文 君 

  １１番 松 浦 英 夫 君    １２番 寺 田 公 一 君 

  １３番 宮 本 有 二 君    １４番 濵 田 陸 紀 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

４ 欠席議員 

   な し 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

５ 事務局職員出席者 

   事 務 局 長        朝比奈 淳 司 君 

   次長兼庶務係長 

   兼 調 査 係 長 
小 野 り か 君 

   議 事 係 長        奈 良 和 美 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

６ 出席要求による出席者 

   市 長  中 平 富 宏 君 

   副 市 長  岩 本 昌 彦 君 

   企 画 課 長  黒 田   厚 君 

   総 務 課 長        河 原 敏 郎 君 

   危機管理課長  楠 目 健 一 君 

   市 民 課 長  立 田 ゆ か 君 

   税 務 課 長  児 島 厚 臣 君 
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   会計管理者兼 

   会 計 課 長 
山 下 哲 郎 君 

   保健介護課長  中 山 佳 久 君 

   環 境 課 長  岩 本 敬 二 君 

   人権推進課長  沢 田 美 保 君 

   産業振興課長  上 村 秀 生 君 

   商工観光課長  山 戸 達 朗 君 

   土 木 課 長  川 島 義 之 君 

   都市建設課長  中 町 真 二 君 

   福祉事務所長  佐 藤 恵 介 君 

   水 道 課 長  金 増 信 幸 君 

   教 育 長        出 口 君 男 君 

   教 育 次 長 兼 

   学校教育課長 
桑 原   一 君 

   生涯学習課長 

   兼 宿 毛 文 教       

   センター所長 

和 田 克 哉 君 

   学 校 給 食 

   センター所長 
杉 本 裕二郎 君 

   千 寿 園 長  山 岡 敏 樹 君 

   農 業 委 員 会 

   事 務 局 長 
岩 田 明 仁 君 

   選挙管理委員 

   会 事 務 局 長 
河 原 志加子 君 

   総 務 課 主 監  上 野 浩由紀 君 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時０３分 開議 

○議長（岡﨑利久君） これより本日の会議を

開きます。 

 日程第１「一般質問」を行います。 

 順次発言を許します。 

 ５番山本 英君。 

○５番（山本 英君） おはようございます。

与えられた９０分いっぱいにやりたいと思って

いますが、いかが相なることかわかりませんが。 

 始める前に、格言を一つ御紹介してから始め

たいと思います。 

 信念と希望にあふれ、勇気に満ちて日に新た

な活動を続ける限り、青春は永遠にその人のも

のである、というマッカーサーの格言です。 

 これに倣って、私も老体にむち打って、青春

を謳歌したいと思っていますが。その流れで、

質問に入らせていただきます。 

 まず、第１点は、空き家対策特別措置法につ

いて、お尋ねいたします。 

 平成２５年現在、全国に空き家は８２０万戸

が存在し、４００以上の自治体が空き家条例を

制定しているようです。 

 本法は、これらを包括するもので、その目的

は、第１条に示されているとおり、地域住民の

生命、身体、財産の保護、生活環境の保全、空

き家等の活用のための対応等を計画的に推進し、

もって公共の福祉の増進と、地域の振興に寄与

することを目的としておりますが、他方、よく

理解しないと、市民の皆さんにリスクが及ぶと

いう内容が含まれているように読み取れます。 

 そこは十分に、市民の皆様にお知らせすべき

だと考えますが、市側が特に知らせたい内容、

その手段は、現在どのようにお考えでしょうか。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 皆様、おはようござい

ます。 

 早速、山本議員の一般質問にお答えをさせて

いただきたいと思います。 

 空き家等対策の推進に関する特別措置法が施

行されましたことによる、周知すべき事項とそ

の手段についてですが、概要的な説明になりま

すが、まず、対象となるものとしては、適正な

管理が行われておらず、倒壊の危険性や衛生上、

有害となるおそれのある、そういった状態など

の空き家等でありまして、総合的に判断された

特別空き家等について、所有者に対して、まず

助言や指導を行うこととなります。 

 そして、改善が見られない場合は、勧告を行

い、さらに勧告に対しても、措置が行われなか

ったときに、命令をすることができ、それでも

措置を講じない場合は、最終的に行政代執行と

いったことができるようになりました。 

 また、勧告の対象となった特別空き家等にか

かわる敷地について、固定資産税等の住宅用地

特例の対象から除外されるなど、特別措置法に

より放置され、適正に管理が行われていない空

き家等につきましては、さまざまな措置が講じ

られることがありますので、そういったことに

ならないように、所有者の方には、適正な管理

をお願いしたいと思います。 

 また、周知手段としては、具体的な内容を広

報等を通じまして、情報提供をしていきたいと、

そのように考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ５番山本 英君。 

○５番（山本 英君） 同法上では、特別じゃ

なくて、特定空き家となっておると思いますが。 

 市長の後ろにおられるであろう市民の皆様に

対して申し上げるということで、重複するかも

わかりませんが、土地の固定資産税が約４．

２倍だそうです。 

 そこら辺のことも含めて、よくよく市民の皆

様に啓発していただきたいというふうに思って
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おります。 

 この法律は、平成２６年１１月に公布され、

２７年２月に施行されています。 

 施行後は、法の中の特定空き家に関するガイ

ドラインが直ちに出され、実務的には、各市町

村が定める行政手続条例によるとされています

けれども、本市の行政手続条例では、処分、行

政指導及び届け出の手続を定めてはおりますけ

れども、不利益処分では、聴聞だけであり、特

措法の特定空き家に関する措置の事前準備たる

立入調査、事前の通知、助言、指導といった段

階が読み取れず、ガイドラインに沿った、新た

な条例が必要ではないかと考えられますが、い

かがでしょうか。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをする前に、特

定空き家のことを特別空き家と言い間違えたよ

うでございます。訂正をさせていただきます。 

 お答えをさせていただきます。 

 特定空き家への実務的な措置に関する条例整

備についてですが、現在は、議員も御存じの、

国の定める、先ほどお話ありましたガイドライ

ンを参考とし、宿毛市行政手続条例に基づき、

手続を行うこととしており、新たな条例整備ま

では考えておりませんが、実務的に運用してい

く中で、必要な基準等について、策定予定であ

る空き家等対策計画の中で、検討していきたい、

そのように考えているところでございます。 

○議長（岡﨑利久君） ５番山本 英君。 

○５番（山本 英君） ガイドライン、私も目

を通して見ましたけれども、かなりきめ細かく

書かれておりまして、大いに参考になるなとは

思うんですけれども、かなり定性的な内容の判

断要素があります。 

 例えば、柱が傾いていることというふうに記

述されているところがあるんですけれども、じ

ゃあ何度傾くのという具体的な話がないんです。

傾いてて危ないというのは、調査した者の判断、

かなり私的といいますか、個人の判断要素に頼

るところが大きくなるということですので、そ

こら辺の調査員のマニュアルづくりといいます

か、市民の皆様との会話の要領も含めて、かな

りきめ細かな対応策をとっていく必要があるん

じゃないかなというのが、私の所見です。 

 次に、防災対策について、質問させてもらい

ます。 

 さきの臨時議会でありました、耐震診断の補

正の件ですけれども、現段階で診断を受けられ

ている件数、その受けられた中で、要対策と判

断されている方から、耐震対策への設計施工へ

と進まれている方の件数は、どれぐらいでしょ

うか、お教えください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 耐震診断件数と耐震診断から耐震設計、そし

て耐震工事への移行件数についての御質問だっ

たと思います。 

 本市では、南海トラフ地震の揺れに対する対

策を一層進めるため、平成２７年度より、木造

住宅の耐震診断無料化や、自主防災組織の戸別

訪問による住宅耐震化の啓発を実施しておりま

して、さらに今年度からは、耐震診断希望者へ

の電話連絡等も行っているところでございます。 

 こうした中、現段階で耐震診断の申請件数は

９３件となっておりまして、そのうち診断が完

了しているものが４４件で、設計の申請件数は

１４件、工事の申請件数は１１件となっており

ます。 

 なお、耐震診断をしたものについては、耐震

の必要があるという、全て結果が出ているとい

うふうにお伺いをしているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ５番山本 英君。 
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○５番（山本 英君） 阪神・淡路大震災の最

大の教訓は、家具の転倒防止。家具の下敷きに

なって脱出できずに、後の火災等に巻き込まれ

て死亡された方、結構たくさんの数にのぼって

いるというふうに伺っておりまして、家具の転

倒防止ですけれども、これも補助事業になって

おりまして、機材さえ用意すれば、取りつけ金

具等さえ用意すれば、市のほうから用意された

方が出向いて、取りつけていただけるというも

のだそうです。 

 先ほどありました、耐震診断の補助額等も含

めて、せっかく診断して、補助額も１００万近

い額で補助していただけますので、そこら辺の

きめ細かな、活用の優位性といいますか、そう

いったものを市民の皆様に周知していただけれ

ばなと思います。 

 家具の転倒防止については、今のところ、件

数は何件でございますか。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 家具転倒防止器具の取りつけ作業につきまし

ては、本年度からシルバー人材センターに委託

をいたしまして、無料で実施しているところで

ございますが、現在のところ、申請件数が１件

と、大変少ない状況となっておりまして、十分

に周知ができていないものと、そのように思っ

ているところでございます。 

 このため、今後、住宅耐震化の戸別訪問や、

耐震診断希望者への電話連絡等を行う際に、こ

の家具転倒防止対策制度についても、より丁寧

に説明を行うなど、一層のＰＲを図りまして、

活用件数を伸ばしていきたい、そのように思っ

ているところでございますし、また、取りつけ

器具に関しましても、購入する前に御相談いた

だければ、そのあたりの話も、どういったもの

が必要なのか、しっかりと御説明をさせていた

だきたい、そのように思っておりますので、ぜ

ひ宿毛市のほうに御連絡をいただければという

ふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ５番山本 英君。 

○５番（山本 英君） 特に独居老人の方が非

常に気になって仕方がないので、ぜひ、今、市

長さんのおっしゃられたとおり、市民の皆様へ

の啓発を、強固にやっていただきたいというふ

うに思います。 

 次に、レクリエーションについて、お尋ねい

たします。 

 先般、あすは課内旅行ですという会話を小耳

に挟みました。懐かしいなという、ノスタルジ

アにひたったものです。 

 今から三、四十年前は、労働による疲労やス

トレスからの回復、職場の人間関係の改善、上

司と部下のコミュニケーションの活性化、さら

には、家族との親睦、これらを目的として、レ

クリエーションが展開されてきましたが、バブ

ルの崩壊以降は、実施率が低下しているようで

すけれども、宿毛庁舎内のレクリエーション活

動とは、どんなものが行われているでしょうか。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 庁内のレクリエーション活動としましては、

以前は職員運動会といったものや、各種スポー

ツ大会等を開催しておりました。 

 現在は、運動会などのレクリエーション活動

は実施しておりませんが、部署によっては、ボ

ウリングや卓球大会などを開催したりして、職

員の親睦を図っている状況でございます。 

 職員一人一人の健康保持や、そして仕事を離

れた職員間のコミュニケーションは大変重要で

あると考えているところでございます。レクリ

エーション活動は、それらを活性化させるため
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に、なくてはならないものだと思いますので、

職員の意見も聞きながら、前向きに検討してい

きたいというふうに思っておりますし、私自身

も、こういったレクリエーション、参加するの

大好きでございますので、ぜひ職員の皆さん方

には、市長も誘っていただきたい、そのように

思っているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ５番山本 英君。 

○５番（山本 英君） ちょっと時期が、きの

う、千寿園の報告を受けましたので、風化した

ような感じになってしまいましたけれども、実

は、この課題を取り上げましたのは、レクリエ

ーションのあり方で、例えば、施設のレクリエ

ーションのあり方ですね。 

 千寿園に勤務されている方々は、なかなかま

とまって実施することは困難ではなかろうかと

いうふうに思います。近々、千寿園を慰問しま

すという人と話してみますと、単に入所者だけ

ではなく、支援者の方々にも楽しんでもらうよ

う、努めてまいりますというお言葉がありまし

た。これはありがたい企画だなとも思いました。 

 労働時間の管理や、労働の対価、あるいはマ

ニュアルの制定といった形而下学的、唯物主義

的な対策だけでは、施設に勤務される方々のス

トレス解消にはならないと思います。 

 そこには、心の通い合うチームワークが望ま

れます。 

 このような人たちに対し、再度、どのような、

施設の中ではレクリエーション活動があるんだ

ろうか、どういうお考えがあるのか、お知らせ

ください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 千寿園で働く職員のストレス解消策について

の御質問だというふうに、お伺いをいたしまし

た。 

 千寿園などの施設では、職員全員の休日を合

わすことが不可能であるため、レクリエーショ

ン活動の実施は難しい状況にあるというふうに

思っております。 

 職員個人個人につきましては、多様な価値観

の中で、ストレス解消となる趣味を持つ方もい

ることとは思いますが、今後は、職員組合とも

協力しながら、職員のストレス解消に向けて、

検討してまいりたい、そのように考えていると

ころでございます。 

 なお、本日の高知新聞にも掲載されておりま

したが、再び千寿園におきまして、誤薬事故が

発生したことに対しまして、本当に市民の皆様

方、大変な心配、そして御迷惑をおかけしてい

るところでございます。その点につきまして、

本当に心よりおわびを申し上げます。 

 また、しっかりとした対応をとっていきたい

というふうに思っておりますので、また議員の

皆様方を初めとする市民の皆様方には、しっか

りと説明をしていきたい、そのように思ってい

るところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ５番山本 英君。 

○５番（山本 英君） 私の所見、あるいは見

てきたことの紹介にとどまる話ですが、２件ほ

ど述べさせてもらいます。 

 千葉県の鴨川市というのが、房総半島の南の

ほうの、太平洋側にございますが、そこに亀田

クリニックというでかい病院がございまして、

病院のリラクゼーション化のために、一番最初

にアートを壁に掲げたんです。待合室だとか。

それは物すごい、先駆的な、市で評判を呼んで、

広がっているやに聞いています。 

 僕、千寿園のほうは、まだ見せてもらってな

いので、今度行ったときに、どんな環境になっ

ているのかと思いますが、環境づくりというこ
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とも、一つの方策であろうかと思います。 

 それから、今はどうかわかりませんが、バッ

クグラウンドミュージック、ＢＧＭを、かすか

な音量で流していると。それによって、心がリ

ラクゼーションできるというふうな方法もあろ

うかと思います。 

 これは、所見ですね。 

 それから、チェックリストをつくっていただ

いたんですけれども、コックピットリソースマ

ネジメントというのがございます。これは、コ

ックピットの中には、機長と副操縦士ですが、

機長は絶対の権限を持っているんです。副操縦

士は、なかなか意見が言えない、普通は。それ

では、せっかくのアドバイスをして、機長が気

づかないアドバイスをしようかなと思っても、

副操縦士のほうが自閉するといいますか、これ

ぐらいは機長も気づいているだろうと思って黙

っている、それが人的過誤につながって、事故

につながっていくというふうな流れをくいとめ

ようというので、コックパイロットにも伸び伸

びと、機長にもものが言えるようなマネジメン

トをしていこうと、これがコックピットマネジ

メントであります。 

 そのように、チームワークを重要視するとい

うことが、非常に大切だろうと思うんです。い

ろんな方々で、チームが編成されていると思い

ますけれども、施設の中でも。その中の人たち

が、お互いに胸襟を開いて、意見が伸び伸び言

い合えるような雰囲気をつくっていくというこ

とは、まず第一歩として、必要ではないかなと

いうふうに思います。やられてたらごめんなさ

い。 

 そういうことから、事後対策を始めていく必

要があると思います。 

 航空事故の８０％は人的過誤です。いまだに。

一生懸命対策を練っていても、人間は過誤を起

こしやすい動物ということで、８０％が、残念

ながら、人的過誤です。パイロットだけではあ

りません、整備ミスもあります。 

 そういうことで、人間力というものをもう少

し、お互いに使い合うと言いますか、助け合う

という、チームワークづくりを、ぜひお願いし

たいと思っています。 

 次に、話変わりますが、教育についてお伺い

します。 

 最近出されましたすくもの２１人を読みます

と、小学生向けによくできているなという反面、

二つのことに疑問を持ちました。 

 一つは、小野 梓の父親の遺言は一つだけで、

明治維新前後の宿毛人の気骨を支えていたであ

ろう、「身を犠牲にして国家のために尽くすは

男子第一の栄誉であるぞ」が、欠落しているよ

うに見受けられました。これは非常に残念であ

ります。 

 ケネディ大統領の就任演説では、永遠の炎と

ともに、碑文としてアーリントン墓地に掲げら

れております。 

 残すことは、銅像ではなくて、その哲学では

ないかと、私は思うわけです。今さらのことな

ので、これは所見にとどめおきますが、もう一

つは、酒井南嶺であります。本の大とりで、最

後の２１人目の紹介となっておりますが、実は、

２１人の中では最古参の方で、どうも幕末から

維新、明治初期にかけて活躍した宿毛人に、指

標を示した人ではなかろうかと思われます。 

 できれば、この人の思想哲学を解明すれば、

来年から始まる維新博の目玉にもなるんではな

いかと思うんですが、いかがでしょうか。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） おはようございます。

教育長、５番議員の一般質問にお答え申し上げ

ます。 

 まず、初めに、市内小中学生を対象といたし

ました副読本「すくもの２１人」を御高覧いた
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だきまして、まことにありがとうございます。

厚く御礼申し上げます。 

 この冊子は、御承知のように、郷土が生んだ

多彩な人材を、小中学生が学ぶために制作をい

たしているものでございまして、学校に常備を

しているものでございます。 

 御指摘のとおり、小野 梓の父、節吉は、厳

しくも、先見性豊かな遺言を残しておりまして、

梓の人生に大きな影響を与えておりますけれど

も、冊子でも、この親子の強いきずなが、児童

生徒に伝わるように、表現をいたしております。 

 しかしながら、どうしても、小学生というこ

ともございまして、平易な文章が求められると

いったことから、あのような表現になりました

ことを、御理解もいただきたいというふうに思

います。 

 また、酒井南嶺につきましては、まさに議員

御指摘のように、南嶺が子弟に対して行った教

育が、その後の明治維新での宿毛の人材輩出に

つながったと考えております。 

 実は、その思いもありまして、従来は、宿毛

の２０傑ということでございましたけれども、

この冊子の作成に合わせて、酒井南嶺を追加し

て、すくもの２１人というふうにいたした経過

があるようでございます。 

 今後、来年から始まります志国高知幕末維新

博に向けまして、広く宿毛の人材を紹介したい

というふうに考えておりますので、より充実し

た内容となるように取り組んでまいりたいとい

うふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ５番山本 英君。 

○５番（山本 英君） 私、全然、南嶺さんの

本も読んでないので、わからないんですが、解

明していただきたいなと思います。期待してお

ります。 

 さて、８月に義務教育学校の先進校の視察が

行われましたけれども、先般、報告書をいただ

きまして、読ませていただきますと、必ずしも

先進校じゃなかったんじゃないかなというふう

な所見を持っています。 

 現在の検討状況はどうなっているか、教えて

いただけますでしょうか。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 義務教育学校に向けた検討状況について、御

質問いただきました。 

 議員御承知のように、義務教育学校につきま

しては、平成２８年度から始まった新たな学校

ということでございまして、先ほど議員からも

御指摘ありましたけれども、視察をさせていた

だいた学校も、まさにこの４月から取り組みを

始めたということで、すぐさま成果という形に

は、なかなかつながっていかないのではないか

というふうに認識しておりますけれども。 

 そういう中ではありますけれども、学校とし

て、小中一貫教育から、さらに一歩進めた義務

教育学校ということを目指して、ことしからス

タートしておりますので、視察の際にも、先方

の校長先生から、３年後に見ていただきたいと

いうようなお話もいただいておりますので、そ

の点は御理解をいただきたいというふうに思い

ます。 

 義務教育学校の内容につきましては、本年

６月議会で、山本議員から御質問いただきまし

て、御答弁もさせていただいたところでござい

ますけれども、教育委員会といたしましても、

当該制度を検証すべく、８月末に大阪府守口市

のさつき学園という、義務教育学校でございま

すけれども、私を初めといたしまして、教育委

員、学校長、事務局職員合わせまして、総勢

１５名で視察研修を行ってまいりました。 

 視察参加者の意見といたしましては、義務教
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育学校は非常に魅力的な制度であり、この制度

の意義を教員が共有して、有効に学校運営がな

されれば、効果があるのではないか。が、現状

におきましては、教員の免許の問題であります

とか、あるいはカリキュラムの問題等、まだま

だ制度的な課題や検討すべき事項があるのでは

ないかというものでございました。 

 その後、参加者からの意見をもとに、教育委

員会におきましても協議をいたしましたが、導

入校においても、制度を最大限活用し切れてい

ない面があること、さらに、この制度の創設に

当たって、国のほうへ要望活動を行った、中心

となって行った自治体においても、導入に対し

て、まだ慎重な姿勢である。そういったことを

総合的に考えまして、現時点では、義務教育学

校への移行については、慎重に検討をしていく

必要があるのではないかというふうに、判断を

いたしているところでございます。 

 しかしながら、義務教育学校につきましては、

教育効果の向上に非常に大きな可能性がある制

度であると認識をいたしておりますので、宿毛

市がこれまで柱として取り組んでまいりました

キャリア教育を基盤とした小中連携教育のさら

なる推進に努める中で、まずは小中一貫教育の

導入を検討し、並行して、義務教育学校の検証

をさらに深めていく中で、宿毛市の教育にとっ

て、よりよい体制を模索してまいりたいという

ふうに考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ５番山本 英君。 

○５番（山本 英君） ちょっと、私の舌足ら

ずな言い方で、質問だったようですけれども、

義務教育学校は、小中一貫教育の発展型なんで

すよね。 

 小中一貫教育は全国で行われているんです、

既に。その最先端が、佐賀の多久市が行われて、

それを文科省が吸い上げたというような格好が、

義務教育学校の話なので、義務教育学校のため

の視察であるならば、そういう小中一貫教育を

やっていたところからのところにいけば、さら

に流れがわかるんではないか。 

 例えば、多久市なんかは、４・３・２のブロ

ックに分けて教育しているようです。 

 そんな感じで思うわけですけれども、ぜひ文

科省が昨年度末に出した、小中一貫教育の実施

している２１１の市町村のアンケート結果が、

インターネットで見てとれたわけですけれども、

例えば、中１ギャップが緩和されたが９３％、

アンケートの４４項目のほとんどで、大きな成

果が、あるいは成果ありとなっております。 

 そういう結果を見ると、そんなに捨てたもの

じゃないということなんで、優位な点はどんど

ん取り入れて、宿毛も発展的にやっていただき

たいなと思います。 

 先ほど、さきに答弁されたかもしれませんけ

れども、問題は教員の免許のあり方だろうと思

うんですね。 

 高知県のほうの免許のあり方、小学校の教員

が中学校の免許を持っているという、あるいは

その逆といったようなデータは出ておりますけ

れども、宿毛の先生方の現状はいかがなもので

しょうか。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、再質問にお

答え申し上げます。 

 まず初めに、私どもが視察をさせていただい

た守口市も、既に小中一貫教育は全て行ってい

る、その上で、義務教育学校に移行したという

ことでございますので、いきなり義務教育学校

に移行したものではございません。そのことだ

けは。 

 お答えいたします。 

 市内小中学校における、教員免許の保有状況

についての御質問でございます。 
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 校長や教頭、養護教諭を除いた中で、市内の

小学校に勤務する正規の教員のうち、およそ

３割の教員が、何らかの中学校の教科免許を有

しております。 

 また、中学校に勤務する正規教員のうち、小

学校免許を持っている割合が約６％程度となっ

ております。 

 ただし、御承知のとおり、高知県の教職員に

つきましては、宿毛市の教職員も含めてですけ

れども、宿毛市内だけの異動ではございません。

基本的には、幡多地域を中心とされております

けれども、県下的な人事異動対象ということに

もなっておりますので、来年度の教員の配置に

よって、宿毛市内の先生方、教員異動によって、

今の数値が変わってくるということは、当然ご

ざいますので、御理解いただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ５番山本 英君。 

○５番（山本 英君） かなり低いですね、や

っぱり。全国平均から見ますとね。 

 教育先進県と言っていいんでしょうか、福井

県なんかは、すごく教育に熱心ですけれども、

その福井県の教員の方の免許の保有率はかなり

高いパーセント、７０、８０を持っているよう

な状況だと伺っております。 

 これは、さら問いみたいな話で、追加質問と

いうような話で恐縮なんですけれども、特にク

ロス教育をする場合には、中学校の先生が小学

校に出張ってくると。特に英語なんか、そうい

う機会がふえるんだろうというように思うんで

すけれども、その小学校の免許を持っていない

中学校の英語の先生が、小学校に行くという、

そのハードルというのは、文科省は何か取っ払

っているんですかね、あるんですかね。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、再質問にお

答え申し上げます。 

 議員御指摘のように、小学校の免許の先生が

中学校へ行って指導するということは、基本的

にはできないようになっているんですけれども、

中学校の教科の先生が、例えば理科の免許を持

っている中学校の先生が、小学校に出向いて行

って、専科の先生として授業を行うことは、現

状でも可能となっております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ５番山本 英君。 

○５番（山本 英君） わかりました。ハード

ルがないということで、もっと伸び伸びとでき

るんだなということがわかりました。 

 平成３０年からですか、小学校でも英語教育

が本格的に始まるというふうにお聞きいたしま

したけれども、ＡＬＴ２名のネイティブでは、

どうも私は心もとないというような感じです。 

 市内のいろいろな人と接してますと、英語の

堪能な方がたくさん、市内にも宿毛人としてお

られるようで、この人たちに、あるいは子育て

の終わった人たちで、余暇活動の一環として、

そういうグループを結成していただいて、そこ

に学校から派遣を依頼するとか、そういうシス

テムができれば、非常に人材の有効活用になる

んではないかなと思うんですが、いかがですか

ね。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 議員御指摘のように、学習指導要領につきま

しては、これまで１０年ごとに改正をされてお

りまして、今回の改正におきましては、まず幼

稚園において、平成３０年度から実施をいたし

まして、小学校におきましては、平成３２年度

から本格実施となっております。 

 その内容の主なものといたしましては、現行

五、六年生で行っております外国語活動、それ

を三、四年生まで低年齢化をすると。五、六年
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生はといいますと、中学校と同様に、英語の教

科として、指定した教科書で英語の授業で行う

ということになっております。 

 これが、今、最終的な方針は、今年度末には

出される予定ではございますけれども、まず、

確実視されているというふうに言われておりま

す。 

 それから、三、四年生の外国語活動では、年

間３５時間、週１時間、それから五、六年生の

英語の授業は、年間７０時間、週２時間が検討

されているということでございます。 

 そのため、高知県教育委員会におきましても、

平成３２年度を見据えまして、平成２７年度か

ら３１年度の５カ年をかけまして、県内全小学

校に英語の教科対応ができる研修を受けた教員

は、１名以上育成することを目指して、外国語

活動研修が行われているという現状でございま

す。 

 宿毛市教育委員会といたしましても、改正さ

れる学習指導要領の本格実施を見据えまして、

取り組みを進めたいと考えておりますけれども、

御提言をいただきました小学校での英語教育に

ついて、市民の方々からの御協力ということに

ついてでございますけれども、学校においては、

一義的には、教員が授業を行うということにな

っておりまして、子供たちの評価も、当然、教

員が評価をするということでございます。 

 現在、実施しておりますＡＬＴを各学校に派

遣しておりますけれども、についても、授業内

では、あくまでも補助的な、まさにアシスタン

トということで、補助的な役割として、主体は

教員が授業を行っていることでございます。 

 こういったことから、小学校での英語教育へ

の、市民の皆さんの御協力につきましては、学

校現場から求められる人材、そういったものと

のマッチングの問題もございます。そういった

ものが、十分に、慎重に検討してまいらなけれ

ばならないというふうに考えております。 

 教育委員会といたしましては、学校以外にお

いても、ぜひとも英語に親しまれる環境をつく

りたいと、私が考えておりまして、そういった

ところで、そういう市民の方々で御協力いただ

ける方々に、ぜひとも、どういうやり方でやる

かは別にいたしまして、御協力をいただいて、

小学校に入る前の段階から、英語に親しまれる

ような環境ができないか、考えてまいりたいと

いうふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ５番山本 英君。 

○５番（山本 英君） その節は、ぜひ私も教

育していただきたいと思いますので、よろしく

お願いします。 

 次に、自衛官の募集について、お伺いいたし

ます。 

 だんだん本丸に入っていきます。 

 安全保障は、国の政策の最大の福祉でありま

す。なぜか、国民の生命と財産を守る安全保障

であります。その一翼を担う自衛官は、志願兵

でありまして、志願兵のことを、英語ではボラ

ンティアというそうです。その言葉のとおり、

福祉のかなめでございます。 

 日ごろは、宿毛市も自衛官の募集によく御協

力いただいているようで、先輩として厚く御礼

申し上げます。 

 が、念のため、確認させていただきますけれ

ども、自衛隊法施行令第１１９条にあります自

衛官、または自衛官候補生の募集に関する広報

宣伝は、どのように行っていただいているか、

お教えください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 本市が実施しておりま

す自衛官、または自衛官候補生の募集に関する

広報宣伝について、お答えをさせていただきま

す。 
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 自衛官募集事務につきましては、地方自治法

第２条及び地方自治法施行令第１条並びに自衛

隊法の施行令第１６２条によりまして、法定受

託事務とされております、自衛隊高知地方協力

本部と連携する中で、募集に関する広報宣伝を

行っております。 

 今年度においては、広報すくも７月号、８月

号及び９月号におきまして、広報文を掲載して

おり、先日の練習艦しまゆきの一般公開の際に

は、新聞折込チラシによる広報も実施したとこ

ろでございます。 

 さらには、市内で５名の自衛官募集相談員を

委嘱し、自衛官募集に関するきめ細かい相談体

制を整えているところでございます。 

 なお、広報宣伝に関する財源につきましては、

国から募集事務地方公共団体委託費が、各市町

村に配分されている状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ５番山本 英君。 

○５番（山本 英君） 私が言う話ではありま

せんけれども、わずかな額で労多い任をとって

いただきまして、まことにありがとうございま

す。 

 募集に関しましては、２０１２年に防衛省の

人事教育局長から、「地方公共団体による自衛

官の組織募集の推進について（依頼）」という

文書が発信されております。 

 その中で、市町村が定めた募集事務計画に対

応するというくだりがありますけれども、募集

事務計画は、宿毛市は作成されているでしょう

か。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 自衛官に関する募集事

務計画について、お答えをさせていただきます。 

 本市においては、自衛官の募集は窓口を総務

課に設置し、対応しているところでございます。 

 しかし、議員のおっしゃられたような通年の

募集計画等は策定しておらず、自衛隊高知地方

協力本部との連携の中、適宜、先ほど述べまし

たような手法等により、広報活動を行っている

現状でございます。 

 自衛官の募集という、国防を担う自衛隊の人

材確保につきましては、本市としても、重要な

事務と位置づけておりますので、今後もできる

限り、広報を実施していきたい、そのように考

えているところでございます。 

○議長（岡﨑利久君） ５番山本 英君。 

○５番（山本 英君） これは、通知文書をも

う一回見直してもらえればよろしいかと思うん

ですけれども、活用すれば、すごいものができ

ると、私は思うんです。計画をつくって、この

計画に自衛隊のほうにのってきてもらうという

ような募集計画ですね。 

 例えば、音楽会。自衛隊はたくさんの音楽隊

を持っておりますので、例えば、呉の音楽隊を

来て、定期演奏していただくとか、あるいは装

備品を展示する、あるいは部隊見学をお願いす

る、それから艦艇の一般公開、体験航海、航空

機の体験搭乗等々を、計画に入れて、組み込ん

で、これに協力を、地方協力本部を通じて依頼

していく、いうことをしていただければ、我々

がやっております自衛隊の誘致にも資すること

になると思うんです。 

 だから、立体的に活用するものは活用してい

くという流れの中で、もう一度、ここの募集計

画については、御検討をいただきたいと思いま

す。 

 最後に、誘致についてお伺いします。 

 先般の防衛省への要望活動の感触はいかがだ

ったでしょうか。また、議会にできました自衛

隊誘致調査特別委員会との情報の共有を図るよ

うにしたいと思いますが、いかがでしょう。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 先ほどのお話の通知文
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書等、また確認をさせていただきたいというふ

うに思っております。 

 続きまして、自衛隊誘致についての質問でご

ざいます。 

 防衛省への陳情につきましては、本年１０月

１９日に重要港湾宿毛湾港等の利活用につきま

して、市議会議長、宿毛商工会議所会頭ととも

に、陳情を行ってまいりました。 

 内容につきましては、宿毛湾港への自衛隊艦

船の寄港誘致や、宿毛湾港の防災拠点としての

重要性、そして根拠地としての地勢的条件の優

位性などについて、説明をさせていただいたと

ころでございます。 

 そういった中で、宿毛湾港を初めとする当地

域の活用をお願いをしてきたという状況でござ

います。 

 陳情時の感触といたしましては、現時点では、

具体的な内容に至っておりませんので、今後も

引き続き、定期的に陳情活動を行わせていただ

きたい、そういった旨を申し上げさせていただ

いたところでございます。 

 また、自衛隊誘致調査特別委員会との情報共

有というお話でございます。そういったものを

もってはということだと思いますが、このこと

に関しましては、議会と執行部との情報共有、

情報交換の必要性は、私自身も十分認識をして

いるところでございます。しかし、なお今回の

陳情に関しましては、議長とともに要望活動を

行っておりますので、議会との情報共有はでき

ているものだというふうに考えております。 

 先ほど、陳情というお話させていただきまし

たが、要望活動ということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ５番山本 英君。 

○５番（山本 英君） 今後の陳情、我々は誘

致を優先して考えておりますが、陳情の資料と

いたしましては、香南市に倣えば、部隊の誘致

場所、隊員のリラクゼーションの場所、子弟の

通学環境、宿舎の立地場所等の資料も用意して

いく必要があるというふうに思っております。 

 これは、オール宿毛で検討していかなければ

ならないという課題だろうと思いますので、ぜ

ひ市民の、有識者の方々にも働きかけて、この

辺の資料づくりを進めていく必要があろうかと

思っておりますので、よろしくお願いします。 

 最後に、本年の締めくくりといたしまして、

若干の、我々が得ている情報等を、今、読み上

げますので、最後に御所見をお伺いしたいと思

います。 

 １１月３０日、市長も同席いただきましたが、

県知事へ、そして１２月９日は県議会議長等へ、

宿毛の熱い思いを伝えました。 

 終了後、地元県議を通じ、知事部局と議会が

一体となり、全体で力強くバックアップします

とのお言葉があり、意を強くしておるところで

ございます。 

 さて、個人として、あるいは政務調査として

の今年の成果として、二、三申し上げますので、

先にお会いしたときの知事のお言葉等を合わせ

て、御所見を賜りたいと思います。 

 その一つは、人口増です。香南市は、

７００名の部隊が入りましたけれども、単身赴

任者等は住所を移してない人もあり、家族を含

めて、約１，０００名の増のようです。 

 経済効果は絶大との評価でございました。 

 連隊誘致で張り合った徳島の阿南市の施設中

隊は、１５０名の部隊ですが、ネット情報では、

家族を含め約４５０名の増加であるとのことで

す。 

 さらに、下関研修では、下関港に入る艦艇へ

の食料補給で地産外商になっている。あるいは、

同じ下関の７００人の航空部隊では、隊員の年

間所得の約７割が消費に回り、経済効果は年間

８０億円ほどあるということでございました。 
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 隊員の食料費は、１日約１，０００円で、艦

艇乗組員は総員が対象になります。２００人乗

りの艦は、１日２０万、月６００万、年間約７，

０００万の食料調達があるのです。 

 地元自治体とのコンタクトは、香南市だけで

すが、周辺対策事業として、多くの支援をいた

だいているという話も伺いました。デメリット

は全くない、命の安全、安心を感じているとい

う御所見でした。 

 市長の御所見をお伺いします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 現在の要望活動、何が、どういうふうなもの

が来てもらえるのかといった形で、物事が進ん

でいくのかというところがはっきりしない中で

の、広い意味での要望活動となっているところ

での答弁にはなってしまいますが。 

 自衛隊の誘致につきましては、これまでも答

弁をさせていただいておりますが、地域経済、

先ほどお話もありました地域経済の活性化や、

そして防災対策の点にも触れさせていただいて

おります。 

 さらには、本市の大きな課題でもあります、

先ほど４５０名というお話もありましたが、こ

ういった人口減少対策にもつながるものと認識

をしておりますので、今後も関係機関と連携を

図りながら、当然、国の動向等も注視をしなが

ら、そしてまた、この地域に対して、どういっ

たふうな形で動いていくのか、そういったもの

も、国の動向をしっかり見て、情報も仕入れな

がら、積極的に要望活動を続けていきたい、そ

のように考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ５番山本 英君。 

○５番（山本 英君） ありがとうございまし

た。 

 最後に、安倍総理大臣が、９月に高級幹部会

同で訓示されましたけれども、その内容の一部

を御紹介して終わりたいと思います。 

 世の中は、絶えず変化を続けています。きの

うまでの常識を常に疑い、時代に応じて変化す

ることをおそれないでください、という訓示で

ありました。 

 以上です。 

 終わります。 

○議長（岡﨑利久君） この際、１０分間休憩

いたします。 

午前１０時５２分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１１時０７分 再開 

○議長（岡﨑利久君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 ２番川村三千代君。 

○２番（川村三千代君） おはようございます。

２番、川村三千代、ただいまから一般質問をさ

せていただきます。 

 市長、きのうの答弁の中で、いつも議員は後

ろの駐車場にとめて、後ろの入り口からはいっ

て来るので、ぜひ正面から回ってくれとおっし

ゃっておりましたので、けさは早速、正面から

入ってまいりました。 

 市長のおっしゃるとおり、美しい花々に囲ま

れまして、この３階の議場まで到着いたしまし

たので、きょうは爽やかに、一般質問をさせて

いただければと思っております。 

 今回は、３項目について、一般質問をさせて

いただきます。 

 一つ目は、高齢者ドライバーの事故が多発し

ております、この問題について。 

 そして、二つ目は、薬物犯罪について。 

 そして、三つ目は、間もなく就任から１年を

迎えますが、中平市政、この１年間を振り返っ

ての総括と、そしてまた、２年目に向けて、今
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後の取り組みをお伺いしてまいりたいと思いま

す。 

 それでは、まず、初めに、多発する高齢者ド

ライバーの事故について、御質問申し上げます。 

 私は、さきの９月議会でも、認知症による高

齢者の徘回について取り上げました。本当に認

知症の高齢者の徘回で、その方が事故に遭われ

たり、そしてまた、行方不明になられたり、そ

ういったことで、高齢者が被害者になる事案を

取り上げまして、本市としては、どのような対

応をとるのか。そうすると、市長のほうからは、

ＳＯＳネットワークシステムを導入しておりま

すということで、お答えをいただきました。 

 今回、この１２月議会では、高齢者が加害者

となる事案、これについて、本市はどのように

取り組んでいくのか、これについて御質問申し

上げます。 

 この多発する高齢者ドライバーの件につきま

しては、ちょうどおとといのＮＨＫの日曜討論

でも、議題として取り上げられておりました。 

 警察庁ですとか、そしてまた交通体系の専門

家の方、また地方の高齢者のサポートをなさっ

ている方など、さまざまな立場、見識を持たれ

ている方が、いろいろな意見をおっしゃってお

られましたが、本当に、全体としての交通事故

の件数というのは、近年、減少傾向にあります

けれども、７５歳以上の高齢ドライバーの事故

件数は、ずっと横ばいを続けております。 

 つまり、割合として、高齢者ドライバーの事

故件数は、ふえております。こういった実情を

踏まえまして、本市では、どのような状況にな

っているのか、また、この高齢者ドライバーの

事故について、市長はどのような見解をお持ち

なのか、その点をよろしくお願いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 川村議員の一般質問に

お答えをさせていただきます。 

 まず、庁舎に、玄関から入っていただきまし

て、本当にありがとうございます。皆さん方に、

そういったお言葉をいただくと、より一層、職

員、そして私もやる気が出ますので、ぜひいい

ところがあったらほめていただきたい、そのよ

うに思っております。 

 答弁させていただきます。 

 高齢者ドライバーの事故に関する質問でござ

います。 

 ただいま御質問ありましたように、全国的に、

高齢者ドライバーによる交通事故が多発をいた

しまして、社会問題化しているところでござい

ます。テレビでも、日曜討論のお話ありました

が、非常にそういったニュースが流れていると

ころを、目にすることが多くなったというふう

に思っております。 

 先日も、横浜市で８７歳の男性が運転する軽

トラックが、小学生の列に突っ込み、男児が死

亡するという、大変痛ましい事故も発生したと

ころでございます。 

 宿毛市におきましても、本年１月から１１月

末に発生した交通事故の総件数は５８件で、そ

のうち６５歳以上の高齢者ドライバーによるも

のは２８件と、全体の約５０％を占めている状

況でございます。 

 これは、昨年同時期の高齢者ドライバーによ

る事故件数１６件と比較しても、１２件も増加

をしている、そういう状況でございまして、全

体に占める割合も、１．７倍と、大変危惧すべ

き状況になっているところでございます。 

 この問題、本当にしっかりと取り組んでいか

なければならない、そういった問題になってき

ているというふうに認識をしているところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ２番川村三千代君。 

○２番（川村三千代君） 高齢者ドライバーの
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事故、宿毛市でも本当に高い割合となっており

ますが、この事故に関する受けとめ方というの

は、大都市圏と、そしてまた地方では全く違う

なというのも、本当に受けとめております。 

 この件に関しまして、ワイドショーで、東京

都内のある商店街で街頭インタビューをしてお

りました。 

 そうしますと、お一人の方から、これほど高

齢者ドライバーの事故が多いのだから、もう

７５歳以上には運転をさせないように、免許を

取り上げるとか、そういった法的手段をとるこ

とも必要ではないかとおっしゃっている方もい

らっしゃいました。 

 そしてまた、さっき申し上げました日曜討論

の中でも、３０代の芥川賞作家の男性が、僕の

周りには運転免許証へのこだわりや、車を運転

することについて、生きがいを感じるですとか、

魅力を感じている者がいないので、どうしてそ

うやって免許証や車にこだわるのか、ちょっと

理解に苦しむというような内容の発言をしてら

っしゃいました。 

 やはり公共交通機関が発達した大都市圏に暮

らす人たちにとっては、この高齢者ドライバー、

ただの危ないだけのドライバーではないかと、

そういうふうに受けとめている方も多いと拝察

いたしました。 

 一つのバスや電車を乗り過ごしても、すぐに、

１０分もたてば、新しいのがやってくる、そう

いった交通環境の中で過ごしている人と、本当

に１本のバス、電車を乗り過ごすと、次はもう

何時間後に来るかわからんぞというような、本

市を初め、地方に暮らしているものの運転免許

証、車に関する認識は、本当に雲泥の差があり

まして、同じ土俵の上に立って、この問題を語

るのは、都市と地方では難しいのではないかと

思っております。 

 そしてまた、今回、この多発する事故を受け

まして、免許の自主返納、こちらのほうも非常

に割合が高まっているというのを、ニュースで

拝見しました。 

 免許の自主返納に関しましては、返納した方

に、何か優遇措置、何かメリットを与えるとい

うような自治体もあるとお伺いしておりますが、

この運転免許証の自主返納について、市長はど

のようなお考えなのか、また何かその自主返納

に関しまして、メリットがあるようでしたら、

教えていただきたいのですが、お願いいたしま

す。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 運転免許証の自主返納

制度について、お答えをさせていただきたいと

思います。 

 議員御承知のとおり、車の運転をしなくなっ

た方や、運転に自信がなくなった、そういった

方などにつきましては、運転を卒業していただ

くという意味で、運転免許の自主返納制度とい

うものがございます。 

 本制度では、運転免許証を自主返納した方に、

身分証明書といたしまして利用ができる、運転

経歴証明書、これ免許証と同じサイズになって

おりますが、こちらが交付されまして、さらに

本証明書の交付を受けた６５歳以上の高齢者の

方々には、先ほどお話が少しありました、さま

ざまな特典というものがございます。 

 本市でも、路線バスや鉄道等の運賃の割引が

受けられることになっております。 

 ただ、先ほど議員もおっしゃったように、当

市の場合、大変公共交通機関が整っていない現

状がございます。そういった中で、非常に厳し

い状況ではございます。 

 こうした中、テレビ等で、高齢者ドライバー

による悲惨な交通事故の報道を目にすることが

多くなったことによりまして、高齢者ドライバ

ーは、運転免許証を早々に自主返納すべきだ、
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そういった意見も多く見られますが、先ほど申

しましたように、本市のように、公共交通機関

が十分でない地域で、かわりとなる交通手段も

少ない状態のまま、日々の生活を送るのは大変

不便を強いられることになりまして、簡単には

受け入れられない、受け入れることができない、

運転をされている方にとりましては、そういっ

た現状もあるというふうに思っているところで

ございます。 

 そこで、本市の今後の取り組みといたしまし

ては、先日来、お話にものぼらせていただいて

おります、はなちゃんバスであるとか、ああい

ったものを充実していくことはもとより、関係

機関とも連携する中、運転免許証の自主返納制

度を啓発するだけではなくて、地方の交通体系

も考慮いたしまして、最新の運転支援の機能が

ついた自動ブレーキつき自動車などへの乗りか

え等も、推奨することによりまして、高齢者ド

ライバーによる交通事故の発生を抑制をしてま

いりたい、そのように考えているところでござ

います。 

 どうしても車を乗らなくては生活ができない

という方々が多くおられると思います。そうい

う方々にとっては、車が必要だということにな

ってきますので、そういった方々が、安全に乗

ることができるような、そういった車等の推奨

というのも、しっかりとしていかなければなら

ないと思っておりますし、テレビ等で、ブレー

キとアクセルの踏み間違いというお話も、よく

お聞きをするところでございますので、そうい

ったことを抑制するような、予防するような、

そういった装置につきましても、これから研究

されてくると思います。そういった情報も、い

ち早く皆さん方に、市民の皆さんにお知らせを

していきたい、そのように考えているところで

ございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ２番川村三千代君。 

○２番（川村三千代君） 本当に、市長のおっ

しゃるように、どうしても公共の交通機関の発

達していない地方におきましては、御高齢の方

はもちろんですし、本当に我々全ての者にとっ

て、車は生活を支える、必要不可欠なものでご

ざいます。 

 そしてまた、自分の好きなときに、好きな場

所へ行ける、これは高齢者にとりまして、自立

の象徴となるべきものでもありますし、ただ単

に年齢が６５歳以上だ、７５歳以上だ、そうい

った年齢的な、数字的なもので免許証を返納す

る、車に乗るのをやめる、そういった単純な問

題ではないと思います。 

 御高齢の方の自尊心を傷つけることにもなり

かねませんし、実際に御家族の方が、御高齢の

方から免許証を取り上げて、その後、認知症が

進んでしまったというような事例も、実際伺っ

ております。 

 本当に高齢者ドライバー、もちろん人命が何

よりも大切ですけれども、先ほども市長がおっ

しゃったように、行政も、そして警察も、そし

て自動車学校も、何より御家族や地域の皆様が、

高齢者のドライバーを見守り、支えていく、そ

ういった地域の連携が必要だと思います。 

 はなちゃんバスを初めとするコミュニティバ

ス、こういったものも、本当に進めていかなけ

ればなりませんけれども、財源的にも、なかな

か難しいことがありまして、本当に完璧な形で、

そういった代替の交通手段を確保することは困

難であるというのが、実際のところです。 

 そういったところは、何とかマンパワーと申

しますか、地域の連携の中で築いていければと

思います。 

 そしてまた、高齢者の方に限らず、いよいよ

１２月も半ばになってまいりました。慌ただし

い季節でございます。どうか市民の皆様、お一
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人お一人も、交通安全には努めていただきます

よう、お願いを申し上げます。 

 以上で、高齢者ドライバーに関する私の質問

といたします。 

 次に、薬物犯罪について、こちらのことにつ

いて、質問をさせていただきます。 

 ことしもさまざまな、覚醒剤ですとか、大麻

ですとか、そのほか違法薬物で逮捕される事件、

ニュースが報じられました。 

 皆様も、やはり有名人、芸能人の方のニュー

スを覚えていらっしゃる方も多いと思いますが、

本県出身の俳優として活躍されておりました高

知東生元被告、そしてまた、大麻取締法違反で

逮捕されました高樹沙耶容疑者、そしてまた、

２年前に覚醒剤取締法違反で逮捕されまして、

その後、執行猶予つきの有罪判決を受けました

ＡＳＫＡ容疑者、先日また、再逮捕されました。

そして、これはまだ週刊誌が報じているだけで、

真偽のほどはわかりませんけれども、今、コカ

インの使用容疑ということで、引退を表明した

俳優もおります。 

 先ほどの山本議員の一般質問は、マッカーサ

ーやケネディ大統領という、そういった名前が

出る中、私の出るのが、どうも芸能人ばかりな

ので、おまえの頭の中はどうなっているんだと

言われそうですけれども、そういうことでござ

います。 

 それで、私がどうしてまた、この問題を取り

上げようと思ったかという背景には、実は、高

知東生容疑者が逮捕されました折に、初めて覚

醒剤を使用したのが高校卒業後、上京しまして、

そのアルバイト先で勧められたので、ついつい

手を出してしまったのが初めてだということで

した。 

 同じ高知県出身者ということで、高知県にい

る間に、きちんとした薬物の対する教育なり、

指導なりが行われていたら、安易に、上京して、

薬物に手を出さなかったのではないか、そうい

う思いがしまして、これを取り上げさせていた

だこうと思いました。 

 ただ、しかしながら、薬物、そういったもの

に関する教育が、義務教育の小中学校で行って

いいものなのだろうか。これについては、私も

正直、最初ちょっと懸念材料としてありました。

せめて高校ぐらいでいいんではないかなと。ど

うしようかなと思っていたやさきに、ちょうど

高知新聞さんが、裁判員裁判の記事を載せてお

りました。 

 それは、２０代の男性が婦女暴行事件を起こ

しまして、裁判員裁判を行うと、その裁判内容、

供述内容が出ていた記事だったんですが、その

婦女暴行犯の被告は、犯行時に覚醒剤を使用し

ていた。覚醒剤を使用していたために、どうし

ても自分の気持ちを抑えられなかった、そうい

う供述をしておりました。 

 覚醒剤の常習者が覚醒剤以外の犯罪、殺人で

すとか暴行、その他の犯罪を犯しました際に、

覚醒剤の使用による心身の喪失というのを表に

出しまして、無罪や、または刑を軽くするとい

う、してもらおうという、そういう裁判手法が

ありますので、私は、そこのところには余り注

目しなかったんですが、この被告が、初めて覚

醒剤を使用したのが、小学校の高学年か中学生

のころやったと。やはり知人から勧められて覚

醒剤を使用したのが初めてであると申していた

ことから、これはやはり小中学校のうちから、

きちんと、悪いものは悪い。薬物に対する害、

身体的に及ぼす異状など、きちんと教えるべき

ではないかと思いまして、質問をさせていただ

くこととなりました。 

 教育長、今現在、小中学校の教育現場では、

こういった薬物犯罪についての教育指導はなさ

れているんでしょうか。また、なされているよ

うでしたら、どういった教育指導がなされてい
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るのか、その辺をよろしくお願いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、２番議員の

一般質問にお答え申し上げます。 

 薬物犯罪に関して、教育現場でどのような対

応をしているのかとの御質問でございますけれ

ども、議員御指摘のように、最近のニュースを

見る中で、薬物となる植物の栽培でありますと

か、芸能人の薬物使用、所持など、目を疑うよ

うな事件が次々と報じられております。 

 学校教育の場におきましては、文部科学省の

第４次薬物乱用防止５カ年戦略を踏まえまして、

保健体育の授業以外にも、薬物乱用防止に特化

した薬物乱用防止教室を、全ての中学校で年に

１回は開催をすることといたしております。 

 そして、地域の実情等にも応じまして、小学

校においても、開催に努めることが、指針とし

て示されております。 

 また、薬物乱用防止教室は、学校保健計画に

おいて位置づけ、実施するものとして、指定を

されているところでございます。 

 今年度、宿毛市における薬物乱用防止教室に

つきましては、１１月末時点で、市内中学校

５校のうち２校で実施済みでございます。残り

３校も、２月までには実施予定と伺っておりま

す。 

 さらに、先日、厚生労働省からも、小学校

６年生の保護者のための啓発読本が配布をされ

るなど、子供たちの発達状況に応じた取り組み

を進めているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ２番川村三千代君。 

○２番（川村三千代君） 発達状況に応じた指

導教育ということで、安心をいたしました。 

 本当に昭和の、私の子供のころの小中学生の

悪いことをするといいますと、合法的ではある

が、年齢制限のある嗜好品、お酒やたばこを飲

んだ、吸ったということで、親が学校に呼ばれ

たり、高校生でしたら、停学処分をくらったり

と、そういったものですが、本当に最近は、そ

れ自体が違法な薬物ということで、インターネ

ットのほうでも、違法薬物の売買がされている

というのも聞きますし、非常に犯罪に対するハ

ードルが、ネット社会を通じまして、非常に低

くなっているという懸念を持っております。 

 そしてまた、児童生徒も、自分が犯罪の被害

者になることもそうですけれども、知らず知ら

ずのうちに、加害者側に立ってしまうという、

そういったこともよく耳にするところです。 

 この児童生徒、こういった、純粋な児童生徒

に社会のダークな部分といいますか、大人の汚

い部分、犯罪の部分を余り早くから教育するの

は、寝た子を起こすじゃないですけれども、そ

ういった懸念を持たれる方もいらっしゃいまし

て、ちょっと早過ぎるんではないかと思われて

いる方もいらっしゃるかもしれませんが、今、

寝た子はインターネットで揺さぶり起こされる

ような時代ですので、私もある程度のことは、

きちんと教育していくべきだと、薬物犯罪に限

らず、思っておりますが、教育長、そのあたり、

いかがお考えでしょうか。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、再質問にお

答え申し上げます。 

 議員御指摘のように、社会が今、急激に変化

をしております。 

 議員も御指摘ございましたように、まさに、

今はインターネット社会ということで、携帯、

あるいはスマホ等を使ったさまざまな犯罪も起

こっております。 

 そういったことを踏まえますと、小学生だか

らまだ早いということには、なかなかつながっ

てこないのではないかというふうに思っており

ます。 
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 それで、子供たちについても、携帯、スマホ

への依存でありますとか、生活習慣の乱れ、あ

るいは無料通話アプリなどでのやりとりが原因

となりますいじめでありますとか、気軽な情報

発信や、不正アプリによるプライバシーの流出、

有害サイトへの接続、あるいはネットで知り合

った人とのトラブルなど、携帯やスマホに限ら

ず、インターネットなどを通じて、膨大な情報

に触れることで、思わぬトラブルや犯罪に巻き

込まれることが、事例として数多くあるという

ふうに聞いております。 

 しかしながら、現在社会を生き抜く上で、イ

ンターネットへの接続に限らず、情報機器を一

般的な能力として使いこなせることが、若者に

とっても、特に重要であることも事実でありま

すので、市内各小学校においても、携帯、スマ

ホについては、生徒会を中心として、みずから

がルールを作成をすると。あるいは、青少年育

成センターの職員や、外部講師によって、現在

の子供たちが巻き込まれやすいトラブルについ

て、講演会を開催するなど、学校でもさまざま

な取り組みを行っているところでございます。 

 インターネットや携帯、スマホにつきまして

は、先ほど申し上げましたように、それぞれの

御家庭の事情もあり、中学生だから、あるいは

小学生だからといって、学校や教育委員会が一

律に所持を禁止することはできません。 

 けれども、学校内での使用に関して、禁止を

したり、あるいは制限をすること、そういった

ことは対応しているという状況でございます。 

 携帯やスマホ等の使用に関しての指導は、学

校のみならず、幡多地域のＰＴＡ連合会や、幡

多地区教育委員会連合会でも、ネットに対する

危機感を持ちまして、共同宣言幡多っ子ネット

宣言を決定をいたしておりまして、家族、ある

いは親子で、ネット問題に対して、取り組みが

進められております。 

 そういった中で、それぞれの家族の中で、こ

の宣言を活用するなどして、それぞれの家庭に

おいて、ルールづくりをいたしているところで

もございます。 

 この幡多っ子ネット宣言につきましては、つ

い最近、香美市、香南市のほうでも、幡多地域

に続いて、そういったことを取り組みがなされ

ているという新聞報道が、つい最近、なされて

おりましたけれども、幡多地域においては、何

年か前から、そういう取り組みもいたしており

ます。 

 今後も、関係機関と連携を図りながら、子供

たちが危険に遭わないための取り組みを、より

一層深めてまいりたいというふうに考えており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ２番川村三千代君。 

○２番（川村三千代君） どうも、薬物犯罪か

らネット犯罪まで、再質問に答えていただきま

して、ありがとうございました。 

 どうしても、薬物も、それからネット犯罪も

そうですけれども、教育現場での対応というの

は、どうしても限界があります。やはりお一人

お一人の御家庭での教育、これが何よりも軸と

なりますので、御家庭でぜひともネットの問題、

そして薬物の問題、さまざまに話し合われてい

ただきたいと思います。 

 そして、この薬物犯罪について、市長に、今

度はお伺いをしたいんですが、地方への広がり

というのがございます。特に、ことしは大麻取

締法違反で逮捕された容疑者の方々、地方への

移住をなさった方が多かった、その事例が非常

に多かったことを思い出されまして、市長にお

伺いをしたいんですが。 

 例えば、この１０月に何件か重なったんです

けれども、鳥取県の智頭町の麻の加工販売会社

の社長並びにその従業員が、大麻取締法違反で。
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それからまた、岡山県真庭市の、これもやはり

麻を栽培し、それを６次産業化することによっ

て、地方を活性化しようという、そういうねら

いを持って活動していたんですが、地域おこし

協力隊の方が、逮捕されました。 

 そしてまた、本県におきましても、長岡郡大

豊町で、集落協力員の男性が、やはり大麻取締

法違反で捕まっております。 

 また、大量の検挙という意味では、１１月に

は、長野県で大量の、２２名に及ぶ多くの方々

が、この方たちは、限界集落といわれるところ

に移住をされた方々が、音楽のいろいろなコミ

ュニケーションをとりながら、イベントを通し

て大麻を乱用していたようですけれども、この

限界集落へ移住しての大麻の乱用。 

 ある方が、冗談で、それは限界集落やなくて

幻覚集落やんかと言った方もおりますけれども、

本当に笑いごとじゃないぞと。移住や地域の活

性化、こういったことを名目に、移住してきて、

そういった悪さをして、田舎をばかにしようが

やないかと、正直思います。 

 実際、市長も移住定住推進室を設けまして、

移住対策に取り組んでいらっしゃいますが、こ

ういった少子高齢化による人口減少、その地方

の衰退を、何とか移住を促進することで押しと

どめたい、何とか地域を活性化させたいと頑張

っている自治体、また、本当に豊かな自然に憧

れ、自然の中で暮らしたいと地方に移住してき

た方々、また、地方の活性化のために、力を尽

くそうと、そういった考えで地方に移住してき

た方。そしてまた、そうやって移住してきた方

を本当に受け入れて、地域の住民として、とも

に歩んでいこうと、受け入れている地元の方々

に対しても、本当に冷や水を浴びせる、侮辱し

た犯罪だと思っております。 

 この大麻取締法違反での数多くの移住者の逮

捕などを受けまして、市長、どのようにこの犯

罪、お考えでしょうか。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 移住者による薬物乱用

の地方への広がりについて、私の意見を述べさ

せていただきたい思います。 

 限界集落等で、移住者による大麻コミュニテ

ィーの形成と言われた事件や、先ほどるる御説

明ありました、芸能人による薬物使用の事件な

ど、移住定住の推進に水を差すような、そうい

った行為が、ニュース等で報じられているとこ

ろでございます。 

 議員からもお話ありましたように、大半の移

住者の方々は、地域に溶け込もうと、本当に誠

実に暮らされているところでございます。 

 このような事件は、移住者に対する偏見や、

そして移住者の住まわれる地域のイメージダウ

ンにもつながりかねない、そういったことであ

まして、大変遺憾に思っているところでござい

ます。 

 議員も御承知のとおり、薬物の乱用は、身体

や精神へ広く悪影響を及ぼすものでございます

ので、今後も県と連携いたしまして、行ってお

ります薬物乱用防止の取り組みのほうを推進し、

またさまざまな施策を実施しながら、住んでよ

かった。これからも住み続けたい、そういった

宿毛市をつくっていきたい、そのように思って

おりますし、また、宿毛のほうに移住してきて

くださった方々も、ここに住んでてよかったな、

住み続けたいなと思っていただける、そんなま

ちづくりをしていきたいと思います。 

 そういった、自分たちが悪いことをするため

に、この地域に来るという方々は、宿毛市とし

ても受け入れをしたくない、そのように思って

おりますので、断固として、その点はしっかり

とお話もさせていただかなければならないとい

うふうに思っておりますが、現在、宿毛市にお

いては、幸い、そういったことはございません
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ので、安心していただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ２番川村三千代君。 

○２番（川村三千代君） どうもありがとうご

ざいます。 

 ある日突然、隣に越してきたお父さんの背中

に龍がおったとか、そういうことはないわけで

すね。 

 本当に、移住者の方々と地元の皆さん、いい

コミュニケーションがとれている宿毛市だと思

っております。これからも、市長の公約の一つ

でもあります。移住定住、こちらの推進のほう

頑張っていただきたいと思っております。 

 それでは、市長ですけれども、昨年の１２月

６日に初当選果たされまして、１２月２６日に

新市長に就任されました。間もなく１年目を迎

えますけれども、大変大ざっぱな質問にはなり

ますが、市長御自身がこの１年を総括して、ま

たこれから２年目に入りますけれども、どのよ

うな課題に取り組んでいこうと思っていらっし

ゃるのか、これを最後にお伺いをさせていただ

きます。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 市長になってもうすぐ

１年がたとうとしております。本当に皆様方、

お世話になっております。 

 この１年を振り返りまして、そしてまた、来

年に向けての抱負ということで、御質問をいた

だきました。 

 この１年を振り返りますと、地方創生を掲げ

まして、市民の皆様や市職員とともに、みずか

らが先頭に立ちまして、宿毛市の魅力を積極的

に全国に売り込んだ、そのような市長就任の

１年だったというふうに思っております。 

 昨日の答弁とも一部重複いたしますが、幾つ

かの取り組みについて、ここでお話をさせてい

ただきたいというふうに思います。 

 ４月から、企画課内に移住定住推進室を、新

たに創設をいたしました。そして、本市の最優

先課題であります人口減少に向けて、取り組み

をさせていただいたところでございます。 

 若年層、若い方々の転出超過は、出生率や消

費の低下を招きまして、経済活動を停滞させて

しまいます。その対策といたしまして、移住者

の受け入れ推進と、定住できる環境整備を進め

るとともに、宿毛市の魅力を積極的に、県内外

へ発信してきたところでございます。 

 その結果、就任以降、本日までに、先日もお

話しさせていただきました、６５名の方々が本

市に移住されておりまして、着実にその成果が

見えてきております。 

 引き続き、安定した雇用の創出、交流人口の

拡大、子育て支援等を、人口減少対策の重要な

政策課題と位置づけまして、さまざまな取り組

みを推進してまいりたい、そのように思ってい

るところでございまして、来年も同じことを、

引き続き続けていきたい、そのように思ってい

るところでございます。 

 次に、返礼品等を見直しして取り組んだふる

さと納税について、お話をさせていただきたい

と思います。 

 ７月からの寄附金が、１２月で目標の１億円

を超えております。昨年度の寄附額は、１年で

約２，０００万円程度というふうにお聞きをし

ているところでございまして、昨年度の１０倍

を目指しまして、担当職員のともに、引き続き、

頑張ってまいりたい、そのように思っていると

ころでございます。 

 また、議員の皆様を初めとする関係者との積

極的な要望活動、川村議員にも一緒に行ってい

ただいたこともございますが、そういった要望

活動が実りまして、９月には国土交通省四国地

方整備局におきまして、四国地方小委員会が開

催されまして、四国横断自動車道、高速のほう
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ですが、こちらの宿毛内海間の計画段階評価に

ついて、審議がなされたところでございます。 

 このことは、ルート選定、新規事業化に向け

ての大きな一歩であります。宿毛市にとりまし

て、ぜひ海岸ルートを通っていただきたい。そ

して、宿毛の港を使えるような、活用できるよ

うな、そういった場所にインターチェンジを設

置していただきたい、そういったお話をさせて

いただいているところでございます。 

 宿毛内海間の自動車道整備は、本市の経済を

活性化させる必要不可欠な社会資本であるとと

もに、防災上の観点からも、重要な基盤整備と

なってくると考えております。 

 今後は、国土交通省による市民の皆様へのア

ンケートが実施されると聞いているところでご

ざいまして、市内全世帯が対象になってまいり

ます。早期事業化に向けまして、アンケートの

回収率を上げる必要がございますので、議員を

初め、全市民の皆様方、アンケートを答えて、

回収率アップに協力をしていただきたいと思い

ます。 

 これによりまして、本当にこの宿毛市の皆さ

んが、熱意を持って、高速が必要だと言ってい

るのか、またルートに関しまして、海側ルート

を本当に市民の皆さん方が望んでおられるのか、

そういった判断材料になりますので、ぜひしっ

かりとアンケートに記入していただきまして、

返していただきたい、そのように思っていると

ころでございます。 

 来年も引き続き、台風、地震等の自然災害に

備える基盤整備を進めまして、災害に強いまち

づくりを推進するとともに、産業振興、観光振

興等においても、周辺市町村と広域的な連携を

図りながら、事業化へ向けて、事業推進へとつ

なげ、若者が夢を持って、そして高齢者が生き

がいを持って、本当に先ほども言いましたが、

この宿毛市に住んでてよかったな、これからも

住み続けたいな、そう思ってもらえるまちづく

りを進めていきたいというふうに思っておりま

す。 

 選挙を通じまして、市民の皆様方といろいろ

なお約束もさせていただいております。市民の

皆さんから、まだまだ形が見えてこない、そう

いった厳しいお言葉を聞かさせていただいてい

るところでございまして、２年目に向けて、し

っかりとそれを形にすることができる、また一

歩をふみ出していきたいというふうに思ってお

りますし、またそういった準備も進めておりま

すので、それをしっかりと、こういった議会の

場で、皆さん方にお示しをしていきたい、その

ように思っているところでございます。 

 引き続き頑張りますので、どうか議員の皆様

方にも、御協力のほどよろしくお願いをいたし

ます。力をおかしください。 

○議長（岡﨑利久君） ２番川村三千代君。 

○２番（川村三千代君） １年目から、大変積

極的に、さまざまな事柄に取り組んでいらっし

ゃる市長の姿勢を見ることができまして、本当

に頼もしく思いました。 

 しかしながら、やはり１年目というのは、先

ほど、まだまだ市長の働きぶりが見えてこない

という、市民の御意見もあったと伺っておりま

すが、どうしても１年目は、前市長の、今はや

りの言葉で言うなら、レガシーがいろいろとあ

りまして、その整理整頓でも忙しかったのでは

ないかと拝察いたしております。 

 しかしながら、本当に若い市長が誕生したと

いうことで、市民の期待も大きいものがござい

ます。いよいよ２年目は、本当に中平市政の特

色、色がどんどんと出てくるものであると、私

のほうも期待しております。 

 そして、市民の皆様、きょうも、きのうもな

んですが、どなたも傍聴にいらしておりません。

高知新聞さんさえ来ないという。 
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 ある方が、これは宿毛市の議会は見捨てられ

たのかな、おもしろうないがかなとつぶやいて

いらっしゃる方もいらっしゃいましたが、私は

何でもプラス思考にとる性格ですので、これは

中平市政の安定を示すものだと思っております。 

 ただ、傍聴席に誰もいないというのは、寂し

いものでございますので、どうかお寒い中では

ございますが、市民の皆様も、テレビはもちろ

んですが、傍聴にも来ていただけたら、また議

員のほうも、また執行部の皆様も、より熱のこ

もった答弁が繰り広げられるものと思いますの

で、あすの議会、そしてまた来年からの議会も、

傍聴よろしくお願いをいたします。 

 以上で、私の１２月議会の一般質問を終了い

たします。 

 ありがとうございました。 

○議長（岡﨑利久君） この際、午後１時まで

休憩いたします。 

午前１１時４４分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 １時０２分 再開 

○議長（岡﨑利久君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） 今回、私は２点、県道

沖の島循環線についてと、臨時職員の処遇改善

についての質問を行いたいと思いますが、２番

目の臨時職員の処遇改善については、確認程度

にとどめて、主力を１番目の県道沖の島循環線

について、注ぐ形で質問を行いたいと思います

ので、よろしくお願いします。 

 昨日、同僚の髙倉議員も言われたことでした

けれども、去る１０月、私の所属する会派の市

民クラブは、政務調査の一環として、沖の島地

区の視察を行い、沖の島開発促進協議会の主要

な役員の方々との意見交換会を開催しました。 

 沖の島地区の抱えるさまざまな問題点や課題

について、認識を深める中で、昨日の一般質問

において、髙倉議員から、幾つかの提案を含め

て、質問はなされましたが、私は今回、１点、

県道沖の島循環線について、質問したいと思い

ます。 

 循環道路の早期完成というこの件に関しては、

沖の島開発促進協議会を中心として、毎年実施

されている幡多土木事務所への陳情に際しても、

その筆頭に掲げられ、沖の島の方々の悲願とも

いうべきものと位置づけられていることは、市

長も重々御承知のとおりです。 

 もちろん、県道と名のつくとおり、沖の島循

環線の所管者は県である。宿毛市がその事業自

体を、直営で実施するものではないために、私

の質問に対する答弁には限界があろうこととは

拝察しますが、市として、どのように認識し、

県を初めとする関連諸機関への働きかけを行っ

ているものなのか、お教え願う意味において、

一連の質問にお答えくださいますよう、お願い

いたします。 

 それでは、質問に入ります。 

 沖の島循環線と、こう聞くと、既に循環でき

るような形で、ループ状につながっているもの

と思っていたら、これがある地区で切れていて、

いわゆるミッシングリングとなっている部分が

ある。しかも、現状では、輪の両端を接続して、

真の意味での循環する県道にするための作業に

ついては、長年にわたって頓挫したままになっ

ている。これでは、循環する線という意味での

循環線ではなくて、循環せん、つまり循環しな

いという意味での「循環せん」でしかないとい

うことになってしまう現状があります。 

 そこでお尋ねいたします。 

 この県道沖の島循環線というのは、その計画

の当初から循環させることを前提として設計、

着手されたものなのか、それとも、じわじわと

延ばしていけば、最終的にはつながって、循環
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したものになるという形で、いわば一寸のばし

の話として、事業着手されたものなのか、沖の

島循環線の計画はどういう形で始まったのか、

その点についてお尋ねいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 山戸議員の一般質問に

お答えさせていただきます。 

 県道沖の島循環線の計画については、県道沖

の島循環線は、昭和４５年７月に認定されてお

ります。当初から、その名前のように、沖の島

を循環させる計画で事業が進められております

が、議員御指摘のとおり、現在は事業は休止し

ている状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） 県道沖の島循環線が、

集落と集落をつなぐ重要な生活路線であるとと

もに、観光やレジャー等の産業の振興及び防災

の面からも、重要な役割を担っていると、平成

２５年４月付の高知県離島振興計画には記載さ

れているのですが、こういった認識は、既に、

以前から存在し、当然、沖の島を循環する県道

として計画されていた。 

 ところが、玉柄地区と弘瀬地区とを結ぶ部分

で、用地取得に支障が生じ、中断されて、現在

に至っている。高知県離島振興計画では、つい

最前、引用した部分に引き続いて、弘瀬地区か

ら玉柄地区へ至る未着手区間３キロメートルの

開通を目指して、整備の障害となっている用地

地図混乱地域の解消に向け、宿毛市と協働して、

長期的に対応する必要があります、とこのよう

に記載されているのですが、この整備の障害と

なっている用地地図混乱地域というのは、どの

ようなものなのか、その実態について、お尋ね

いたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 地図混乱地域とは、ある程度の広がりのある

地域で、登記書備えつけ地図等と対応する現地

が著しく相違し、地図等に現地復元機能が失わ

れている状況を呈している、そういった地域の

ことであります。 

 弘瀬地区は、地図混乱地域となっているとい

うことでございます。 

 幡多土木事務所、宿毛事務所が、用地買収の

ために調査した土地の状況は、玉柄地区で登記

名義人のほとんどが死亡。現在では、相続人が

１，０００人以上と想定されておりまして、行

方不明や外国在住の方も多く存在しているよう

でございます。 

 また、弘瀬地区も同様に、登記名義人の多く

が死亡、相続人も、１，０００人以上ではない

かというふうに推定されているというふうにお

聞きをいたしております。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） 相続、登記の問題が原

因で、用地の獲得ができない。したがって、こ

の循環線の計画は、現在、中断されている。本

当に残念至極としか言いようがありません。 

 集落と集落をつなぐ重要な生活路線であり、

防災の面からも、重要な役割を担っているにも

かかわらず、未完成である。このことがもたら

している、島民の方々の不便や、大規模災害発

生時のルート確保上の不安を思い描くとともに、

私など素人の目からしても、観光やレジャー等

の産業の振興という点についても、大きなとい

うか、むしろ決定的ともいうべき、マイナス点

となっているように思われてなりません。 

 もしもこれがつながってさえいれば、この離

島循環型のコースを生かしての観光や、マラソ

ン、あるいはサイクリングなどのスポーツの面

でも、大きな活用が可能であり、島を訪れる観

光客やアスリート、サイクリストの大幅な増加
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も期待できて、地域振興に大きく貢献できる、

沖の島特有の個性的なプランがいっぱい立てら

れるに違いない、そう考えると、沖の島自体の

持つ大きな可能性が、この３キロメートルの未

着手区間があるおかげで、阻害されている。 

 さらには、一人沖の島のみならず、観光資源

の乏しい、いわば集客能力の低い当市全体を考

えても、全くもったいないことだと、そう思わ

ないではいられません。 

 先ほど引用した離島振興計画の文言にもある

ように、市も県も、その問題の解消に向け、あ

れこれ模索されているようにお聞きしているの

ですが、そうした中で、地図混乱地域を避ける

ようなルートの設定に関して、具体的に事業主

体である県は、どのような対応を考慮している

のか、市として、どの程度、認識し、働きかけ

を行っているのか、その点についてお尋ねいた

します。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 議員おっしゃるとおり、本当に道がつながっ

ていない、今、循環していないということで、

沖の島を中心としましたレジャー、観光、そう

いったものに、大きな支障になっているという

ふうに、私自身も感じているところでございま

す。 

 平成２１年度において、地図混乱地域を避け

るルートを検討するために、社団法人高知県公

共嘱託登記土地家屋調査士、その協会に、調査

士協会に弘瀬地区の土地調査を委託するととも

に、最も用地問題が少ないルートの選定を目的

といたしまして、４つのルートで検討を行って

おります。 

 その結果、用地問題を避けるとなると、足摺

宇和海国立公園の特別保護区域内を、通過せざ

るを得ないルートとなりまして、環境保護対策

などの課題が多くて、事業費も膨大となるため、

工事着手は困難な状況となっているところでご

ざいます。 

 宿毛市としては、毎年、県議会や土木部長へ、

早期再着手の要望活動を行っているところでご

ざいまして、議員のおっしゃるような内容につ

いて、私たちも、県に対して申し入れをしてい

るという状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） ただいまの御答弁に対

する再質問というか、補足的な質問になります

が、ルート変更を行おうにも、国立公園という

ことで、あれこれと厳しい規制があって困難と

のことですが、いっそのこと、トンネルでつな

いだらどうだという、そういう声もあったかと

思うのですが、この点はどうなっているのでし

ょうか、お尋ねいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 先日、県のほうに要望に行った際に、トンネ

ルのお話も、行ったメンバーから出まして、一

定の回答もいただいたところでございますが、

なお今回、改めて回答をいただきました。 

 トンネルは、用地買収が坑口のみなので、改

良済みの区画をトンネルでつなぐことはできな

いか、検討した経緯はありますが、改良済みの

区画の弘瀬と玉柄で、高低差が大変大きくて、

トンネルの最大勾配の３％を超えること、また

高低差が少ない区間をつなぐとしても、平地が

少ない沖の島では、掘削残土の処理ができない

ということでありまして、事業費が多大となり、

費用対効果の面で、公共補助事業としての採択

が困難であるというふうに、高知県から説明を

受けているところでございます。 

 以上でございます。 
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○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） 当初の計画路線以外に、

地図混乱地域を通らない形でのルート設定を模

索しているが、なかなか思いどおりにはいかな

い。 

 だとしたら、やはりルートの延長、接続を図

るためには、地図混乱地域を何らかの形で整理

し、取得する以外にはない。現地の地形や状態

を見る限りでは、そのほうが、むしろ易しいの

ではないだろうかと思うのですが、いかがなも

のでしょうか。 

 権利関係者が余りにも錯綜して、その取得が

困難となった場合、土地収用法の適用を考える

のが当然ではないのかと、そんなふうに思うの

ですが。 

 平成２８年３月、つまりことしの３月に、国

土交通省関連の検討会が出している、これです

けれども、所有者の所在の把握が難しい土地に

関する探索、利活用のためのガイドライン、第

１版によれば、２章の５、土地収用法に基づく

不明採決制度という項目の中で、土地収用法の

適用について触れ、事業の内容や地元の状況、

手続に要する時間等、さまざまな状況を勘案し

て、財産管理制度の活用による任意取得ではな

く、つまり、地権者との交渉を通じて、円満に

解決するという方法ではなく、土地収用制度を

利用することが、効率的で望ましい場合に適用

を検討、とされています。 

 また、高知県のホームページの記載によれば、

土地収用法は、憲法により補償された私有財産

権と、公共の利益の増進との調整を図り、国土

の適正かつ合理的な利用に寄与することを目的

として、公共の利益となる事業に必要な土地等

の収用、または使用について、その要件、手続

及び効果並びにこれに伴う損失の補償等につい

て定める法律です、と記載した上で、より豊か

で、安全な市民生活や、効率的で活力ある経済

社会の実現のために、さまざまな公共の利益と

なる事業（道路事業・河川事業等）が実施され

ています。 

 これらの事業に必要な土地等については、通

常、任意交渉による契約により、取得または使

用していますが、土地の所有者等に同意が得ら

れない場合や、相手方が不明の場合には、土地

等が取得できないために、公共の利益となる事

業が実施できなくなります。 

 このようなときに、土地収用法の規定に基づ

き、所有者等の意思にかかわらず、事業に必要

な土地等を収用、または使用することができま

す。と、このように記載されてあります。 

 もちろん、土地収用法には、市民にとって、

必ずしも歓迎できない公共の名においてなされ

る公権力の横暴としか思えない、そんなケース

が存在します。 

 特に、その対象地に居住していたり、生活上、

不可欠な要因を、その土地に負っている人、あ

るいは人々がいる場合には、一種行政の強権的

な措置として、重くのしかかってくるケースだ

ってあるわけです。 

 しかし、この沖の島循環線の弘瀬と玉柄の両

地区にまたがっている地域には、居住する人な

んて一人もいないし、空き家の１軒もないばか

りか、現に農地や、あるいは山林として占有管

理し、利用する者とてもいない。 

 住民の生活上の見地からすれば、空白地帯で

しかないわけです。 

 市として、この土地収用法を適用してでも、

循環線を完成するよう、県に働きかけを行うの

が、当然のことではないのかと思うのですが、

その点、どうなっていますか。 

 土地収用法にいう起業者である県の見解はど

うなっているのか、その点お尋ねいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ
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きます。 

 先ほども少し答弁させていただきましたが、

宿毛市といたしましては、高知県に事業進捗を

図るよう、毎年、要請を行っているところでご

ざいます。 

 一方、高知県においては、先ほどお話のあっ

た土地収用法の適用を図るため、平成１２年に

事業認定の取得を試みましたが、地図の混乱や、

境界の不確定な地域が、余りにも広範囲である

ために、事業認定の取得ができず、そして土地

収用法の適用が困難であると判断したことがあ

ります。 

 県の見解では、地籍調査の実施等によりまし

て、地図の混乱や境界の不確定な地域の縮小を

図ることが、事業再開の近道であると考えてい

るようでございますが、仮に国土調査を実施す

ることになれば、現地立会人として、境界を確

定することが困難であるため、多くの場所で筆

界未定となり、用地買収はさらに不可能となっ

てくるというふうに考えているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） 実は、所有者の所在の

把握が難しい土地での事業推進に関しては、当

市と大月町並びに三原村を選挙区とする県会議

員の今城議員も、県議会の場で、一般質問や、

委員会での審議を通じて、再三にわたり質問を

行っておられるようにお聞きしています。 

 そうした県議会でのやりとりや、これまでの

御答弁等を考慮すれば、沖の島循環線の早期実

現のためには、二つのネックが存在する。 

 その一つは、沖の島循環線についての事業が

認定されたものとなること。 

 さらにもう一つは、事業用地を整理して、土

地収用法に係る条件を満たしていること。どち

らが先か後かは別として、この二つの点が大き

な問題点となっている、そのように、ただいま

の市長の御答弁からも思われてなりません。 

 そこで、まずは、事業認定の部分、つまり土

地収用法第１７条、事業が次の各号のいずれか

に掲げるものであるときは、国土交通大臣が事

業の認定に関する処分を行う、という条項の１、

国または都道府県が起業者である事業、という

表記からすると、要するに、県道沖の島循環線

の残存未着手部分については、起業者である県

が、事業としての認定を申請し、国土交通大臣

からの認定を受けなくてはならないということ

になっている。 

 この部分をクリアできない限りは、土地収用

の手続は一切進展しない、そういうことになり

ます。 

 今城議員の質問に答えて、県の道路課長は、

主要な幹線道路の位置づけになっておるところ

におきましては、事業認定等の手続を踏まえて、

収用という手段もとっているところでございま

すけれども、そういう幹線と位置づけられない

ところについては、なかなか事業認定も難しい

のが現状でございまして、今すぐに、効果的な

対策がないのが実情でございますと、このよう

におっしゃっておられるのですが、県道沖の島

循環線は、確かに道路法の、都道府県道の意義

及びその路線の認定について触れた第７条の４、

２以上、つまり二つ以上の市町村を経由する幹

線という表現に従えば、都道府県道としての幹

線には該当しないということになる。 

 しかし、ことは離島です。離島の道路です。

有人の離島である沖の島の性格を勘案し、その

循環道路の重要性を考慮するなら、市としても、

国土交通大臣による事業認定を、特段の御配慮

をもって容認いただけるように、強く要請して

いくべきではないか、その点、どうなっている

のか。あるいは、どのようにお考えなのか、お

尋ねいたします。 
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○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えさせていただき

ます。 

 二つの市町村を結ぶという形の中で、以前で

したら、二つの県だったんですけれども、今は

一つの市の中でありますので、こういったこと

で、非常に厳しいというお話が、県のほうでな

されてたということだと思います。 

 市長としては、非常に、宿毛市にとって必要

な道だというふうに考えておりますので、ぜひ

認めていただきたい、そのように、認可してい

ただきたいというふうに思っているところでご

ざいます。 

 事業認定の申請者は、道路管理者である、山

戸議員もおっしゃられておりましたけれども、

高知県でありますので、宿毛市としては、高知

県と協力する中で、離島である沖の島を特例と

して、事業認定をしていただけるよう、国や、

そして関連、関係する国会議員の皆様方に、引

き続き要望活動、引き続きと言いますか、また

新たに要望活動を行っていきたい、そのように

思っているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） ただいまの御答弁に対

する再質問です。 

 引き続きと言うてみたり、新たにと言うてみ

たりということで、ちょっとあれなんですが。 

 要望活動を行っていきたいということは、こ

れまでは離島である沖の島に関して、特例とし

ての事業認定の働きかけはしていなかった。だ

から、これからそういう視点での働きかけを行

いたいということなのでしょうか、お尋ねいた

します。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 宿毛市として、高知県

のほうには、正式に要望活動を、ずっと続けて

きております。 

 ただ、一議員であったりとか、もしくは関係

の県会議員の、先ほど、今城議員のお名前も出

ていましたが、それぞれの立場で、地元の国会

議員の先生方に要望をしたという経緯もござい

ます。 

 そういった中で、改めて高知県と協力をいた

しまして、しっかりと国や、そして国会議員へ

要望活動をしていきたいというふうに思ってお

ります。 

 いろいろ、先ほど御提案もいただきました。

改めて、いろんな方向から、その可能性を探っ

ていく、またできることはないか、しっかりと

皆さんとともに探っていく、そういう活動をし

ていきたいというふうに思っておりますので、

引き続きよろしくお願いいたします。 

 御理解願います。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） ただいまの点について

は、了解いたしました。 

 続いて、ネックとなっていると考えられる部

分の２番目、事業用地の所有権や境界の確定の

問題です。 

 これまでの県の見解を含めた市長の御答弁で

は、この問題の難しさと重要性とが強調されて

いるわけです。 

 先ほど引用しました、国土交通省による、所

有者の所在の把握が難しい土地に関する探索、

利活用のためのガイドライン第１版に記載され

た、第２章個別制度の詳細の中の２－５、先ほ

ど言いました、土地収用法に基づく不明採決制

度の直接的な適用については、現状のままであ

れば、なかなか難しいと、そういった内容の御

答弁でございましたが、このガイドラインの中

には、第３章に、土地の状況別の所有者情報調

査の方法と、土地所有者が把握できなかった場

合の解決方法という章だてで、所有権登記名義
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人等から所有権が移転等をしている土地と、歴

史的な経緯等により、名義が特殊な土地という

形で、１０種類に分類して、その運用の具体例

も含めて、土地状況の把握や解決方法などが紹

介されています。 

 沖の島循環線に係る地図混乱地域も、この

１０種類の分類のどれかに該当しているのでは

ないか。あるいは、何項目かが重複しているの

かもしれませんが、そこに示されている解決方

法を参照、あるいは援用すれば、市のレベルで

の解決が可能なのではないか、その点、どのよ

うに認識されておるのか、お尋ねいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） ただいま、国の示した

ガイドライン、これに沿って１０種類に分類が

されているという形の中で、どれかに該当する

のではないかというお話でございます。 

 地図混乱地域の解消に向けまして、国のガイ

ドラインに沿った解決方法で作業を行ったとし

ても、多くの人手や、膨大な時間と予算が必要

であるというふうに考えておりまして、宿毛市

での実施は困難であると、現状は考えていると

ころでございます。 

 なお、先ほども言いましたように、さらに研

究調査を進めていきたいというふうには、思っ

ております。 

 ただ、宿毛市といたしましては、やはり先ほ

ど申しましたような、特例としての事業認定を

要望していくこと、あるいは、境界不明地でも、

公共事業が実施できるような、そういった法改

正を要望していくことも必要だというふうに考

えておりまして、こちらのほうも、しっかりと

していきたい、そのように要望活動をしていき

たいというふうに思っているところでございま

す。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） ガイドラインに沿った

解決方法の採用というのは、地図混乱地域の解

消に関しては、宿毛市では無理だと。県はどう

なんでしょうかね。 

 これが、県レベルでも実施困難ということに

なると、本来、所有者の探索や、所有権の取得

等に要する負担の増大を軽減するために作成さ

れたとする、この国交省によるガイドラインで

も、カバーし切れない問題が存在することにな

ります。 

 このガイドラインの冒頭部分の文末には、こ

こにあるんですけれども、改善等の御要望があ

れば、お寄せいただければ幸いです、とありま

すので、問題点を整理して、ぜひとも改善ない

しは効果的な手法の開発を行っていただくよう、

要望あるいは提言を行っていただきたいと思い

ます。 

 国交省として、反論の余地がないものと判断

されるなら、あるいは御指摘のとおりの対策、

ぬかっておりましたと、そういうふうに判断さ

れるなら、そのことが沖の島に見られるような

事例への対応、対策を深めることへとつながっ

て、市長の言われる、新たな法整備の必要性を

認識していただくことにもなりやしないか、そ

んなふうに思われます。 

 県道沖の島循環線の未着手の部分の問題は、

なかなか一筋縄ではいかない、困難な状況にあ

る中で、県を初めとして、市としても、あれこ

れ模索を続けておられる。当議会としても、協

力して事を進めなくてはならない重要な案件で

あります。 

 一筋縄ではいかない中、二筋でも三筋でも、

さまざまな可能性を探りながら、早期の完成に

向けて、一層の御努力、御研究をお願いして、

この件に関する質問を終わります。 

 続きまして、臨時職員の処遇改善についてで

ございますけれども、前回、９月議会にお尋ね

したばっかりなのに、またやるのかと、ちょっ
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としつこ過ぎやしないかと、自分でも思わない

でもないのですが、臨時職員の処遇改善につい

て、市長からは、前段の注釈部分があるとはい

え、宿毛市が四万十市や土佐清水市と比べて、

特別賃金が低いという状況は、議員御指摘のと

おりでございますので、どのような手法で臨時

職員の処遇改善を図ることができるのか、平成

２９年度の実施に向けて検討してまいりたいと

思いますと、非常に心強い御答弁をいただいて

います。 

 今、まさしく来年度予算の編成時期、そこで、

この臨時職員の処遇改善、どのように御検討い

ただいて、どのように改善なさる御予定なのか、

その点についてお尋ねいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 答弁させていただきま

す。 

 確認という意味での質問だというふうに受け

とめさせていただきました。 

 先ほど、議員おっしゃられたとおりの答弁に

はなるんですが、臨時職員の処遇について、来

年度はどのようにということでございますので、

９月議会でもお答えしたとおりでございます。 

 現在、近隣市町村の動向も踏まえながら、臨

時職員の経験年数等も考慮しつつ、どのような

手法で処遇改善を図ることができるのか、検討

中であります。 

 しっかり検討させていただいているところで

ございます。 

 検討結果は、来年度の予算にしっかりと反映

させてまいりたい、そのように考えて、現在、

進めているところでございます。御理解願いま

す。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） 先ほどお尋ねいたしま

した、沖の島循環線と同様に、一歩でも半歩で

も、この臨時職員の処遇改善について、前進さ

せていただきますよう御期待申し上げて、私の

一般質問を終了いたします。 

○議長（岡﨑利久君） この際、１０分間休憩

いたします。 

午後 １時３６分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 １時４８分 再開 

○副議長（山戸 寛君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

 １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） １２番、一般質問を

行います。 

 今回は、３点を通告をしております。 

 まず、１点目として、防災情報伝達システム

屋外子局の整備についてということで、通告を

させていただいております。 

 これは、昨年度の予算で、今まであった防災

行政無線と消防無線とを一つにして、こういう

システムにしたということで、承知をしており

ますが、このことについて、住民から、これま

でにも、同僚議員のほうから、質問は何回かあ

ったというふうにも心得ておりますが、今回の

９月に、宿毛市にも影響のありました台風

１６号によって、平田山奈地区に大きな被害を

与えたということ。また、去る１１月末になり

ますが、橋上地区において起こった火災におい

て、一人の方が亡くなったという、悲惨な火事

がありました。 

 そのことを受けて、住民の方から、いろいろ

な心配の声が聞こえてきましたので、あえてこ

の場で質問をさせていただくようにしました。 

 その中で、近年、日本の国内においても、い

ろいろなところで大きな災害、自然災害が起こ

っております。ことしに入りましても、４月の

熊本地震であったり、台風も北海道、４個の台

風が上陸したり、鳥取地震が１０月ですかね、

あったりということで、いつどこで、どのよう
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な災害が起こってもおかしくない。東日本大震

災が起こったときに、想定外を想定してという

ことで、これは高知県知事が言ったんですかね、

何かそのような言葉がありましたが、本当に、

いつ、どのような災害が起こってもおかしくな

い状況にある中で、この防災情報伝達システム

というのが、今のままでいいのかというのを、

非常に感じております。 

 まず、１点目として、消防のサイレンの整備

についてということで、お聞きをいたしますが、

これは、このシステムによって、今までモータ

ーサイレン、電動のモーターで回すサイレンが

設置をされていたのが、スピーカーからモータ

ーの疑似音が流れるというシステムに変わった

というふうに、心得ております。 

 このことによって、今まで聞こえていたとこ

ろが聞こえにくくなったとか、室内にいると、

ほとんど聞こえないというような声を多く聞き

ます。 

 この現状をどのように把握しているのかにつ

いて、まずお聞きをいたします。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） まず初めに、台風

１６号を初めとする自然災害におきまして、そ

れぞれ被災、災害を受けられた方々に、心より

お見舞いを申し上げます。 

 そして、先日の火事で亡くなられた方、本当

にお悔みを申し上げるところでございます。 

 寺田議員の一般質問にお答えをさせていただ

きたいと思います。 

 消防サイレンの整備につきましての御質問を

いただきました。 

 サイレン吹鳴につきましては、消防団員招集

を目的に鳴らしているものですが、音量が大き

いと、サイレン直下の住民からは、うるさいと

いった苦情が多くあり、また、小さくすると、

聞こえない、放送内容が、何を言っているのか

わからないなどの苦情が、これは宿毛市だけに

限らず、どこの市町村でもあるということは、

消防長会等でも議論をされているところでござ

います。 

 そのため、都市部では、火災発生のサイレン

吹鳴は行わず、団員招集はメールのみで行って

いるところもあるということをお聞きしたとこ

ろでございます。 

 宿毛市におきましても、防災アプリへの加入

を呼びかけをしているところですが、全ての団

員の加入には至っていない現状がございます。 

 また、アプリの内容がわかりにくかった点に

つきましては、改善できる点はしっかりと改善

するよう、努力していかなければならない、そ

のように思っております。 

 しかし、今のところ、屋外子局の増設等につ

いて、消防署では、考えていないところでござ

います。今後は、防災アプリへの加入促進をさ

らに進めるとともに、日々の消防力の向上にも

努めてまいりますので、御理解をお願いいたし

たいと思います。 

 以上でございます。 

○副議長（山戸 寛君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） 防災アプリの加入を

してほしいというようなことで、消防単独での

増設というのは、考えていないという答弁です

ので、そういうことであれば、情報伝達システ

ムの未整備地域ということで、これからは聞い

ていきたいというふうに思いますが、実は、先

ほども言いましたように、平田山奈地区で台風

１６号によって、多くの家屋が床上、また床下

浸水をしたと。それとともに、国道５６号線も

ところどころで冠水をして、かなり長い間、通

行どめの時間があったというようなふうに聞い

ております。 

 その中で、私が２日目ですか、水が引いてか

ら、知り合い等のところに、見舞い等にも行っ



 

－ 85 － 

 
 

たときに聞いた話なんですが、災害ごみを、市

のほうが２日間、無償で車も出してきたという

ふうにも聞いておりますが、その連絡が全然来

なかった。また、山田川の水位増がなって、越

流というか、堤防を越して、急激に水が上がっ

たときにも、なかなかその情報が伝わってこな

かったようにも聞いております。 

 そこらあたりも考えると、やはりこの放送設

備の未整備地域、特に今回の場合、津波を想定

して、海岸線に多く設置したというふうにも聞

いておりますが、平田、山田、また橋上地域に

おいては、消防無線のあったところ、消防のサ

イレンのあったところを中心に、整備をしたと

いうふうに聞いておりますが、それだけでは連

絡が行き届かないところがいっぱい、今、でき

ているんじゃないかというふうに思いますので、

このことについて、今後、どのように対応して

いくのかについて、お聞きをいたします。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 防災情報伝達システムの屋外子局未整備地域

の今後の整備方針については、幸い、防災情報

伝達システムにつきましては、従来のアナログ

式防災行政無線と同様に、津波対策を目的とい

たしまして、沿岸部を中心とした屋外子局の配

置とする一方で、当時、使用期限が迫っていた

消防団招集無線の代替システムとしても、活用

ができるのではないかという考えのもと、先ほ

ど、議員のほうからもお話がありましたように、

山奈、平田、橋上地区等の津波浸水が想定され

ていない地域においても、従来のモーターサイ

レンが設置されていた箇所を基本に、整備した

ものでございます。 

 このため、山奈、平田、橋上地区等におきま

しては、沿岸部に比べ、音声伝達ができないエ

リアが多くありまして、特に台風などの暴風雨

のときには、昨今の気密性の高い、そういった

住宅では、屋外子局からの音声が屋内へ届かな

いのが現状であります。 

 このような状況への対策といたしまして、防

災情報伝達システムでは、携帯電話やスマート

フォンに、宿毛市防災アプリを御登録いただく

ことで、災害情報や火災情報といった緊急情報

だけではなく、イベント情報などの市からのお

知らせも、文字で伝達できるようになっている

ところでございます。 

 また、戸別受信機と比べましても、市民の方

が、ふだん使いなれている携帯電話やスマート

フォンへ情報が届きますので、いざというとき

に、使用方法がわからないとか、バッテリーが

切れていたということが防げるとともに、音声

放送のような聞き漏れもなく、後で情報の確認

もできますので、非常に有効なシステムである

と感じているところでございます。 

 このため、今後、屋外子局の増設よりも、む

しろ防災アプリを情報伝達手段の中心に置いて、

活用を図ってまいりたいと考えているところで

ございます。 

 なお、現在の防災アプリの登録者数は１，

５７４人と、まだまだ少ない状況ではございま

すが、これまでのチラシに加え、本年度、啓発

用のポスターを作成しているところであります

ので、今後、病院や量販店等に張っていただき、

一層のＰＲをする中で、登録者数をふやし、よ

り多くの市民の方々へ情報が伝達できるよう、

取り組みを進めてまいりたいというふうに考え

ております。 

 また、情報を受ける側の市民の方々にも、ど

ういった方法で情報が受けれるのか、そういっ

たことも調べてもらったり、そういったことを、

ふだんから、災害時になる前から関心を持って

いただく、そういった面での啓発活動も続けて

いきたい、そのように思っているところでござ
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います。 

 以上でございます。 

○副議長（山戸 寛君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） 市長の言う、なかな

か、これから余分に子局をふやしていく計画は

ないというふうにお聞きをいたしましたが、こ

の電話の届かない、届かないと言ったらおかし

いね。ビル陰であったり、山陰であったり、非

常に山側に入ると、入り組んだところが結構あ

りまして、電波の届かないところが結構ありま

す。そういうところについては、屋外で作業を

している人もいれば、仕事じゃなくても、外に

出ている人もいる。その人たちのためには、サ

イレンという、放送設備というのは、どうして

も必要なところではないかというふうに思いま

す。 

 もし、これから一気にということではないで

すが、子局を１基増設する。どうしても必要な

ところには増設していかなければいけないと、

僕は思うんですが、予算的に、余りにも高価な

ものであれば、それはなかなか難しいとは思う

んですが、大体、１基増設するのにどれぐらい

かかるのかというのも、わかっていればお示し

を願いたいというふうに思います。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きたいと思います。 

 情報伝達、本当に、非常に難しい問題だとい

うふうに思います。 

 先ほども言いましたが、受ける側も、情報を

入れるために、例えば、電波の入らない場所で

あれば電波の入る場所に移動していただくとか、

何か心配事があれば、放送を、少し窓をあけて

いただいて聞いていただくとか、そういったよ

うなことの中で、いろいろな形で補っていきた

い、そのように思っているところでございます。 

 防災情報伝達システムの、屋外子局を新たに

増設した場合の費用についての御質問でござい

ます。設置場所が山間部なのか、平たんな土地

なのか、また設置場所までのアクセス状況等に

よって、異なってくるとは思いますが、ＮＴＴ

データ四国から聞いたところによりますと、お

おむね４００万円程度かかるのではないかとい

うことでございました。 

 以上でございます。 

○副議長（山戸 寛君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） ４００万程度という

ことですので、できれば１年に１カ所ぐらい、

必要なところに増設をしていただければ、住民

の安心感というのは、今以上に得られるんでは

ないかというふうに思います。 

 これは、先ほど言った、平田、山奈、橋上地

域だけではなく、海岸線の中でも、そういうと

ころもあるとは思いますし、国道５６号線でい

えば、押ノ川地区あたりも、ほとんど聞こえな

いところがほとんどですので、そういうところ

に、まず整備をしていただければというふうに

も思います。 

 これ以上、子局については聞きませんが、先

ほどから市長答弁にあるアプリです。私も携帯

の中に入れています。初めてここで携帯をさわ

りますが、このアプリ、こういうアプリ、市の

職員は全員入れてますよね、ここにおられる課

長の方は。 

 そのアプリをあけると、ちょっと大きく見え

るように、タブレットのほうにもダウンロード

しましたので、先ほど。 

 こういうところで、アプリ、緊急情報と、市

からのお知らせという二つが大きくあります。

あと、安否確認とかあるんですが。 

 この市からのお知らせというのが、かなりな

数が入ってきます。 

 消防団員の人にも、ちょっと聞いたことがあ

るんですが、このお知らせが余りにも頻繁に入
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ってくるので、どっちかというと、もうちょっ

とシンプルに、緊急情報だけを伝えていただけ

ればいいのになと。 

 消防団員、特に意識が高いので、メールが入

ってくると、すぐ確認をするくせが、ほとんど

の方がついています。そうすると、仕事の合間

に、再々見んといかんなるということになると

いう心配をされていました。 

 今、１，５００人程度、市の職員も初め、一

般市民も入っていますので、団員の加入、聞く

ところによると、２０％とか３０％ぐらいの方

しか入っていないようにも聞くんですが、やは

りこれ、より多くの団員にアプリを取得しても

らうというか、ダウンロードしてもらうために

は、そういうところも改善の余地があるんじゃ

ないかと思いますが、その点について、市長の

お考えをお聞きいたします。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 市からのお知らせの通知が頻繁に、たびたび

あることが、消防団員の防災アプリの登録者数

がふえない要因となっているのではないかとい

った御質問だったと思います。 

 宿毛市防災アプリにつきましては、当初から、

防災情報のみの通知に限定をせずに、市からの

情報発信ツールの一つとして、火災情報や、市

からのお知らせなども配信することで、登録者

数の増加を、逆に増加を図りたい、そのように

思っていたところでございまして、より多くの

市民の方へ、防災情報を通知できるように開発

したものであります。 

 火災などの緊急情報以外の情報も発信されて

いるのが現状でございまして、議員おっしゃる

とおりでございます。 

 このような中で、議員御指摘の問題につきま

しては、例えば、火災情報についてのみ、通知

音が変更ができないのか、あるいは、必要な情

報のみを、受ける側で選択ができるようになら

ないのか、などといったシステムの改修につい

て、現在、開発元の株式会社ＮＴＴデータと協

議をしているところでございます。 

 また、４月の運用開始から８カ月が経過しま

したが、運用後、議員の御指摘の問題も含めま

して、改善が必要な点が幾つか見つかっており、

その対策について、関係課と開発元で、随時、

協議を行っているところでございます。 

 これを踏まえまして、多くの方が、使いやす

い防災アプリへ改善を図ってまいりたいという

ふうに思っておりますし、そして、何よりも皆

さんが、このアプリを入れてくださらないこと

には、つくった意味がございませんので、しっ

かりとそういった啓発活動も続けてまいりたい、

そのように思っているところでございます。 

 以上でございます。 

○副議長（山戸 寛君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） 本当に情報というの

は、上手に使えば便利なものだというふうに思

います。 

 私も、できるだけ市民の方に声をかけていき

たいと思いますので、使い勝手のいいアプリに、

また改善をしていただきたいというふうに思い

ます。 

 この情報伝達システムについての質問は、こ

れで終わりたいと思います。 

 次に、２番目の街路樹の伐採についてという

ことで、通告をさせていただきました。 

 これは、昨年の９月に一度、前沖本市長に同

じ質問をしたことがあります。そのときには、

お金をかけてしたことなので、今、切るつもり

はありませんよみたいな話で終わりましたが、

この街路樹、高木と低小木という２種類あると

は思うんですが、まず高い木について、お話を

したいと思います。 
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 これ、特に桜町藻津線ですかね、宿毛市の一

番メーン通りの通りに、両サイド、歩道と車道

との間に木が植えられております。 

 ところどころ、もう伐採してなくなったとこ

ろもあるし、枯れてなくなったところもあるよ

うにも思いますが、特に桜町線というか、高校

通りまでの間は、木の根っこが歩道の方で盛り

上がって、歩道をなかなか、でこぼこになって

歩きにくいところ、これはこういう歩道では、

車椅子等の人には、なかなか通りにくい道だろ

うなというふうにも感じるわけですが。 

 それと落ち葉ですよね、これ季節によれば、

１晩で地面が見えないぐらい落ちる木もありま

すので。うちの場合は、クスノキを植えてます

ので、一気に落ちるということはないですが、

木の植わっている近隣の家庭は、なかなか朝晩

に大変だろうなというふうにも思います。 

 それと、幹が大きくなりましたので、特に駅

前から片島中学校までの間というのは、結構、

真っすぐで見通せる道路なんで、幹と電柱とで

歩道がほとんど見えないような状態のところも

あります。 

 やはりこういうところは、安全確保がしにく

い、逆に、ふうな感じがするわけですが、全部

を一遍に切ってしまえという乱暴なことも言い

ませんが、この街路樹については、なくしたほ

うが、僕は安全面、また景観面もよくなるんじ

ゃないかというふうに思いますが、市長のお考

えをお聞きをいたします。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 市道の街路樹の伐採について、背の高い木へ

の対応について、お答えを、まずしたいと思い

ます。 

 平成２７年の第２回定例会でも、議員おっし

ゃられたように、当時の市長に御質問をいただ

いておりますが、街路樹は、人々に安らぎを与

える景観形成、そして今、危険な道路横断の防

止、逆に道路と歩道をし切ってということのよ

うでございます。そういった横断の防止。また、

車両の衝突軽減、それから夏ですね、特に真夏

の木陰形成、雨天時の水はね防止等の目的で、

整備をしているところでございます。 

 それぞれ市民の皆様方も、残してもらいたい、

それから切っていただきたい、そういったお声

があるということも、承知しているところでご

ざいます。 

 そういった状況でございますが、議員御指摘

のとおり、育ち過ぎた、高木により通行に支障

を来しているところがあるのも事実でございま

すので、そういった場合などにつきましては、

一部伐採をするなど、臨機応変な管理をしてい

く必要があるというふうに考えておりますので、

そういった場所に関しては、整備をしていきた

い、場合によっては切っていきたいというふう

に思っているところでございます。 

 以上でございます。 

○副議長（山戸 寛君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） なかなか一気にとい

うことにはならんと思うんですが、高木につい

ても、これから聞く低小木についても、この路

線、結構、真っすぐな道路ですので、車のスピ

ード、町中とはいえ、結構、車のスピードとい

うのも上がる路線であるし、脇道がかなり入っ

てますので、これまでも再三、大きな事故が起

こっているというところも、市長もわかってい

るとおりだと思うんですが、やはり安全の確保

がしにくいところについては、市長も言ってま

すように、早急に整備をすべきだろうというふ

うに思います。 

 その低小木ですが、先ほど、水はねの防止で

あるとか、飛び出しの防止ということで、市長

のほうから答弁がありました。確かに水はねが

あることもわかりますし、自分たちが走ってい
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て、路面のでこぼこで、水のたまったところを

走るときには気をつかったりすることもありま

す。ただ、逆に、低小木が植わっていることに

よって、小さなお子さんが歩いていたりすると

きに、目に入りづらいというようなこともある

ことも確かです。 

 それと、一番気になるのは、駅前の通りとい

うのは、宿毛市でいえば、本当に県外から来ら

れた方、また県外に住んでいる人が返ってきた

ときに、一番最初に目にする、メーンストリー

トというふうに言ってもおかしくない通りだと

思うんですが、低小木の中から、私たちのとこ

ろではマカヤと言いますが、小さな草が、低小

木の上に抜き出て、カヤみたいなやつですね。

カヤもありますが、そういうものが出て、見る

からに、何かさびれているように見受けるとこ

ろが、結構あります。 

 特に、駅の入口のところもそういうふうな状

態のときが多いんですが、その草っていうのは、

本当に１カ月もたたないうちにふえてくるとい

うか、伸びていくという性質を持っていますの

で、この低小木あたりも、やっぱり撤去したほ

うがいいんじゃないかなと。 

 その低小木の中に、ごみを拾ったらよくわか

るんですが、ごみがたまっているというところ

も、かなりあります。これは、高知市内なんか

行ったときも、よく目にするんですが、宿毛市

というのは、両側に山があって、見渡せば緑と

いうのは、結構ある地域なので、わざわざ道路

に木を植えて、緑を確保するというよりも、明

るい雰囲気のまちにしたらどうかなというふう

に思いますが、市長のお考えをお聞きいたしま

す。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 低小木への対応ということでございます。低

小木につきましても、先ほど議員がおっしゃら

れるとおり、高木と同様の目的で整備をしてい

るところでございます。 

 ただ、先ほどの議員からの御指摘もありまし

たが、旧県道部分、これちょっと店の名前言わ

ないとわかりづらいので、ちょっと出ささせて

いただきますが、北本大福堂のところから南海

楽器のところまでの道になるわけですが、こち

らは歩道が大変狭いような状況にもなってきて

おりますので、そういった狭い部分に関しまし

ては、低小木の伐採についても、検討していか

なければならない、そのように考えているとこ

ろでございます。 

 それから、そのほかの部分につきましては、

先ほど、議員からもおっしゃられるように、明

るいとか、そういった意味で、本当に交差点の

ところの角であるとか、全部をのけると、逆に

どこからでも渡れるようにというのは、逆にま

た危険性もありますので、道路管理者とか、そ

れから警察のほうとも相談をさせていただきな

がら、場所によっては、低小木を抜いて、そう

いったところに花を植えるとか、そういったよ

うなことができないのか、検討をしていきたい

というふうに考えてまして、そういうお話も、

常日ごろというか、もう既にさせていただいて

いるところでございます。 

 ただ、花とか植えるに関しまして、そしたら

そこをどこが管理するのかとか、いろいろな問

題等もありますので、これから先、近隣住民や、

それから利用者の方々ともしっかりと相談をし

ながら、街路樹のあり方について、検討をして

いきたいというふうに思っております。 

 どうか御理解願います。よろしくお願いいた

します。 

○副議長（山戸 寛君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） そうしていただきた

いと思いますが、これ、木を植えているという
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ところで、木というのは、年々芽が出ますし、

手入れというのが必要になってきます。 

 １回もこの金額を聞いたことないんですが、

この路線、単独だけでもいいんですが、その桜

町藻津線で、この木の手入れに、大体、年間ど

れくらいかかっているのか、わかっていればお

知らせを願いたいと思います。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えさせていただき

ます。 

 おおよそではありますが、１年間で、剪定で

あるとか、それから先ほど言ったカヤとか、あ

あいう雑草の撤去といいますか、除去等を含め

まして、年間２００万から３００万程度かかっ

ているのが、現在の現状でございます。 

 以上でございます。 

○副議長（山戸 寛君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） 年間二、三百万かか

っているということですので、１０年すればそ

れの１０倍ということで、相当な金額が、これ

ずっと、永年的に投入していかなければならな

いというふうに思いますので、これから先のこ

ともしっかりと考えて、進めていっていただき

たいというふうに思います。あえてこれ以上は

言いません。 

 次に、課の再編についてということで、通告

をさせていただいています。 

 これは、それこそ私が議員になった当時とい

うのが、もう１７年以上前になるわけですが、

その当時は、多分、４００名程度、もっとおっ

たかもしれませんが、職員がいたというふうに

記憶をしております。 

 現在が３００人ぐらいだというふうに思って

いるんですが、１００人程度少なくなっている、

というふうに思います。 

 その中で、多少、課の統廃合というのはあっ

たり、またふえたりということをしてますので、

私が今回、何で聞いたかというと、何年くらい

か前から、いろいろな市民の方が、ある窓口に

行って相談に行くと、担当者がきょうは休みで

すので、また日を改めて来てくださいと言われ

た。自分は休みをとってわざわざ行ったのに、

職員一人が休んでいて、対応ができないという

が、どういうことながということで、おしかり

を受けながら話を聞かされました。 

 私も全く、その方の言うとおりで、その課の

中で、一人が休めば、その業務が回らないとい

う形がもしあるのであれば、こういう形でその

まま進めていくと、市民サービスはどんどん低

下していく、市民の宿毛市の職員に対する見方

というのも、どんどん悪くなっていくなという

のを感じました、そのときに。 

 やはり、一つの課で、人数まで話をするつも

りはありませんが、チームとして仕事ができる、

また一人の職員が、取り切って仕事をするので

はなく、何人かが補完しながら仕事ができる体

制をつくらなければ、行政というのは回ってい

かないんだろうというふうに思いますが、そこ

の部分について、市長のお考えを、まずお聞き

をしたいと思います。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きたいと思います。 

 先ほどのお話、課の中で、ほかの人がどうい

う状況だったのか、想像もちょっとつかないん

ですが、一人の人が休んでて、また出直してき

てくださいということは、あってはならないこ

とだというふうに思います。 

 ただ、どういった状況で、どういった内容の

案件だったかもわかりませんので、それ以上の

答弁はできませんが、しっかりと対応をしてい

かなければならない、そのように思っておりま

すので、そういったことがもしありましたら、

市民の皆さんも、またそういった声を聞くとこ
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ろもありますので、ホームページ上にもありま

すので、書き込みをしていただくとか、また議

員の皆さんもそういったお話を聞いたときは、

ぜひ私のほう、企画課もしくは総務課のほうに

伝えていただければ、二度とそういった市民の

方に、思いをさせることのないように、取り組

みができるのではないかというふうに考えてお

ります。 

 以上です。 

○副議長（山戸 寛君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） そうですよね。そう

いうことがあれば、ぜひまた、本当にどこでも

いいと思うんですよ、そこの場で職員に言って

もいいと思うんですよね。すべきだというふう

に思います。 

 私がこのことを踏まえて、先ほど、言いたい

のは、やはり今、３００人に、例えばなったと、

職員が。この３００人の職員で、どのような課

の構成にして動いていくか。 

 例えば、２階の産業振興課であれば、今の産

業振興課、農林水産で産業振興課になっていま

すが、商工業も一緒にそこに入れて、宿毛市の

産業をつかさどる課にするであるとか、観光課

は、例えば企画課と一緒に仕事をするであると

か、土木、一時期、建設課ということで、都市

建設課と土木課が一緒になっておったときもあ

りますが、そのような形で、チームとして動い

ていると。ほかの部署でも、いろんな、まとめ

てできるところがあるんじゃないかというふう

に、私個人としては思っているんですが、その

ような形で、統合することによって、中の職員

同士のコミュニケーションもとりやすくなるん

じゃないかというふうに思うんですが、この部

分について、市長のお考えをお聞きしたいと思

います。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 答弁させていただきま

す。 

 先ほど、寺田議員のほうからお話がありまし

たように、市役所の職員、２０年前と比べます

と１００名以上少なくなっているということで

ございます。 

 その上、国や県からの業務の移管や、住民ニ

ーズの多様化等もありまして、一人一人が受け

持つ業務内容が増加し、多岐にわたっていると

いうのが現状であるというふうに思っていると

ころでございます。 

 そのような中、寺田議員の言われるように、

課の統廃合を行い、コンパクトでも機動性、柔

軟性を持った課をつくることは、重要であると

考えております。 

 宿毛市においては、これまで、課の統合によ

り、産業振興課、上下水道課、そして建設課を

創設するなど、より機能的な課の再編を目指し、

その都度、課の統廃合を行ってきた経緯がござ

います。 

 しかしながら、さまざまな理由によりまして、

統合後わずか数年で、建設課は土木課と都市建

設課に、課を分けることとなりました。 

 また、一方では、南海トラフ地震に備えるた

め、新たに危機管理課を創設するなどといった

課の再編も、ときには必要であるというふうに

考えているところでございます。 

 今後も、市民目線を念頭におきまして、課の

統廃合も含めて、より機能的、効率的で、柔軟

な対応ができるような職員配置を心がけるとと

もに、職員数の減少による、職場としての業務

遂行力のほうの低下を補うためにも、職員の資

質の向上、そういうのが必要となりますので、

個々のスキルアップに努めてまいらなければな

らないというふうに思っております。 

 いろいろと課題はありますが、しっかりと、

議員御指摘のように、課の再編も組み合わせな

がら、スキルアップを図っていって、市民の皆
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さんに納得をしていただけるような、そういっ

た形の市役所にしていきたい、そのように思っ

ているところでございます。 

 以上でございます。 

○副議長（山戸 寛君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） 行政体というのは、

ある面で柔軟性というか、職員の柔軟性も求め

られると思うんですよね。一つの職場にという

か、一人が一つの職場の、取り切った仕事をし

ていると、その部分については、柔軟性がなく

なってくるというふうにも思いますので、ぜひ

柔軟に職員が動ける職場づくりというのに、力

を注いでいただきたいというふうに思います。 

 最後に、課の統廃合と、同じような内容にも

なるんですが、かれこれ十四、五年ぐらい前ま

ではあったと思っているんですが、保健センタ

ー構想というのがありました。私たち、議員に

なった当初、宿毛市にも保健センターをつくろ

うということで、執行部のほうも積極的に動い

ておりましたし、場所も、社会福祉センターの

南側にできるんだみたいなところまでいってい

たというふうにも思います。 

 そのときに、その後、なかなか市の財政的に

も、保健センターの建設までは至らないという

ことで、当時、質問をしたこともあるんですが、

当時は保健環境課といってたと思うんですが、

現在の保健介護課、そして福祉事務所、それと

市民課の国保係、そこらあたりの事業関係を一

つにまとめれば、市民課の部分は、今、保健介

護課が業務のほうはやっているというふうにも

認識しているんですが、もっとシンプルに仕事

ができるんじゃないかな。職員も、特に保健師

等は、一つの部署でまとめて、チームとして仕

事ができるんではないかというふうにも思うん

ですが、このことについて、市長のお考えをお

聞きをしたいというふうに思います。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 議員御指摘のように、保健センターのような、

子供から高齢者までの保健福祉のサービスを、

一体的に提供できる部署があれば、窓口が一本

化されまして、市民の利便性が向上するという

ふうに考えているところでございます。 

 例えば、以前、子育て支援課をぜひつくりた

いというお話を、私自身もさせていただいたこ

とがございます。それに関しましては、ただい

まもいろいろ調査中でございますが、子供をも

つ親が、それぞれの課を渡り歩かなければ、自

分の子供のことが、行政サービスを受けられな

いというようなのは非常に不便なので、どこか

１カ所でできないかなというところが、これの

考え方の根本というか、元でございます。 

 そういった意味で、いろいろとまた考えてい

きたいというふうに思っているところでござい

ますが、一方、現在の保健福祉に関係する保健

介護課、福祉事務所の担当部署を統合した場合

には、相当に大きな組織となることも想定され

ます。円滑な課の運営、管理が実施できなけれ

ば、結果的に市民サービスの向上にはつながり

ませんので、どのような体制が最も市民の利便

性の向上につながるのか、そういったことを念

頭に置きながら、保健福祉サービスの提供体制

について、検討をしていきたいというふうに思

っております。 

 先ほど、議員からも御指摘がありましたよう

に、柔軟性を持って、しっかりと動けるような、

そういった職場づくりを目指して、取り組んで

まいりたいというふうに思っておりますので、

どうかよろしくお願いをいたします。 

○副議長（山戸 寛君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） 柔軟性を持って進め

ていきたいというふうに、答弁をいただきまし

た。 
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 最後に、これは質問ではないんですが、私の

子供が小さいときには、それこそ、当時は保健

婦さんと言ってたと思うんですが、訪問して、

育児相談等にも来ていただいてました。 

 それが、今は、なかなかそこまで手が回らな

いというのも、話で聞いております。 

 どんどん保健師を雇えばいいかといったら、

なかなかそういうような状態にもならないと思

いますので、あるメンバーで、できるいっぱい

の市民サービスをする、そのための組織改革と

いうのには、力を注いでいただきたいというふ

うに思います。 

 以上で、私の質問終わります。 

○副議長（山戸 寛君） この際、１０分間休

憩いたします。 

午後 ２時３４分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 ２時４８分 再開 

○副議長（山戸 寛君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

 ４番山岡 力君。 

○４番（山岡 力君） ４番、山岡です。 

 ウオーキングロードの環境整備について、や

ります。 

 変わったことをやりますので、ちょっとこれ

は自信がありませんが。 

 これを取り上げるときに、和田課長が、これ

を僕に見せました。あけてみましたら、これだ

けコースがあるぞと言わんばかりのことを言う

てきまして、初めから笑た口に氷投げられたよ

うな感じでございましたけれども。 

 私の言うウオーキングロードは、こういうこ

とも大事なんですけれども、多くの市民が集ま

れる、そこへ行ったら、たくさん歩きよるとい

う環境を整えたほうが、にぎやかでええがやな

いかと、単純にそういう発想でございます。 

 それで、市長は、非常に健康志向のある方で

ございますので、まず、本当に初歩的な御質問

ですけんど、健康志向について、市長はみずか

らサイクリング、ロードバイクいうんですかね、

御趣味と聞いておりますけれども、このウオー

キングについては、健康上の効果について、ど

うお考えでございますでしょうか。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 山岡議員の一般質問に

お答えをさせていただきます。 

 私自身、サイクリングが趣味ということで、

ロードに限らず、いろんな自転車、乗らさせて

いただいているところでございまして、実は、

ウオーキングも少しですが、出張に行ったとき

にしたり、それから最近は、非常に歩くスピー

ドとほとんど変わりませんが、ジョギングも少

しやってみたりということで、５０前にして、

少しずついろんなことに対して、挑戦をさせて

いただいているところでございます。 

 ウオーキングは、ジョギングという、今、話

もさせていただきましたが、ジョギングなどの

ハードな運動と違いまして、誰でも、すぐに、

手軽に始められる、そういったものであります。 

 季節によって移り変わる景色を眺めたり、先

ほど議員からもお話がありました、仲間とおし

ゃべりを楽しんだりといった、体と心に優しい

運動で、筋力の低下を防ぐ、血圧を安定させる、

そして自律神経の動きを整える、リラックスが

できるなどなど、さまざまな健康上の効果があ

るというふうに認識をしているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○副議長（山戸 寛君） ４番山岡 力君。 

○４番（山岡 力君） そういうことでござい

ますね。季節のうつろいを眺めながらというと

ころが、非常によかったです。 

 このウオーキングの場所の提供につきまして、

現在、歩く人たちは、どうしても自宅近くから
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始められまして、自分の体ぐあいと相談しなが

ら、一定の場所を歩くものと、こう思いますけ

れども、ウオーキングのために整備された、ウ

オーキングのためだけに整備された環境で、多

くの市民が集えること、これについての市長の

お考えというか、有意義さはどういうふうに考

えておりますでしょうか。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 都市部には、ウオーキングのためにコースな

どが整備された公園などがありまして、多くの

方がウオーキングをされているところは、自分

自身も見たこともありますし、話にも聞いてい

るところでございます。 

 ウオーキング環境が整備されれば、その場所

に多くの市民の方が集いまして、みんなで楽し

みながら運動するきっかけになるとは思います。

本市でも、多くの方がウオーキングをされてい

る様子を見かけますが、議員が御指摘のように、

自宅から近いなど、自分なりのコース、そして

自分の都合のよい時間を見つけて、気軽にウオ

ーキングを楽しんでいるのではないかというふ

うに思っているところでございます。 

 ウオーキングの環境の整備につきましては、

一定は必要であると思いますが、まず、運動に

対する意識の高揚や、運動の継続につながるこ

とが、健康のためにもなると考えまして、本市

では、先に言われてしまいましたが、元気ウオ

ークラリーマップを作成するなどいたしまして、

それぞれの地域で、気軽にウオーキングができ

るよう、取り組みをしているところでございま

す。 

 以上でございます。 

○副議長（山戸 寛君） ４番山岡 力君。 

○４番（山岡 力君） 今、市長がお示しにな

りましたこの冊子ですけれども、一番最後のペ

ージに、宿毛市では、過去５年間で運動してい

る人の割合は大きく変わっておりませんという

ようなことで、書いております。 

 なぜこれを取り上げたかといいますと、幾つ

か考えるところがあるんですけれども、一つは、

新総合事業というものが発足されまして、健康

づくりということが、今、言われておりますの

で、それで少しでも健康増進を図れば、まだ国

保税も安くなる可能性があると思いまして。 

 この新総合事業というものは、経費に上限が

出てきますけれども、この上限さえなかったら、

非常にいい制度だと考えています。ただし、今、

政府のほうで言われています要介護の高い人の

削除については、ちょっと危惧もありますけれ

ども、この新総合事業に対しては、特段問題は

ないと、こういう認識を持っております。 

 そこで、集まれる場所があって、きょうは気

持ちがええねとか、世間話をしたりとか、いう

ようなことをいたしますと、小さなコミュニテ

ィーがだんだん広がってきて、後で取り上げま

すけれども、地震対策、すごい地震もいつ来る

かわからないという状態になった昨今、地域コ

ミュニティーをつくるということは、非常に、

今後大切になってくるのではないかと、私は考

えまして、市長は、このウオーキングに限らず、

地域コミュニティーの造成というか、これにつ

いての所見をお伺いをいたします。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 地域コミュニティー、大変意義あるもので、

重要だというふうに思っているところでござい

ます。 

 ウオーキングは、一人でも楽しめますが、顔

見知りや知り合いがふえてくれば、続ける楽し

みもふえてきます。子供から高齢者まで、多く

の方が気軽にできる、そういったウオーキング

をツールに、コミュニティーづくりが促進され
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ることは、大変意義のあるものだというふうに

思っております。 

 以前、大阪に出張に行った際に、実は、そこ

までちょっと遠かったものですから、朝早起き

をして、電車に乗って近くまで行って、そこか

ら歩いたわけですが、大阪城に行って、周りを

軽くジョギングをして、上にあがって見ると、

上で、本当に何百人という、中心は高齢者の

方々です。たくさんグループがあって、いろん

な集まりをしているので、何をするのかなと思

っていますと、時間が来ると、それぞれがラジ

オ体操を始めまして、一部、太極拳の方もおら

れたんですけれども、それぞれのグループでラ

ジオ体操をしていた。 

 始まるまでは、本当に楽しそうにいろんな話

をしてて、終わった後も、いつまでも帰らずに、

そこでお話をしている、そういった姿を見て、

非常にいいなと思ったこともございます。 

 そういった意味もありまして、大変、コミュ

ニティー、大切なものだというふうに思ってお

ります。 

 以上でございます。 

○副議長（山戸 寛君） ４番山岡 力君。 

○４番（山岡 力君） 大阪に出張されて、大

阪城まで登って、市長が上から見て、そういう

ことを感じたということは、非常に目線がいい

といいますか、感服いたしました。 

 さて、ここから、がっくりくるんですけれど

も、そこで提案なんですが、与市明川の氾濫で

すよね。これが、過去何十年間もひどい被害を

被ってまいりました。 

 ちょうどことしの１６号ですかね、あのとき

にもすごい、車屋さんが大変、毎年つかって、

つらい思いを何十年もしてきているわけです。 

 県ともあろうものが、この冠水を何十年も放

置するということは、本当に住民福祉に反する

と、私は思いますし、そこに暮らしている人は、

まぎれもない宿毛の市民の方なんでございまし

て、宿毛市のほうも、これは責任が重いと。 

 しかし、これ本当に、万が一の被害に遭って、

訴訟にでも起こされたら、どうするだろうとい

うような話ですけれども。 

 幸いなことに、徐々に徐々に、県との協議も

進んできているみたいで、この錦川から与市明

川の合流点で、ポンプの設置の予算がついたと

いうことでございまして、しかし、これは県土

木に確認いたしましたら、全水量というのは、

いつのときの全水量のことをいっているのか、

ちょっとそこまで聞きませんでしたけれども。 

 水があふれたときの５分の１程度ぐらいの排

水能力ではないかというようなお話でございま

した。 

 ということは、冠水が完全に除去されるとい

う保証はないわけです。 

 そこで、与市明川の堤防のかさ上げ工事を、

改めて県と早急に協議を起こしていただいて、

前倒しをしてでも着手していただきたいのです

けれども、展望はいかがですか。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 与市明川の改修につきましては、昭和４５年

より事業が開始されております。 

 平成１６年度より休止となりまして、平成

２２年度より事業が再開されているところでご

ざいます。 

 事業の推進に当たり、河川管理者の高知県と

も協議を重ね、宿毛市との役割分担の協議が整

ったということで、ただいま議員からおっしゃ

るような形で、現在、進んでいるところでござ

います。 

 現在、用地測量等に着手しようとしていると

いうふうに、県のほうからお聞きをいたしてい

るところでございます。 

 本市といたしましても、県とともに、早急に
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整備を行う予定ですが、本年度の県の補助金の

割当が、見込みより少なかったため、進捗がお

くれている状況というふうな、そういったお話

も聞いているところでもございます。 

 私も、与市明川河川改修は、早急に進める必

要があると考えておりまして、議員の当時から、

この問題について、その時々の市長に対して、

一般質問で、逆の立場で問題提起をしたことも

ございますし、また、県に対して、要望活動も

ずっと続けてきているところでございます。 

 国、県へのそういった要望活動を積極的に、

これからも取り組んでいきたい、そのように思

っているところでございます。 

 以上でございます。 

○副議長（山戸 寛君） ４番山岡 力君。 

○４番（山岡 力君） 少しずつでも、事業が

進捗しているというお答えでございましたので、

なお、なるべく早くお願いしたいと思います。 

 あそこは、つかってしまうと、市長のところ

の西町から向こうのあたりの人が、もう完全に、

傷病者の方もお年寄りもいらっしゃいますけれ

ども、通れないというような状態で、皆さんが

球場の前を通って行っているんですけれども。 

 あそこに同級生がおりまして、土建屋さんが

おります。その人が言うのには、「山岡君、あ

っこはあれでよ。ラッシュアワーになって、俺

はあっこから車、出れんがよ」と言うぐらい通

るらしいですわ。あれも何とか、そういう人を

救助するということについても、非常に問題が

ありますので、ひとつ市長、よろしくお願いい

たします。 

 なぜこの与市明川のことを取り上げたかと言

いますと、実は、与市明川の河川敷ということ

で、表面管理をやらせていただいて、緑化をし

て、そこでウオーキングのロードとしての整備

をすればいいんじゃないかなというふうに思っ

たわけです。 

 それで、これはある同僚議員からのアドバイ

スですけれども、どこかに橋をつくったら、西

片島との部分で、さすれば、回遊性が出てきて、

非常にロードとしてはいいんじゃないかという

ような御意見がありましたので、そういう質問

をさせていただきますけれども、また、大深浦

方面へ仮に地震が来て、逃げる場合でも、その

橋を通れば、非常に迅速に逃げれるかもしれな

い。 

 それと、通学路としても、非常に利便性が高

くなるんじゃないかというようなことで、非常

によいことづくめで、空想では、花がいっぱい

咲いたんですけれども、これについての市長の

御意見はどうでしょうか。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 与市明川に、今、歩道橋をかけまして、平時

はウオーキングに、災害時、特に津波等からの

避難だと思われますが、災害時には、避難道と

して活用できないかとの御提案ですが、与市明

川の堤防の活用につきましては、管理者である

県と協議をいたしまして、ウオーキングコース

の設置について、これから検討をしてまいりた

い、そのように思っているところでございます。 

 しかしながら、御提案の歩道橋につきまして

は、自動車が通るような、そういった橋までの

費用はかからなくても、多額の費用が必要とな

りますので、歩道橋の新設は、現状では困難で

はないかなというふうに考えているところでご

ざいます。 

 以前、地域の方々から、津波避難という形で、

橋をかけていただけないかというお話が、以前

あったということも認識をしております。 

 当時も、なかなか難しいということの御返答

だったというふうに記憶をしているところでご

ざいます。 

 以上でございます。 
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○副議長（山戸 寛君） ４番山岡 力君。 

○４番（山岡 力君） 橋をかけるということ

は、担当課長からも、なかなか難しいというよ

うなお話を伺っておりまして、河川工事が特に、

いろいろと制限があるみたいで、物すごいバラ

がしぼんでしもたんですけれども、勝手に、余

り絵を描かれませんね。 

 でも、ちょっと聞きたいことがありまして、

桜の木とかを植えると、やっぱり根が生えて、

ひょっとこの穴があいて、そこから水が漏れた

りするというようなことで、それはちょっと納

得できたんですけれども。課長いわく、ベンチ

もいかんと。それから、外灯もだめなんだとい

うようなことで、だめだめづくしになりまして。 

 一つ聞きたいんですけれども、ベンチはどう

してだめなんでしょうかね。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えいたします。 

 ベンチがだめな理由につきましては、担当課

長より御説明させていただきます。 

○副議長（山戸 寛君） 土木課長。 

○土木課長（川島義之君） 土木課長、山岡議

員の一般質問にお答えします。 

 ベンチがだめというわけではありませんが、

先ほど議員おっしゃられたように、堤防には定

規断面というものがありますので、それについ

ては、そのほかの場所に土地をつくるというこ

とに関しては、土木事務所と協議する必要があ

りますので絶対だめということではないという

ふうに御理解願いたいと思います。 

 以上です。 

○副議長（山戸 寛君） ４番山岡 力君。 

○４番（山岡 力君） 課長、済みません。突

然振りまして。 

 全然だめと言うわけではない。話し合い、協

議の上で、検討はできるものもあるということ

やと思いますので、よくわかりました。 

 本当は、イルミネーションもつけていただい

て、外灯もつけていただいて、ベンチもつけて

いただいて、健康促進に多くの市民が集まれれ

ばいいなと思いましたけれども、しかし、いろ

いろと河川のほうでハードルもあるみたいで、

また考え方は、地域コミュニティーの造成とい

う点では、こんなに方向が間違っているとは思

っていませんので。 

 この質問はこれで終わります。 

 それと、これは本当に、もうちょっと先の

３月にやったらよかったかもしれませんけれど

も、マイナンバーですよね、この事業所などへ

のマイナンバーの送付が、住民税のお知らせを

事業所に、５月ぐらいですかね、始まるわけな

んですけれども、これについて、昨年からマイ

ナンバーの制度が始まりまして、自治体は余分

な経費も、かさもふえました。 

 そもそも、このマイナンバーカード自体は、

これをつくってくれという国民の声は聞いたこ

とがありませんけれども、もうちょっと深慮が

ほしいなと、こう思うわけですけれども。 

 このマイナンバーというのは、いろいろとい

わくがあって、これの導入を検討した審議会の

メンバーございまして、富士通さんとか日立と

か、ＩＴ関係の役員さんで構成されておりまし

た。 

 これら名だたる大企業が、こぞって入札率が

９０％を超える価格で落札をして、このマイナ

ンバーが開始されている、これが現実です。 

 事業費は、ざっと９，０００億円か。落札率、

落札価格が大体８，８９０億円なんですけれど

も。 

 次に紹介するシステム機構というものがござ

いまして、これに注ぎ込まれた金額を足しまし

たら、もう既に１兆円という、このマイナンバ

ー事業にお金がかかっております。 

 この地方公共団体情報システム機構と、これ



 

－ 98 － 

 

  

 

は全国２０の政令指定都市だけで、この

２０１４年、１５年度の２年間で支払った業務

委任などの負担金というものは、少なくとも、

これは判明しましたけれども、１２４億円にの

ぼるということが判明しています。 

 さて、この機構でマイナンバーのシステムエ

ラーが、いわゆる続出をしておりまして、番号

カードの発行が大幅におくれている、こういう

ことです。 

 この団体は、天下り法人という色合いが濃い

団体でございまして、経理実態も不透明ではな

いかという批判が、ぼつぼつあがり出したいう

ような組織でございます。 

 さて、カードの手続は開始した。しかし、送

付作業に手間取り、不明者の続出とか、誤配送

が頻発いたしまして、手元にいまだ届いていな

い方がたくさんあると聞きます。 

 その上、今度はマイナンバーを登録した人に

も、ソフト会社の、さっき言った不備やトラブ

ル続出の事業であります。しかし、あくまでも

推進するという国の姿勢でありますけれども、

一番心配しますのは、やはり個人情報の流出、

ほんまに大丈夫なのかというところで、これは

みんな、国民の多くがそう思っていると思いま

すけれども、しかし、開始をされました。 

 そこで、今度の、各自治体が、住民税などの

通知を事業所に送ることに対して、ちょっと心

配なことがございますので、質問いたします。 

 それは、まず、今度から、その通知書に

１２桁の枠ですよね。マイナンバーを書く枠が

新設されてくるわけですけれども、三つのリス

クが、やっぱりあるんです。 

 まず、一番は、従業員のリスクです。これは

何かといいますと、本人の意思と関係なく、番

号が勤務先に伝わるということが、一つ考えら

れるわけです。 

 それから、役所にもやっぱりリスクがござい

まして、番号が加わることで、通知書の管理や

取扱業務が増大すると、どうしてもふえてしま

う。 

 それから、経費増のおそれもございます。こ

れが普通郵便で出すわけにはいかんと思うんで

すよね。 

 通知書で知った従業員の番号をほかの手続、

例えば健康保険などに使うと、違法にはならな

いのかとか、こういう法違反の危険性も出てく

る。トラブル発生の危険はないと言えるのか、

役所の責任もありゃせんかと、第三者に漏れた

場合ですよね。 

 それから、事業所にもリスクがあって、番号

が加わることで、通知書の管理取扱業務がふえ

て、事業所も大変になると、こういうことが考

えられるわけです。 

 その他、事業主に番号の提供を拒否したにも

かかわらず、自治体が事業主にマイナンバーを

伝えるということが、個人番号の利用範囲を超

えているのではないかとか、そもそも事業主に

知らせること自体に、何の意味があるだとか、

もろもろ問題、疑問点があるとは思うんですけ

れども、市として、発送業務の場合に、どのよ

うに留意していくのか、ちょっと教えていただ

きたいと思います。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 事業所などへのマイナンバー送付時の留意点

についてでありますが、税務課におきましても、

平成２９年度分以降の特別徴収税額通知書にお

きまして、行政手続における特定の個人を識別

するための番号の利用等に関する法律、以下番

号法とさせていただきますが、第１９条第１号

の規定に基づき、個人番号利用事務実施者であ

る市町村から、個人番号関係事務実施者である

特別徴収義務者に対しまして、個人番号が提供

されることになります。 
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 同時に、番号法第１２条の規定によりまして、

個人番号の漏えい滅失、または毀損の防止その

他個人番号の適切な管理のため、必要な措置を

講じることが求められているところでございま

す。 

 議員が危惧されておりますもろもろのリスク

につきましては、これら番号法の規定及び総務

省通知に基づき、個人番号の利用に関しまして

は、厳格な取り扱いを徹底してまいります。 

 なお、事業所におきましても、先ほど申しま

した番号法第１２条の規定により、当該通知書

により、提供を受けた従業員の個人番号は、地

方税に関する事務以外の事務等に流用すること

はできないこととなっておりますし、番号法に

違反した場合の罰則規定もございます。 

 次に、市役所のリスクでございますが、当該

通知書発行時には、簡易書留で発送することを

検討しておりますとともに、送付先の宛名に、

給与事務担当者と明記するなど、誤配達の防止

に努めてまいりたいと考えているところでござ

います。 

 また、これらのことにつきましては、今後も

通知書の管理や取り扱い業務など、特別徴収義

務者の理解と協力を得ることが必要であること

から、平成２９年度分以降の特別徴収税額通知

書の発送時において、個人番号の取り扱いにつ

いて記載された文書を同封するなど、周知徹底

していくとともに、総務省通知や、国のガイド

ライン及び市の基本方針をもとに、取り組んで

まいりたい、そのように考えているところでご

ざいます。 

 大変難しい問題ではございますが、しっかり

と取り組みをさせていただきたい、そのように

思っているところでございます。 

○副議長（山戸 寛君） ４番山岡 力君。 

○４番（山岡 力君） 今、市長がお答えにな

りましたけれども、マイナンバーというものの

取り扱いは、やはり自治体でも、慎重を期して

行わなければならないやっかいなもので、先ほ

ど、簡易書留というお話もありましたけれども、

要らざる経費も、実際にはふえてくるわけです。

切手代もかさみますよね。 

 国の施策でありますので、一地方自治体の執

行部に批判を言うという気持ちはありませんけ

れども、先ほど出ました長ったらしい法律を略

しまして、いわゆる番号法という法令用語が市

長の口から出ました。 

 これに若干触れて、次に移りますけれども、

このマイナンバーなる法律用語自体が、そもそ

も存在をしておりません。この番号法なる法律

の目的というものは、国民全員に番号を付番し、

それをキーとして、行政機関の特定個人情報を

共有し合って、利用するのが目的であって、い

わば行政のためのナンバーということがいえる

かと思います。 

 行政機関は、個人番号を利用するために、規

則の変更を行います。税法につきましては、通

則法も変える、所得税法も変更し、税や社会保

障にかかわる申告書、届出書、申請書などの書

式も変更し、個人番号の記載欄を設けて、記載

を義務化をすると。 

 この義務というのは、今、言った義務は、行

政機関が個人番号を利用するための義務であり

ます。 

 ちなみに、番号法には、個人番号をつけられ

ることの受忍義務もなければ、提供義務の規定

もございません。事業者も、個人番号の利用に

関して、実施する施策に協力するよう努めると

ありまして、義務でもありませんし、したがっ

て、罰則もございません。 

 しかし、ここがおかしいがです。事業所が番

号を取り扱った場合に、この安全管理義務が生

じまして、違反には厳しい罰則が科せられると

いう、まことに陳腐な、きっかいな法律になっ
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ていることを、ちょっとつけ加えさせていただ

きまして、次の質問に移ります。 

 真新しい言葉なんですけれども、災害福祉と

いう概念に基づく、防災についての御質問なん

ですけれども、もう５年と９カ月ぐらいたちま

したでしょうかね、東日本大震災の当日、余分

なことかもしれませんけれども、私、散髪屋に

おりました。髪を切ってもらって、非常に眠気

をもよおしておりましたところ、テレビでこの

押し寄せる津波を見ました。 

 最初、ぴんときませんでした。しかし、すぐ

にハッといたしまして、これは信じられん、大

変なことになったというふうに思いました。 

 人間いうものは、あんまり、とてつもない現

象に遭遇しましたら、一種の防衛本能が出て、

一瞬、信じまいとするんでしょうかね。 

 あの地震では、人間が何メートルか飛んだと

いう話もございますし、窓からは、たんすや冷

蔵庫が飛んだという人があります。ちょっと、

想像できません。 

 阪神・淡路大震災のときは、かの暴力団の団

員が、食料や物資を懸命に被災者に届けて助け

たというお話も聞いております。余りの大規模

な災害が起きますと、人間の本性があらわにな

るということを聞いたことがあります。 

 人の善悪の見方やありようも、実は、我々の

認識をはるかに超えているのかもしれません。

それは、そのときになってみなければわかりま

せん。 

 さて、それはさておきまして、その後、熊本

地震、鳥取中部地震起こりました。ほかにも余

震が幾つも続いております。つい一昨日も、ま

た福島で揺れました。この地震大国日本のあな

どれない、険しい姿が露呈したと、こう思いま

す。 

 いつ中央構造線がゆがむか、南海トラフがう

なりをあげるか、そういうところへ来たと、私

も思いますけれども、市長の御認識もそれでよ

ろしいでしょうか。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 南海トラフ地震などの発生に対しての所見と

いうことの質問だというふうに受けとめました。 

 議員御指摘のとおり、阪神・淡路大震災以降、

日本は地震活動期に入っているという指摘をさ

れている中で、東日本大震災や、ことし発生し

た熊本地震や、そして鳥取県中部地震など、大

きな地震が頻発していると、そういうふうに、

実際、頻発しておりますし、そういうふうに感

じているところでございます。 

 そのような中で、ことし４月に発生しました

三重県沖地震は、南海トラフ付近で発生したマ

グニチュード６．５の地震でありまして、南海

トラフ地震の余震ではないかと、非常に心配を

いたしたところでございます。 

 中には、地震予知情報を公開している方もお

られますが、御承知のとおり、地震予知はでき

ないというのが、気象庁の見解でございます。 

 私自身、いつ南海トラフ地震が発生するのか

わかりませんが、いつ発生しても、そのときの

最善の対応がとれるよう、平素からの準備をし

ていくことが大切であろうかというふうに考え

ているところでございまして、まさしく議員お

っしゃるとおり、いつ地震が起きてもおかしく

ない、そういった時期に入ってきているのだろ

うというふうに思っているところでございます。 

○副議長（山戸 寛君） ４番山岡 力君。 

○４番（山岡 力君） ありがとうございます。 

 市長も、御認識、一緒でございます。 

 次の質問は、災害に関する法律のことですけ

れども、１９４７年と１９６１年に制定されま

した災害に関する法律は、どのようなものがあ

りましょうか。 
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○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 答弁をさせていただき

ます。 

 １９４７年と、それから１９６１年に制定さ

れた災害関連の法律は、どのようなものがある

かという御質問でございます。 

 まず、１９４７年、これは昭和２２年になる

わけですが、こちらにおいては、災害直後の応

急的な生活の救済などを定めた、災害救助法が

制定されており、次に１９６１年、こちら昭和

３６年になりますが、昭和３４年に発生いたし

ました伊勢湾台風を契機に国土及び国民の生命、

身体及び財産を、災害から保護するため、防災

に関して、必要な事項を定めた災害対策基本法

がございます。 

 以上でございます。 

○副議長（山戸 寛君） ４番山岡 力君。 

○４番（山岡 力君） 今の御答弁によります

と、これら二つの災害への対応に関する法律は、

非常に古いと。非常に古いときに制定されまし

て、近年のあらゆる災害の頻発を機会にして、

多少、手は加えられてきてはおりますけれども、

まだまだ不備は多くて、災害に苦しむ国民に寄

り添うものとは、到底なっておりません。 

 災害対策基本法とおっしゃいますのは、昭和

３６年の法律ですけれども、これはどっちかと

言いましたら、行政にとって重要な法律でござ

いまして、被災者にとって重要な法令が、この

昭和２２年の災害救助法といえるかとも思いま

す。 

 この災害救助法は、なかなか守備範囲が広い

法律でございまして、避難所の設置やその運営、

食事、日用品、寝具、それから家屋の応急措置

や仮設住宅の提供など、被災者の生活全体をバ

ックアップする法律であります。 

 後で市長もお答えになるとは思いますけれど

も、例えば、凍える体育館で長時間にわたって

雑魚寝が余儀なくされ、冷えたおにぎりと菓子

パンの配給、こんな状況は、先進国としてはど

うかと思いますけれども、とにかくこの

１９４７年制定の法律の不備がネックになって

いるのではないかと、こう私は思います。 

 まずは、自治体の被災者救助に対して、国費

が補助されるという、こういう制度になってお

りますために、自治体の負担がかさみまして、

熱心にやろうにもやれないというような側面に

もつながっております。 

 さて、こうした至らない法律のもとで、法令

上の制限では、市が発行する罹災証明が、半壊

という評定になりますと、仮設住宅に入居でき

ないと聞いております。 

 被災後、入居対象にならず、やむ得ず被災し

た自宅に、また舞い戻って、避難生活を余儀な

くされている人たちが、いまだに福島では数千

人規模で存在しているということでございます。

これは大きな問題になっておりますけれども、

これら在宅被災者を救うべき方法はないもので

しょうかね。 

 市長の御所見をお伺いします。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 発災後の住宅の被災者、住宅を被災された

方々に対する応急仮設住宅の捉え方について、

少しお話をさせていただきたいと思います。 

 災害救助法が適用となった場合、応急仮設住

宅の入居対象の一般基準では、家屋が全壊、全

焼または流失といったものであって、みずから

の資力では住宅を確保できない、そういった方

が、入居対象となります。 

 また、半壊であっても、住み続けることが困

難な状態や、避難指示の長期化が見込まれるな

ど、全壊相当の場合は、入居希望者との個別協

議によりまして、入居対象とすることもできる
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となっております。 

 東日本大震災の被災地では、半壊や、１階部

分が浸水した方など、劣悪な住環境で、長期間

生活された方々の報道を受けており、市として

も、住宅被災者への支援は必要であると認識し

ていますが、全壊相当の建物に住んでいる被災

者を、どのような基準で審査し、また入居対象

としていくのか、具体的に定めておりませんの

で、今後検討してまいりたいと、そのように考

えているところでございます。 

 現在は、そういったことが、具体的に定めら

れていない、そういったのが現状でございます。 

 以上でございます。 

○副議長（山戸 寛君） ４番山岡 力君。 

○４番（山岡 力君） 市長のおっしゃるとお

りで、現実はそうなってございます。 

 仮設住宅の入居条件というものがございまし

て、全壊または大規模半壊ということが一つの

条件になっています。 

 しかし、大規模半壊または半壊であっても、

これらの住宅を取り壊した場合や、諸事情で取

り壊しが確実な場合には、入居可能ということ

もできます。 

 しかし、被災者生活再建支援法での住宅への

支援というものは、あくまでも全壊か大規模半

壊が対象でございまして、半壊の解体には、も

うスズメの涙ほどの補助が出るだけでございま

す。義援金も半壊には出ません。 

 この生活再建支援法での法律の不備について、

国民の８割が改善を求めているという記事が、

２０１６年、ことしの９月１１日付の毎日新聞

にも載りました。公的支援が乏しい一部損壊世

帯への対応は、過去の自然災害同様に、大きな

問題になりました。 

 そこで、いろいろ、熊本県は義援金の配分対

象とすること、半壊の人にも決めました。自治

体独自の取り組みをせんと、国を待ちよったら、

話にならんというようなことで、鳥取県、兵庫

県では、基金や共済制度での独自策を検討と書

いてございました。毎日新聞ですね。 

 鳥取県のある担当者は、修理を諦めて、もう

親類宅などへ移る被災者がふえると。地域コミ

ュニティーは、もう完全に失われて、地域の再

生は、もう二度とできないというような、悲痛

な声も紹介されております。 

 各家屋の壊れ方云々、支援金の金額について、

一々申しませんけれども、後で触れますけれど

も、そうした大災害においては、広域での支援

と、協力体制の構築は欠かせないものと、今後

はなっていくと考えております。 

 そこで、法令上の制限では、市が発行する罹

災証明が、半壊という評定になりましたら、応

急仮設住宅に入居できないということでござい

ます。 

 そこで、次の罹災証明時の混乱についてとい

う質問になります。 

 発災後、罹災証明の審査業務に入りますけれ

ども、必ず起こるであろうところの審査への不

満、市民の苦悩、これについて、どのように対

処しますか、市長の忌憚のない思いをお聞きし

ます。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 御答弁させていただき

ます。 

 市長の忌憚のない話ということでございます

が、本当に難しい問題でして、答弁する私も、

本当に苦悩して答弁をさせていただいていると

いうことで、御理解願いたいと思います。 

 大規模災害が発生した際において、被災者支

援の各種手続上で、必要とされる、先ほど来、

あがっている罹災証明書。そういった罹災証明

書となりますので、その発行手続におきまして

は、人的、物的被害の、被害に遭われた市民の

方々の心情に寄り添う、そういった形の中、速
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やかに、かつ適切に対応していくことが最も重

要だと、そのように考えているところでござい

ます。 

 こういった証明書発行への対応が遅くなれば

なるほど、市民の方々へ係るストレス、そのス

トレスも大きくなってまいりますので、災害発

生時に、いかにスムーズに体制整備を図ってい

けるのか、平素から準備していくことが肝要で

あるというふうに考えているところでもござい

ます。 

 当市における証明発行時への取り扱いといた

しましては、先日の一般質問でもお答えいたし

ましたが、現在、災害発生時における家屋被害

状況を認定できる高知県住家被害認定士を、職

員の中から毎年、養成しているところでござい

ます。 

 なお、災害の規模によっては、近隣、近県市

町村への応援要請も必要となってくると考えて

おります。 

 いずれにしましても、被災者の方々の早期の

生活再建に資するためにも、遅滞なく証明発行

を行っていく必要があると考えております。 

 また、被災市民との間で起こり得るであろう

あつれきというお話がございましたが、この発

行時期の問題に加えまして、被災者の方々の想

定と、被害認定との相違が考えられます。 

 全壊、半壊等の被害認定に納得がいかないと

いうケースは発生すると、私も思っております。 

 さきの熊本地震におきましても、認定結果に

対しまして、多くの不服申立がなされているこ

とも承知しております。ただ、その際にも、最

初に申しましたが、被災者の方々に寄り添う中

で、事務的な対応とならないよう、十分な説明

を行いながら、必要に応じて、再調査を実施す

るなどしまして、結果に納得していただけるよ

うな対応を図ってまいりたいというふうに考え

ているところでございます。 

 非常にグレーゾーンといいますか、全壊にな

るのか半壊になるのか、そのちょうど中間的な

ところにおられる方々にとっては、非常に難し

い問題になってくるのではないかというふうに

思っておりますが、そのときも、しっかりとし

た形で、示してあげれるような、そういった形

を整えていくのが自分たちの仕事だと思ってお

ります。 

 以上でございます。 

○副議長（山戸 寛君） ４番山岡 力君。 

○４番（山岡 力君） 市長からは、何度も何

度も、市民の気持ちに寄り添う。誠心誠意頑張

るというようなお気持ちかとお察しします。 

 根本的に、それしかないかもしれません。し

かし、いざ大災害が起きますと、道義ではわか

っておりましても、現実の対処は想像以上に過

酷であろうということは、もう容易に頭に浮か

ぶわけです。 

 何せ大島のはいたか神社の石段の上から３段

目、これは宝永地震のことを指して言っていま

すけれども、あれが起こるというような、あっ

こまで来るということを見たら、もうこれは見

る影もないとこになるがじゃないやろかね。大

変なことになると思いますけどね。 

 さて、そこで、想定される地震がそこに迫っ

ているということで、災害福祉というものが、

最近、光を浴びるようになりました。市長は、

これをどのように御認識をしておられますか。

また、御認識の上、どう生かそうというお考え

でしょうか。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えさせていただき

ます。 

 災害福祉とは、まだ学術的な定義は確立され

ていないと聞いているところでございますが、

災害時に起こるさまざまな問題に、必要とされ

る支援が、被災者に届くこと、そのためには、
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災害対策と福祉の対策が組織的に連携され、包

括的な支援体制を構築することが、災害福祉で

あると認識をしているところでございます。 

 次に、災害福祉をどう生かすかの質問でござ

いますが、山岡議員御指摘のとおり、被災によ

るショックや、避難所生活などの環境変化によ

るストレス、また将来への不安等、心理的な反

応が生じてくることから、専門的な心のケア対

策は重要な支援となります。 

 具体的な支援としましては、発災直後より被

災状況の情報収集を行いまして、避難所及び在

宅者への保健活動を開始し、特に住宅者へのケ

アは、安否確認を初め、心と体の健康管理や、

医療に関する情報を提供し、また、生活環境の

調整や、生活必需品等の情報提供や、必要に応

じまして、医療福祉等、各関係機関へつなぐな

ど、こういった支援を行っていくこととしてい

るところでございます。 

 以上でございます。 

○副議長（山戸 寛君） ４番山岡 力君。 

○４番（山岡 力君） 今、市長が、被災によ

るショック、またなれない避難所生活でのスト

レス、将来不安への不安定な心理状態が講じる

など、辛い方たちへのケアの必要性ということ

に言及いたしましたけれども、まさにそのとお

りでございます。 

 発災後、生き延びた人たちの中で、この大規

模半壊、あるいは全壊に遭った人は、応急仮設

住宅への入居となります。１カ所に市民が集ま

るわけですから、被災ボランティアの皆さんは、

そこに行って、おいしいものを食べてください、

飲んでください、これは割合たやすくできる。 

 ところが、救助の手の行き届かない、半壊で、

あるいは一部損壊で、小さい子供を抱えて自宅

に帰って暮らしよる人については、これは救助

からも復興からも、一時離れざるを得ないと。 

 こうした人たちへの支援をどうするかという

ことが、災害福祉というふうに、私は考えてい

るんですけれども。 

 さて、これまで発災後の対応について、重点

的に質問をさせていただきましたけれども、や

はり災害直後の心構えですよね、これについて

も触れておきます。 

 全国のさまざまな災害の教訓を踏まえて、市

民が日ごろから、防災への備えを行うために、

市としては、どのような啓発、周知をしている

のか、また行おうとしておりますのか、市長の

御所見をお聞きします。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 災害への備えといたしまして、まずは、みず

からの身を守る自助、これが最も重要な要素で

あり、日ごろからの備えがないと、いざという

ときには、行動ができないというふうに言われ

ているところでございます。 

 市としましても、地域の避難訓練や防災講話

等を行う際に、自助の重要性を訴えるとともに、

地域での助け合いである共助の重要性に触れま

して、さらに住宅耐震化を進めることや、早期

避難率を高めることで、地震災害による被害を

最小限に抑えることができることなども、説明

をしているところでございます。 

 特に、早期避難率につきましては、県も重要

視しておりますので、地震発生時に大きな揺れ、

もしくは小さな揺れであっても長時間の揺れを

感じた場合、市からの情報を待つのではなくて、

先ほども言いました自助という言葉もございま

すが、みずから迷わず、迅速に避難することを

心がけるよう、周知しているところでございま

す。 

 みずから自分の身を守る、そういったことで

ございます。 

 以上でございます。 
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○副議長（山戸 寛君） ４番山岡 力君。 

○４番（山岡 力君） 気になることがもう一

つありましたけれども、これは昨日出ました、

傷病者の方もいらっしゃいますので、こういう

方たちのことも、忘れてはなりませんけれども、

しかし、いろいろと行政に、あれもこれもと、

こういうふうに要求ばかり、防災のことに関し

ては、今も市長も言われましたけれども、津波

てんでんこ、まず揺れたら逃げるしかない。自

分の命は自分で守るということが、もう一番や

と思います。 

 それと、益城町に視察に行かせていただいた

ときに思ったのは、向こうのあれは、議長さん

やったかね、市の職員も、自分の家が被災して、

めちゃくちゃになっちょうがによ。何カ月も何

カ月も役所へ詰めて、助けてくれたというお話

も聞いております。 

 そういうことを聞きますと、否が応でも胸を

打つ話になるんですけれども、あの発災時とい

うのは、もう人の心が、上下関係も恐らくない。

………………（発言一部取り消し）……………

……………一本になるということが一番やと思

います。 

 それで、最後の質問になりますけれども、災

害の２次被害というものは、深刻をきわめると

いうことが想定されますけれども、今後、この

保健師とか、福祉関係の人員、いわゆるマンパ

ワーの確保は重要と考えますけれども、雇用す

るには経費の問題もあるでしょう。この点、市

長の御所見はどうですか。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 災害時における健康２次被害は、避難所生活

など、環境の激変から体調を崩す、持病を悪化

させる、また精神的に追い込まれるなど、深刻

な事態が考えられますし、また、そういった報

道等も目にしています。 

 また、被災された現地に行って、そういった

お話も、実際聞いているところでございます。 

 こういった事態に対応するため、本市では、

保健活動マニュアルを作成いたし、被災後の住

民の健康及び生活環境を守るための活動を実施

することとしております。 

 活動の主となる保健師等は、発災直後、医療

救護活動に従事をし、その後、保健活動へ移行

します。必要なマンパワーにつきましては、被

災状況等により、保健福祉活動へ支援可能な保

健師や、関係職員等の体制を整備する中、保健

師等の派遣要請の必要性を検討いたしまして、

災害対策本部から、県へ支援チームの派遣を依

頼し、必要数の確保に努めることとしておりま

す。 

 絶対数が足りなくなるということは想定され

ております。そういった中で、どういった形で、

お願いをするのは当然なんですが、宿毛市とし

て確保していくのか、さらに研究を進めてまい

りたい、そのように考えているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○副議長（山戸 寛君） ４番山岡 力君。 

○４番（山岡 力君） ありがとうございまし

た。 

 災害対策本部から、県のほうへ支援チームの

派遣を依頼するとか、いうようなことがおっし

ゃっておりましたけれども、２０１３年、厚労

省から都道府県内の福祉支援ネットワーク構築

の通知というものが出ております。県は、これ

を受けまして、昨年度から検討を始め、今年度、

体制の検討を構築といたしまして、１１３万円

が予算化をされました。 

 災害時の福祉支援と申すものは、１番としま

しては、まずは福祉ニーズの把握、次いで、避

難者に対するスクリーニング、そして、直接支

援をするサービス提供と、こういう手順になる
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かと思います。 

 ２０１４年の災害対策基本法の改正を契機に、

各都道府県は、実情に応じた方法で、災害派遣

チームなど、マンパワーの確保を進め始めまし

た。 

 ２０１６年３月には、各都道府県の情報交換

会で、大規模災害時での都道府県間の相互支援

を踏まえた、全国統一ルールの策定、コーディ

ネート機能の必要性なども議論になったと聞い

ております。 

 こうした取り組みを見据えた、広域での支援

が、より重要になってくるのではないか。今後

も、災害防災について、中平市長の強いリーダ

ーシップを期待をいたしまして、質問を終わり

ます。 

 ありがとうございました。 

○副議長（山戸 寛君） お諮りいたします。 

 本日の会議はこの程度にとどめ、延会いたし

たいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○副議長（山戸 寛君） 御異議なしと認めま

す。 

 よって、本日はこれにて延会することに決し

ました。 

 本日は、これにて延会いたします。 

午後 ３時５０分 延会 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時０４分 開議 

○議長（岡﨑利久君） これより本日の会議を

開きます。 

 この際、議長より報告いたします。 

 山岡 力君より、発言取り消しの申し出があ

りましたので、この際、これを許します。 

○４番（山岡 力君） おはようございます。 

 昨日の私の一般質問の中で、表現が不適当な

ところがございましたので、「上下関係も恐ら

くない」の次から、「一本になるということが

一番やと思います」の前までの発言につきまし

て、取り消しをお願いいたします。 

 よろしくお願いします。 

○議長（岡﨑利久君） お諮りいたします。 

 ただいまの発言取り消しの申し出を許可する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、山岡 力君からの発言取り消しの申

し出を許可することに決しました。 

 日程第１「一般質問」を行います。 

 発言を許します。 

 １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） おはようございます。

１番、川田栄子、一般質問をさせていただきま

す。 

 台風１６号の検証についてでございます。 

 私は、一般質問を行うに当たり、私の立ち位

置は、常に市民の側であります。市民の目線で

行ってまいります。執行部の方、また職員の皆

様、どうぞ正しい思いで、市民の幸せを願う思

いを込めて、私の気持ちを、耳を傾けてくださ

い。 

 課題の生まれる現場からは、耳ざわりのよい

ことばかりではありませんが、その問題を具体

的に解決していくことが重要であります。それ

が政治であります。 

 それでは、質問のほうへ入らせていただきま

す。 

 ９月２０日の台風１６号は、多くの被害を残

しました。国道５６号線沿いの住民、山田、平

田で４３戸の床上浸水と、多大な被害を受けま

した。 

 なぜこの被害が起きたのか、防げなかったの

か、検証は次につなげるためにも、重要である

と考えます。 

 アメリカでは、ハリケーン等で多くの災害が

あるたびに、災害に対する事後検証制度があっ

て、この成果が法改正や、新たな改善につなが

っております。山田地区で３４戸と多数の床上

浸水がなぜ起きたか、なぜ救えなかったのか、

行政としての検証結果をお伺いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） おはようございます。

それでは、川田議員の一般質問にお答えをさせ

ていただきたいと思います。 

 まず、国道５６号沿線水害の原因は、何と考

えるかということでございます。 

 中筋川は、河床勾配が緩やかでありまして、

四万十川本川水位の影響を受けるため、洪水の

発生が顕著な河川になっております。 

 今回の台風１６号では、山奈雨量観測所での

総雨量が４６６ミリメートル、日雨量では、昭

和２５年の観測開始以降、最大の３５２ミリメ

ートルを記録しておりまして、一時的に大量の

雨が降ったことが原因であるというふうに考え

ているところでございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 台風シーズンには、昔

から国道沿い住民は、辛い体験を重ねてまいり

ました。その問題の解決を必要としている人が、

ここにたくさんいらっしゃいます。そういうこ

とで、国、県、市、消防署も、それぞれの対策
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で、役割を担っているところでございます。 

 それぞれがうまくいっていれば、大きな問題

は起きるはずはありません。今まで、水害が起

きたことがないところまで広がっております。

天気の早い回復、気にかかった住民の言葉、幾

つかの疑問が、私の行動を起こさせました。 

 １２年前の平成１６年には、大きな台風があ

り、データを集めてみました。雨量は、山奈雨

量観測所でございます。 

 １６年１０月には、４０８ミリ、床上浸水が

２９戸、床下浸水５２戸、浸水面積は４３３ヘ

クタール。１７年９月には、５９９ミリの雨量、

床上浸水が１９戸、床下浸水が４８戸、浸水面

積４９０ヘクタール。２６年８月には、

３９９ミリ、床上浸水が９０戸でありますけれ

ども、山田はありません。平田は２戸です。多

くは具同がつかっております。床下浸水は

２８戸、浸水面積は４０５ヘクタール。２８年

９月、市長がさっきおっしゃいました、

４６６ミリ、床上浸水が４５戸、多少、統計に

よって差がありますけれども、宿毛市では

４３戸と出ております。床下浸水が４９戸、浸

水面積が６９４ヘクタールであります。 

 １２年前の平成１６年台風のその後の台風は、

対応が最も早かったと、住民の話がありました。 

 中西体制のときでありました。 

 時は移ろい、人生も変わり行くものであって

も、行政の使命は変わるものではありません。

色あせることなく、住民の暮らしの安心安全に

傾注していくことであります。 

 さて、聞き取りの中で、検証を進めてまいり

ました。 

 ９月１９日夜、雨は降りましたが、夜明け前

からは小康状態で、９時ごろには薄日が差し、

天気は大きく回復いたしました。 

 国道沿いの住宅の浸水は、夜になっても水は

引きません。２１日の朝４時過ぎに通行可能と

なりました。２０日の朝４時３０分に、住民が

山田川へ行って水位を確認しております。６時

過ぎに行くと、水位は随分高くなっていたとい

うことでございます。そのとき、市の職員２人

が、山田川へ確認に来ております。 

 国道は通行可でありましたが、一風前の水田

は一面海の状態で、農免道路の低い部分は冠水

していました。 

 山田川は、６時３０分ごろ、水位は高くなっ

ていましたが、余裕はまだあったと聞いており

ます。６時３０分には、手代岡の樋門は閉じた

とのこと、ポンプ場へ伝えております。 

 山田川が増水し、決壊のおそれと判断したの

でしょう。山田川は、８時ごろ、３００メート

ルにわたり越流いたしました。８時１５分に、

国交省の指示で、有岡のポンプがとめられまし

た。そのとき、国交省は、市の土木課のほうへ

電話を入れています。市は、国交省の要請に対

し、どのような対応をされたのか、説明を求め

ます。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きますが、お答え前に、平成１６年からの、い

ろいろと総雨量等だとは思いますが、数字を並

べていただきました。少し確認の必要があるの

かなというふうに思いますが。 

 こちらのほうが、少し、日雨量なのか総雨量

なのか。また、どれだけの時間の間に、どうい

うふうな形で降られたのか、そういったのが非

常に関係してくる、そういったデータでござい

ますので、そのあたりに関しましては、また後

で検証させていただきたい、そのように思うと

ころでございます。 

 ちなみに、今回の台風１６号は、午前４時か

ら５時間で、約２７０メートルという、大変短

期間で、大変大きな雨が降っているという状況

でございます。 
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 私のほうも、ちょっと訂正をさせていただき

ます。 

 ４時からの５時間で、約２７０ミリメートル

ということでございます。 

 それでは、答弁をさせていただきたいと思い

ます。 

 ９月２０日の午前８時ごろ、国土交通省中村

地方整備局の中村河川国道事務所から、宿毛市

のほうへ電話がございました。 

 内容は、中筋川の水位が、計画高水位を越え

そうな状況でありまして、堤防決壊の危険性が

高まったために、この堤防決壊というのは、中

筋川の堤防でございます。高まったために、四

万十市の国の管理をする排水機場は、運転を停

止ているということでございました。 

 そして、宿毛市管理の山田排水機場の運転を

停止して、中筋川の水位上昇を抑えるために、

協力をしていただけないかといった協議の内容

だというふうに聞いております。 

 そして、本市のほうからは、内水被害が出て

いる状況でございましたので、内水被害を防止

するため、協力するのは困難であるというふう

に返答したところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 私たちの説明の中でも、

市長はポンプを回し続けたとの説明を伺ってお

りますので、内容に狂いはございません。 

 ３番目の、雁ヶ池の樋門について、お伺いい

たします。 

 雁ヶ池川沿いの住民は、７時ごろは余り変化

があると思わなかった。余裕もかなりあったこ

とを確認しています。朝食後、７時４５分、一

風前の水田の確認に行った後は、荷あげを始め

ています。冷蔵庫をビール台の上に、ようやく

上げた８時過ぎ、隣人が道路へ水が来始めたと

知らせてくれました。 

 雁ヶ池川から水路へ入り、道路へあふれ出し、

そのうち雁ヶ池川全体の水位も高くなり、越流

し、どんどん住宅へ入った模様であります。 

 両方から攻められ、水位が一気に高くなり、

２階へ避難した後、１階は川のようになり、冷

蔵庫は横倒しとなり、大きな音を立てて流れて

いったということでございます。 

 水が引いた後、水位を確かめると、庭のとこ

ろで１３０センチありました。別の川沿いの住

民も、７時過ぎは余り変化は見られないと、同

じ確認をしていますが、８時前後に、津波のよ

うに勢いよくさかのぼってくる水を見た、怖か

った。初めて見たと話しています。 

 山田の奥の天神のほうでは、早朝はそうでも

なかったけれども、川の水がどんどんふえ、低

いところは道路を越流し、倉庫へ入る寸前まで

水が来たと話しております。 

 夜中に降った水が出始めたことでありましょ

う。その水は、山田川へと流れていくのであり

ます。 

 気になるのは、雁ヶ池川をさかのぼる水の疑

問であります。 

 まさかと思って、現場へ行ってみました。樋

門の水の跡と、コンクリートについている水の

位置が、同じ線上にあり、その線は、延長する

と、国道はガードレールの高さにまで来ていた

水位と一致するものであります。 

 別の資料で、１７年の台風に同場所の樋門が

写っています。比べてみても、明らかに２８年

度は閉まっていません。市が管理していると思

っていたので、問い合わせると、樋門の管理は

採択していないとわかりました。 

 県土木幡多宿毛事務所へお聞きしました。現

場へ来たのは、水が引いてから、とのことであ

ります。 

 当時の区長に話を伺うと、管理の責任までは、

責任がもてない。人選の提供はすると伝えてあ
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るとのことでありました。 

 市が樋門採択を県へ返した説明を求めます。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 山田地区の雁ヶ池川にある樋門の管理につい

てということでございます。 

 雁ヶ池川は、高知県管理の河川でありまして、

樋門の管理者も高知県で、幡多土木事務所が地

元に委託をしているところでございます。 

 この樋門につきましては、平成２０年までは、

高知県が宿毛市に委託をしまして、宿毛市が地

元に再委託をしておりましたが、同年から、宿

毛市の機構改革に伴いまして、事業の見直しを

行い、高知県と協議した結果、河川管理を担当

する幡多土木事務所で管理を行うこととなった

経緯があります。 

 樋門の管理が適切であったのかの検証は、管

理者である高知県が行う必要がありますが、水

害を防止する上では、先ほど、議員のほうから

もおっしゃられたとおりでございます。国、県、

市が、それぞれの役割を果たすことが重要と考

えますので、今後も国、県と連携いたしまして、

台風等に対応していきたい、そのように思って

いるところでございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 昔の樋門は板でつくら

れており、外の水がふえると閉まり、外の水が

引くと開いて、通常の水路としての役割を目的

とした存在でありました。 

 ４６年に、川の改修で樋門は板から、今のよ

うに大きなものへとなりました。整備されてい

るものが、マニュアルどおり順守されていなけ

れば、想定される効果をあげていないのは当然

であります。 

 １６年、１７年にも大きな水害が出ているが、

水門は閉じられております。今回ほど大きな被

害は出ていません。検証していく行政であるの

は、当然のことであります。 

 今回、樋門がおりてないことの整合性の疑問

を、中村事務所へ回答を求めてきました。 

 自然災害をなくすことはできないにしても、

減災として、同じ過ちを繰り返してはいけない。

住民の辛い体験を、意味のないものにしてはい

けない。なぜ救えなかったのか、どうしたら救

えたのか、このことは県も市も議員も、共通認

識とするものであります。 

 たとえ検証結果が非難されるものであったと

しても、次へつなげていかなければなりません。

事の重大さから、事実を明らかにすることで、

住民を救える方向へ進めるのだと、受けとめて

ください。 

 １２月８日、中村宿毛事務所から４人がいら

っしゃって、報告を受けました。樋門の整合性

の判断はわからない、と責任回避で終わりまし

た。 

 中村事務所の濱田チーフは、これからの堰ど

め対策、国交省、宿毛市、消防署、また地元消

防団との協力要請をして、しっかり連携してい

くとの回答でありました。 

 県中村事務所から連絡が入ると思いますが、

そのうち入ると思います。水害地域の住民を守

るには、役割分担が結集しなくては、効果を出

せません。市は、県は、消防署は、消防団との

連携の見解を、市長に求めます。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 議員のほうからもお話がありました、みんな

がしっかりと考えていかないといけない、そう

いった問題だというふうに思います。 

 私自身も、市議会議員の時代に、西のほうで

はありますが、同じように、きのうも質問に出

ていました、住宅の床下であるとか、あと道路

の冠水ということで、雨が降っている最中に、
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車で現地を見に行って、自分の車が水没して、

逆に御迷惑をおかけしたというときもありまし

たし、また、市役所、当時、危機管理課なかっ

たわけですが、災害対策本部が立ち上がると、

そちらに押しかけてきて、あそこの道がつかっ

ちょう、つかりそうやとか、そんな話を市の職

員に話をして、またそこを見に行っていただい

たりとか、いろんなことをしてきた本人でもあ

りますので、川田議員の気持ちはよくわかりま

す。 

 本当に今回の水害、自分が地元議員として何

ができたのか、どうすべきだったのか、そうい

ったことを自問自答しながら、きっと本日の質

問になっているんだと、そのように推察すると

ころでございます。 

 先ほど来、お話にもあります、国、県としっ

かりと連携をもって、地元の消防団とも連携を

もって、そして当然、議員の皆さんとも連携を

する中で、情報を共有しながら、しっかりと対

策に努めてまいりたい、そのように思っている

ところでございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） ４番の国道の堰どめに

ついて、お伺いします。 

 自然災害の役割をゼロにはできないので、減

災の方向へとかじを切っている現状であります。

原因は、すっかり究明しなければなりません。

水がどこから来たのかの方向は、重要でありま

す。次の対策の、最も重要な情報であるからで

す。 

 旧国道のときから、伊与田組のところの国道

の両脇に石柱があり、そこには、溝がつくられ

てあるので、堰を落とし込むという細工が仕掛

けられてあります。新国道にも同じようにあり

ます。 

 このたび、私も初めてこのことを知ることに

なりました。平成１６年１０月の台風まで行っ

てきましたが、１７年に国道をとめることはあ

りませんでした。なぜ使われなくなったのか。

山田の消防屯所に今はしまわれてあります。 

 今回の１６号台風は、停車場から一風への流

れであります。複数の人が、西から東へと流れ

を確認しています。これは、あってはいけない

流れであります。だとすると、山田の堰どめは、

逆効果になります。 

 当時の消防団団長にも話を聞いてまいりまし

た。何かいざこざがあったようです。使用済み

の堰を、道路の脇で干していたら、のけるよう

に言われたりとか、その翌年から行ってないと

いうお話でありました。このことは、１１月

１日、国交省のほうへ、中村事務所へ行ってま

いりました。 

 なぜこの堰をとめられることがやめられたの

か、その原因を聞きたくて行ってまいりました。

そして、再びできるように、要請も行ってまい

りました。 

 この１２月５日に、国土交通省中村事務所か

ら電話が入り、地元消防団とのやりとりがあっ

たのは、道路管理をしている古津賀の出張所と

のことでありました。 

 国交省中村事務所としては、そういうことで

あるなら、堰はしないといけないと、一致して

いるという御返事をいただきました。文書を高

松の本局へ送ってあるので、返答が来たら、市

のほうへも来ると思います。消防のほうへも来

ると思います。この仕掛けは、全国でもまれな

ようだと聞いております。 

 国交省の理解の中で、住民を守る対策が復活

することになりました。恐らく希望はかなえら

れると思います。 

 宿毛消防署、地元消防団の連携は欠かせませ

ん。市長の御見解をお願いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ
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きます。 

 山田地区の国道５６号の堰どめということで

ございます。場所としては、地図を見ないと、

なかなかわからないところではあるとは思いま

すが、レストラン一風の少し西側のところにな

るところでございます。 

 先ほども申しましたが、中筋川は、洪水の発

生が大変顕著な河川でございまして、山田地区

は、台風等により、洪水被害を受けておりまし

て、本当に地元の皆さん、苦労されている、そ

のことは重々わかっております。 

 その被害低減を図るため、国道５６号に、堰

どめの施設をつくりまして、堰どめをするため

の角材、先ほど議員のほうからもお話ありまし

たが、この角材を、山田分団が管理してきた、

そういった経緯がございます。 

 今回の台風１６号では、午前４時からの、先

ほど言いましたが、５時間で約２７０ミリメー

トルの豪雨で、内水位の上昇が早かったため、

堰どめの施設を活用できなかったと、消防団の

ほうから、私どもは聞いているところでござい

ます。 

 活用につきましては、水害を防止する上で、

山田分団が必要と判断したときは、この施設を

活用していただきたい、そのように考えている

ところでございますが、先ほど、議員のほうか

らもお話がありました、どういった状況のとき

に、どういった使い方をするのか、そういった

ことも、しっかりと市も間に入って、当然、県、

国とともに、お話をさせていただきたい、また

検証する必要があるというふうに考えていると

ころでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） できることは全てやり、

絶えることのない自然災害から、住民の安心安

全に、積極的に取り組んでいただきたいと思い

ます。 

 続きまして、５番の平田地区の水害対策です。 

 中筋川の増水による国道５６号線沿いの平田

地区でも、国道冠水、住宅も９戸が大きな被害

を受けました。 

 この平田地区の水害地域でありますが、なぜ

起きたか、どのような防ぎ方ができたのか、今

後の災害対策に生かすため、検証はできている

のか、お伺いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 平田地区の水害についてでございます。平田

地区におきましても、大変な水害が起こりまし

た。 

 今回の台風１６号では、コンビニエンススト

アや、ホームセンターなどの店舗を含めまして、

床上浸水９件、床下浸水２２件の被害が発生し

ております。 

 平田地区も、山田地区と同様に、過去に水害

被害がたびたび発生しておりまして、台風

１６号による大量の雨が降ったことが、水害の

原因であると考えているところでございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 芳奈川の堤防の認識に

ついて、お伺いいたします。 

 国道を越流し、天下茶屋、コメリ、筒井病院

に至る水害地域は、ヤイト川と芳奈川が合流し

て、中筋川へ流れる地点の、ヤイト川や中筋川

の堤防に比べて、芳奈川の堤防が極端に低いこ

とが大きな原因と、複数の住民が話しておりま

す。 

 現場の確認もしてまいりました。水門はつい

ているが、閉じても、堤防が低いことで、すぐ

越流していくのであります。 

 県には、住宅を守る災害対策として、堤防の

かさ上げは必要だと伝えますと、芳奈堤防の低
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いことは、宿毛市でも承知しているとのことで

ありました。説明をお願いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 説明ということなので、少し丁寧にさせてい

ただきたいと思います。 

 芳奈川の堤防についてでございます。河川管

理者である高知県幡多土木事務所宿毛事務所に

よりますと、芳奈川の堤防は、中筋川の水位が

上がって、芳奈川の水が中筋川にはけなくなっ

た場合、要するに下に流れなくなった場合に、

芳奈川上流部の浸水被害を防ぐために、これま

では工事をしていなかったという御説明でござ

いました。 

 こういった形になるんですが、このピンクの、

これが芳奈川であります。それで、こちらのヤ

イト川と合流する、ここのところのお話を、今、

川田議員言われているんですが、実際、合流し

たら、すぐ中筋川と、今後合流するということ

で、実際、ヤイト川に合流するんですが、ほぼ

中筋川に合流するというような形になっており

ます。 

 合流したら、すぐ中筋川という形になってい

ます。 

 そういうことですので、こちらに流れなくな

った場合に、堤防をかさ上げてしまうと、結局、

上部、上のところが浸水被害がふえると。上の

ほうの水位が上がるということでございます。 

 それで、一体的な整備が必要ということで、

この後、また質問があると思いますので、そち

らのほうで説明をさせていただきたいと思いま

す。 

 中筋川の水位を下げるのが一番肝心、肝要だ

というふうなことでございますが、この中筋川

の水位を下げるために、横瀬川ダムの建設が、

国によって進められているところでございまし

て、先月１３日には、ダムの起工式がとり行わ

れまして、平成３１年度完成の予定でございま

す。 

 この横瀬川ダムが完成すれば、約６０センチ

メートル、中筋川の水位を低下させることがで

きます。今後も、国、県、市が連携いたしまし

て、治水安全度の向上を図っていかなくてはな

らないというふうに考えております。 

 まず、現在、建設中の横瀬川ダム、こちらの

建設に向けて、しっかりと国、県のほうにも連

携して、要望活動をしていきたい、そのように

思っているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 今、ダムの話が出まし

たので、ちょっと住民の方も、中筋川の越流と

か、かさがふえたのは、ダムのせいだとか、放

流したとか、どうとかこうとか、皆さん言って

おりますので、私もダムのほうへ行って確かめ

てきました。 

 ダムができたから、もう来年からはつからん

ぞと、住民の皆様は、本当にダムができたこと

で喜んでいました。でも、その翌年、つかりま

した。 

 ダムの認識も、非常に皆さん、徹底しており

ません。住民の皆さんが徹底しておりませんの

で、今度は三原のほうに、たくさん降ったとい

うことで、その分がこちらのほうへ来たのでは

ないかということを言われる市民の方もいらっ

しゃいますので、確認してみました。 

 三原は降っても、１０％はダムのほうへ来る

けれども、あとの残りは、全部清水川のほうに

入るんだと。そして、ダムのほうには、黒川か

ら水が６０％で、それから三原から来るのは

４０％ということですので、さほど影響はない

し、あのダムは、排水する穴が、普通のところ

よりは高いところについているので、そこが満
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水になるのには、非常に時間もかかって、かな

りの雨は支えられるということであります。 

 だから、ダムに対しても、住民の皆様には、

きちんと説明をしていくことが重要であるかと

思います。 

 それで、芳奈川の堤防のかさ上げについて、

質問をいたします。 

 県土木宿毛事務所は、先ほど、市長が言われ

ましたように、あそこをかさ上げすると、上流

へ上がっていきますので、芳奈川の住宅のとこ

ろまで、水が行くかもわかりません。でも、そ

うかといって、平田地区の水害を救っていかな

ければなりませんので、芳奈川の堤防のかさ上

げについて、宿毛土木事務所はどうなんだとい

うことをお伺いいたしました。 

 ポンプとセットでかさ上げをと話しますが、

住民の皆様は、ポンプは要らないだろうという

御意見でございます。 

 住民の皆様は、ほとんどの方が、かさ上げだ

けで十分だと。内水はそんなに多くはないので、

耐えられるだろうということでありますが、宿

毛事務所としては、ポンプとセットでかさ上げ

をといっております。 

 老人施設等もふえて、施設では、１階の利用

者を早目に２階へ移動したことでありましたが、

環境も変わっていく中で、現状の効果の向上を

意識せず、同じ結果を繰り返しています。住民

生活の安心安全を守る使命に基づいて、現状か

り抜け出るためにも、対策を、自治体として看

過すべきではない、課題の存在ではないかと考

えております。 

 御所見をお伺いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 ダムの広報に関しましては、しっかりと取り

組んでいきたいと思っております。川田議員お

っしゃるとおりでございます。 

 平成２７年２月２０日に策定された渡川水系

河川整備計画によりますと、芳奈川の堤防整備

は、ヤイト川との合流点から１．１８キロメー

トル区間で、築堤及び護岸の工事を計画してい

るところでございます。 

 県の宿毛事務所によりますと、現在、ヤイト

川の河川改修事業を進めておりまして、芳奈川

は、ヤイト川の進捗を見ながら、事業着手時期

を検討していきたいと、そのように聞いている

ところでございます。 

 ですので、かさ上げ工事に伴う内水問題や、

そして先ほどお話させていただきました、上流

部住民への説明等、高知県とも十分協議しなが

ら、慎重に取り組んでまいりたいというふうに

考えているところでございまして、議員おっし

ゃられる平田地区の皆さん方の御意見も聞きな

がら、取り組んでまいりたい、そのように思っ

ているところでございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 県の事務所のほうでも、

ポンプとセットであれば、芳奈川の堤防のかさ

上げは行っていかなければならないところまで、

話は進んでおりますので、ぜひポンプのほうは、

市の役目でありますので、また前向きに考えて

いただけたらと思います。 

 住民の声を受けとめ、検証し、住民と地元自

治体とが、県が一体となって、優先順位も見直

しなどを行い、住民の声の代弁者となって、声

をあげてください。 

 よろしくお願いいたします。 

 続きまして、８の被災後の対応について、お

伺いいたします。 

 被災者の対応の検証も大事な仕事であります。

温暖化現象は、これから３０年続くと、気象庁

の話であります。集中的な雨の降り方が、どこ

に起こるかわからない。１６号台風は、はるか
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土佐沖でありましたが、地域的に集中した雨の

降り方と、温暖化現象は無関係ではありません

でした。 

 ことしの台風上陸数は６個目、９０年、

９３年に並んで、タイの多さであります。８月

末、岩手県岩泉町を襲った台風１０号は、

２０人の死者、３人はまだ行方不明であります。 

 各地の災害を踏まえ、行政からの情報発信が

早目になっているのは、人命第一に考えている

意味があるだろうと、理解をしております。 

 宿毛市でも、１９日、１６時３０分に防災対

策本部を設置いたしました。避難勧告は、

２０日４時５分、避難指示は６時５分、その後、

エリアに緊急メール速報を送ったとのことであ

ります。 

 防災行政無線で発信したのかどうか、お尋ね

いたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きたいと思います。 

 台風１６号襲来時の避難勧告等を発令する際

に、音声放送はしたのか。また、聞こえないと

いうお話もありましたかね、少し、私、答弁の

ほうをさせていただきたいというふうに思いま

すが。 

 ちょっと済みません。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 大変失礼をいたしまし

た。少し先の答弁をしそうになりました。 

 したのかということでございますので、今回

は、避難勧告等を発令する際、防災情報伝達シ

ステムによる音声放送を行っておりまして、今

回の台風１６号の襲来時も、９月１９日の避難

準備情報から９月２０日の避難勧告指示解除ま

で、宿毛市防災アプリやエリアメール等で配信

するとともに、音声放送を行ったところでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 防災行政無線は、聞く

努力なしには聞こえづらいと、市民の評判はよ

くありません。 

 四万十市でも、同じ悩みがあり、対応として、

直通ダイヤルを設けてあり、回線へつながると、

自動録音が流れる仕組みで、市民にも喜ばれて

おります。回線の増設など、考えているとのこ

とであります。 

 宿毛市では、この直通ダイヤルのこと、どう

考えておられますでしょうか、御所見をお伺い

いたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 直通ダイヤルというお話ですが、電話応答サ

ービスということで、お答えをさせていただき

たいと思います。 

 御提案というふうにお聞きいたしました。屋

外子局から、放送された内容を録音したものを、

電話を通じましてお聞きいただけるサービス、

いわゆる電話応答サービスにつきましては、既

に導入している自治体もあるようでございます

が、まずは、整備したばかりの防災情報伝達シ

ステムをしっかりと運用いたしまして、防災ア

プリの登録者数をふやしていく中で、今後、本

システムの補完ができるような仕組みを、電話

応答サービスも含めまして、さまざまな観点か

ら検討してまいりたい、そのように考えている

ところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） ほかの近隣市町村にも

お伺いしましても、ＩＰ電話とか、ケーブルテ

レビの関係で、限定地域へ防災無線に接続でき

るなど、自宅なら聞き取りはできるが、ＩＰ電
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話がない方はだめで、また外にいるときは聞こ

えないとか、一長一短ございまして、さまざま

な方法の手段をとっております。 

 有線放送へつなぐとか、さまざまありますけ

れども、今度の災害で、住民は一気に水が来た

と。情報も入らず、どうする間もなかったと、

住民の声であります。 

 職員は、６時ごろ、山田川へ水位の確認に行

っております。浸水地域にとって、避難準備の

ためにも、街宣車で国道沿いを広報できたら、

正確な情報保障になるのではないかと、御提案

申し上げます。 

 防災等の基本について、お伺いいたします。 

 災害は、住まいや暮らしを奪い、場合によっ

ては、命さえ奪いかねないが、最も大きな課題

は、災害によって、もともと地域にあった、普

通に暮らすという生活者としての条件を奪った

ということであります。 

 きめ細やかな対応を行うためにも、住民と最

も距離の近い基礎自治体の役割が重要でありま

す。 

 被災者の声を聞き取りしてきました。この中

の、課題に向き合い、次へとつなげていただき

たい。 

 Ａさんは、玄関で９５センチの水位でありま

す。畳をあげようと、７時ごろ始めましたが、

終わらぬうちに、一気に水が来た。手伝ってい

た嫁は、来てくれた船で、裏の自宅へ帰った。 

 １０時ごろ、この現地を見に来てもらいたい

と市へ電話を入れた。職員は行けれん。水が引

いたら消毒に行く。Ａさんは、船も出ているの

で、１回、現地を見てくれと言った、が同じ返

答だったとおっしゃっています。 

 １７年に山田の堤防が決壊いたしましたが、

床下でとまっています、と話してくれました。 

 Ａさんは、家の中に一気に入った水に途方に

くれ、家の中は濁流でいっぱい、悲しい思いを、

自分だけではなく、近所も皆そうである。その

ことを、市の職員に見てもらいたかったと思い

ます。 

 とにかく見てもらいたかった、というお話で

あります。 

 家の中へどんどん濁流が入ってくる経験をし

た方は、私を含め、職員の中にも多くはありま

せん。その人の大変な思いに寄り添うことはで

きるはずであります。行けれんという言葉が適

切であったか、たとえ現状はそうであっても、

災害対策本部を立ち上げたそのときに、災害を

迎え撃つ備え、意識が十分であったのか、その

ことが試されています。 

 防災等の基本は何かが、改めて問われており

ます。 

 市長の御見解をお伺いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えさせていただき

ます。 

 まず、街宣車の件につきましては、今後、消

防団の消防車両等により、広報活動も検討して

まいりたい、そのように考えているところでご

ざいます。 

 災害に対応するために、職員はどのような意

識を持つべきかというふうな御質問だったと思

います。 

 まず、災害発生時におきまして、的確な災害

対応に当たるため、宿毛市職員初動マニュアル

の中で、職員は次の点について、心構えを持っ

ておくことと定めております。 

 まず、一人一人が公共の秩序を維持し、市民

の生命、身体及び財産をあらゆる災害から守る、

という重要な役割を持っていることを自覚する

とともに、災害時には、みずからの職務を遂行

する必要があることを、平素から、家族や周囲

の人に理解してもらい、自宅の防災対策等もし

っかりとしておくこと。これらを踏まえた上で、
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職員は、災害時の担当業務や参集体制等を、し

っかりと把握し、職種にかかわらず、災害時に

は、非常時優先業務に従事して、一日も早い復

旧を図ることとしているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 被害者のケア、制度的

な支援について、お伺いいたします。 

 Ｂさんは、玄関で９８センチの水位でありま

す。 

 Ｂさんは、地区長さんで、被害者であります。

市からの電話を、妻が受け取りました。内容は、

親戚へ避難していた方が、ごみ出しがおくれた

ので、２日間のごみ収集に間に合わなかったの

で、地区長がしてくれとのことだったというこ

とであります。 

 妻は、その住民が高齢者であり、面倒をみて

あげなくてはならないと思い、「はい」と返事

を入れました。 

 夫が帰ってきて、ひとどころではない、自分

ところも水の被害を受けている。今、同業者が

応援に来てもらっている状態だ。ひとどころで

はないと、夫婦げんかの始まる状況から、妻は、

市へ電話を入れました。 

 高齢者で、その方は私としても助けてあげた

いが、私も今、人のお世話になっているので、

できない。どうかその方を助けてあげてほしい

と、話したとのことであります。 

 その高齢者は、床上浸水は初めてのことであ

ったようです。地区長さん御夫婦は、とても善

良な市民であります。みずから被災していなけ

れば、この住民に手を差し伸べることを、どう

して拒むことができたでしょう。心を痛めなが

らも、引き受けられない電話をしたことでしょ

う。 

 そして、地区長は、車を出しおくれ、２台も

つけてしまいました。被災した住民も、それぞ

れ多くの人の支援を受けて、できることの範囲

で、主体的な近いを発揮して、行動を起こして

おります。 

 ごみ収集を地区長に頼めば、公的責任を放棄

するのか、市民に負担を押しつける内容であり

ます。 

 御見解をお伺いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 川田議員の質問にお答

えをさせていただきたいと思います。 

 特別収集というのを、２１日、２２日の２日

間、実施をさせていただいたところでございま

して、その特別収集を終了した後に、追加要請

ということがあったように聞いております。 

 それにつきましては、次々とごみが搬出され

る懸念があったことから、お断りをしたところ

でございまして、どうしても搬出ができないと

いう方がおられましたので、その方のことを地

区長さんに相談をし、手助けができないかとい

うことを依頼したものでございます。 

 しかしながら、地区長も、今、川田議員おっ

しゃったとおり、被災世帯でありましたので、

手助けをすることが困難な状況でありました。

結果、御迷惑をおかけしたことに対しましては、

本当に申しわけなく思っているところでござい

ます。 

 そういった件につきましても、検討課題に含

めまして、今後、生かしていきたい、そのよう

に考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） エの被災者のごみの収

集について、お伺いいたします。 

 Ｃさんは、玄関で１２０センチの水位でした。

２日間のごみ収集で、多くを済ませたが、ごみ

は後から後から出るもので、市へ電話を入れる

と、あした行くとのことでありました。 
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 しかし、その日は、高齢者で出しおくれたご

みだけを積んで帰りました。後から出たごみを

積んでくれと言ったら、２日間でごみ収集が終

わった。ごみ処理場は土日あけておくので、隣

同士協力をして、捨ててくれとのことでありま

した。 

 では、トラックがない、貸してくれないかと

言うと、今後の参考にするとの一点張りで、何

度も、積んでくれとの会話には応じませんでし

た。 

 無事収集終わった、各自助け合うてやってく

ださい、ごみ処理場はあけておくから、の繰り

返しであります。 

 親戚のトラックは、稲刈り時期で、トラック

には機械が乗せてあり、借りることはできず、

苦労したとのお話であります。 

 運転手はいるが、トラックがない。何度言っ

ても、返ってくる言葉は同じで、被災した市民

は、救われたのでありましょうか。 

 災害に遭っても、市長初め、知恵を駆使しな

がら、きめ細かい施策が行われているか、検証

が重要であります。何より、市民の目線に立っ

て、市民とともに歩もうとされている姿に、

人々は、不十分であっても満足をおぼえていく

のではないでしょうか。 

 被災後のごみの収集と、隣接市町村で聞くと、

個人で捨ててくれではなく、できるだけ職員が

時間を見て行く。委託業者に頼む。後になると、

通常の集積場所へ持ち込んでもらう。消毒は、

基本的には、液を置くことはない。できるよう

になると、出向いて行く。事情があれば、たま

に置くこともあっても、原則しない。夕方に分

けて行くなど、工夫をするとのことであります。 

 市長は、対策本部は、部で動くと話されまし

た。その言葉の裏には、出るであろう被災者を

思いやる心づかいが入っていたでしょうか。 

 職員の多くは、日々業務に追われ、悪い人で

はないでしょうが、現場では、よくないことが

起こっていることがあります。同じ言葉を繰り

返したということでありますが、被災者の訴え

を真摯に耳を傾け、受けとめる度量を持ってほ

しいと望むのは無理でしょうか。 

 御見解をお願いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 川田議員の一般質問に

お答えをいたします。 

 職員の言動であるとか、それからごみの収集

体制、それでよかったのかというお話だと思い

ます。 

 私自身も、２１日、災害の遭った、浸水され

た翌日になりますが、ごみ収集を職員がしてい

るところに赴いて、現地でお話も聞かさせてい

ただいたところでございます。 

 先ほどお話のあった方じゃないかなというふ

うに思いますが、区長さんとも、そのときに車

２台つかって、大変だよというお話を聞いたと

ころでございます。 

 そういった中で、本当に地域の方々が大変な

状況というのを、本当に目の当たりにしたとこ

ろでございまして、ただそういった中でも、職

員が積み込み作業をする中で、本当にありがと

うねということで、本当に助かるよという、被

災された方々から、温かい、逆に職員を気遣う

ような言葉をたくさんいただいたところでござ

います。 

 そういった中で、職員が逆に、そういった

方々に対して、今言ったようなお話があったの

であれば、大変遺憾なことだというふうに思っ

ているところでございます。 

 今回の台風１６号の被災者の皆様におかれま

しては、先ほど言いましたが、浸水後の後片ず

けということで、大変な御苦労があったという

ふうに承知をしております。私自身も、この目

で見たところでございますが、被災者の方々の
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話を聞く中で、今回の台風被害の大きさ、改め

て実感をしたところでございます。 

 このような状況下で、市といたしましても、

災害ごみの収集や、浸水家屋の消毒等、できる

限りの対応を行ってまいりましたが、その活動

の中で、議員御指摘の、被災者の方に不快な思

いをさせる言動があったことは、大変遺憾に思

っているところでございまして、平素から、職

員には、市民への接遇には十分気をつけて、住

民サービスを行うよう、指導しているところで

ありますが、今後そのような御指摘をいただか

ないように、さらに職員へ徹底してまいりたい、

そのように考えているところでございます。 

 なお、ごみ収集に関しましては、通常のごみ

収集を行った上で、特別収集と今回なりました

ので、両日とも、午後からの特別収集となりま

した。 

 午前中に広報車で浸水地域を回りまして、ま

た地区長とも連絡をとりながら、特別収集を実

施することの周知というのを図ってまいりまし

たが、地域住民に十分に周知していなかったの

も、事実でございます。 

 収集期間につきましては、一定期限を設けな

いと、延々とごみが搬出され続けるという懸念

もありまして、地区長とも連絡をとりながら、

今回は２日間とし、それ以降は、ステーション

への自己搬出及び山奈町山田の環境管理センタ

ーで無料受入といたしました。 

 これが、先ほど言った、受け入れしているの

で、そこに持っていっていただけないかという

お話でございます。 

 しかし、単身の高齢者や、すぐに片づけがで

きなかった方、先ほどお話もありました、トラ

ック等の車両を有してない、持っていない方等

からの収集を要請する声があったことも、当然

事実でありまして、確認をしているところでご

ざいます。 

 その点を踏まえまして、今後に生かしていき

たいというふうに考えているところでございま

す。 

 そういった意味で、いろいろと、被災された

方々にも御迷惑をおかけする中で、今回、ごみ

収集をさせていただいております。 

 そういった御意見、十分踏まえまして、今後

に生かしていきたい、そのように思っていると

ころでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） ソフト面の充実をお伺

いいたします。 

 Ｄさんの聞き取りでは、９月２７日ごろ、支

所へ罹災証明を取りに行くと、市長の判こが要

るので、支所には置いてないと言われました。

何のための支所かと思った、という話でありま

す。 

 その支所の方は、罹災証明は税務課へという

ことでありましたので、電話を入れました。職

員は、罹災証明の説明云々、被災証明の説明

云々、写真がどうのこうのという話で、本人は、

写真は要らないと、保険の会社との間では、も

う写真は要らないとの話がついているので、写

真は要らないですよと言っていますよという話

のやりとりがあって、じゃあ、どういう会社な

のかということで、会社の名前は伝えておいた

ということです。 

 それで電話を切って、その後、職員のほうか

ら電話が入りまして、電話をかけたのでしょう、

東京の本社のほうへ。そうすると、今回は特別

に罹災証明を支所へ届けるということでありま

したので、もらいに行きました。 

 すると、罹災証明ではなく、被災証明が届い

てたということです。そういうことです。 

 本人は、罹災証明が欲しいのでと、支所の方

が、被災証明が来てますよということで、もう、
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自分も、もういいですよということで帰ったと

いうことです。 

 それで、もういいわと。掛金はかけてる、大

したこともないでしょうと、自分で、しんどい

中で、気分も奮い立たせて、また保険屋さんも

熱心に肩を押してくれるし、四万十市からも、

また清水市からも、罹災証明が届いているので、

ぜひ行動を起こすようにと、再三肩をたたかれ

て、本庁のほうへ来られたようです。 

 そのときも、また写真が要るって言っており

ましたようですけれども、写真は要らないって、

この前もお電話でお話ししました。そういうや

りとりが、もう何回も続いて、また行ったとき

も、またそういう話の中で、罹災証明をもらっ

て帰った後、翌日に、職員が確認に来ました。

これが初めての確認ですね、よく覚えておいて

くださいね。 

 ちょっと近隣市町村と比べてみますので。 

 それで、職員が水位をはかって、５３センチ

でした、入り口のところで。 

 それで、特別に持ってきたものが被災証明で

したので、本当は後で来られてみると、被災証

明でもよかったらしいという話は、本人も言っ

ていますけれども、四万十市側からも、それか

ら清水市側からも、罹災証明が届いていますの

で、自分も罹災証明を出したいと。出して、そ

れでも別におかしくない状況の範囲のものです

ので、罹災証明をお願いしたということでした。 

 消防署の、５３センチ、玄関の入り口の柱の

水位は５３センチではありますけれども、道路

は低いですので、消防員が胸まで使って、気づ

かいの言葉をかけてくれたようなことは、当日

にはありました。 

 その方が、新しい場所へ、平成１６年、お店

を開いていますけれども、そのとき４０８ミリ

を超える雨が降っています。 

 そのときは、土間へ１０センチ入ったとのこ

とでした。四万十市でも、蕨岡の同業者が被災

しておりますが、そんなやりとりもなく、すぐ

写真を撮りに行ってくれたと、話しております。

用紙もここに、罹災証明がありますが、宿毛市

の罹災証明、四万十市の罹災証明、清水市の罹

災証明ございますが、非常に面倒くさい書き込

みがたくさんあります、宿毛市。 

 それで、なぜこの罹災証明がなかったのか、

その支所に。私は、宿毛市の側も出したという

ことで、今週の月曜日に、税務課のほうへ罹災

証明を参考にいただきたいということで、お伺

いしまして、今、これをもらってきました。 

 支所には、その方に、月曜日に伺いますと、

置いてあると。罹災証明も被災証明も置いてあ

るということですけれども、置いたのはいつで

しょうか、お聞かせください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 少しわからない部分もありましたが。 

 こちらに、まず罹災証明と被災証明の違いの

部分もあるんですが、今回の台風１６号では、 

今のお話だと、被災証明で本来よかったものが、

罹災証明でも同じ使い方ができるよということ

なのかなというふうな感じで聞いておりました。 

 それからあと、被災証明、周りの市町村のも

とりましたが、確かに字はちょっと小さいです

けれども、中に書き込みする内容については、

それほど大差ないのかなというふうに、こちら

は思っているところでございます。 

 なお、質問にありました、いつから支所に置

いているかといいますと、さきの台風１６号の

被害を契機といたしまして、その後、東部支所

に備えたところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） １６号台風の後、
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１６号台風は９月２０日ですので、その方は

９月２７日ごろ取りに行っていますけれども、

被災証明も罹災証明も置いてないと。市長の判

こが要るので、本庁に行っていただきたいとい

うことですけれども、そこのあたりのずれとい

うか、どうなっていますでしょうか。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 通告のほうで、何日か

らというお話を聞いておりませんので、必要で

ありましたら、少し小休にしていただければ、

すぐにお答えができると思います。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 ただいまお話にあがっている罹災証明と被災

証明、ちょっと分けないといけないとは思うん

ですが。 

 被災証明につきましては、以前から置いてい

るということで、申請があればできるというこ

とでございます。 

 基本的に、被災証明申請をしていただいて、

申請がありましたということを、宿毛市として

証明をするということで、申請があったことを

証明をするというものでございます。 

 罹災証明につきましては、ただいま川田議員

が言われているやりとりの中で、１０月以降に

置かさせていただいたという形の中で、今言っ

ている、お話の中で置いたという形になってお

りまして、１０月以降ということでございます。 

 なお、この方の申請は、１０月１１日に申請

をされたということになっております。 

 それで、罹災証明のほうは、その後、家のほ

うに行って確認をして、罹災してますよという

ことを、うちのほうが確認をして、それから証

明書を発行するという形になっております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 罹災証明、被災証明、

その方も初めてのことなのでよくわからなかっ

たとは思いますけれども、９月２７日にそうい

うやりとりの中で、違ったものがきてたという

ことですので、完全にその証明書が手に届いた

のは、１０月１３日ということでありました。 

 それで、被災証明、罹災証明、どうしてこう

いうふうに書き込みが違うのかなと。隣接市町

村に聞いてみました。そしたら、この方も、確

認に来たのが、用紙の申請が出てからというこ

とでありますけれども、隣の四万十市では、水

害地域というのは、即座にわかるものですので、

すぐ翌日には、水害地域へ２人体制で、６班ぐ

らいで現地へ入って、帰ってきたら、確認を入

力して、入っていると。もう全ての情報が入っ

ているというものなので、もうここでは、ほと

んど、住所と氏名と、その家屋の、建物の用途

とか、本当に簡単な書き込みだけで、もう全部

入ってますので、入力されたものが。 

 だから、本人が来れば、そのものがさっと出

るという、非常にスピーディーに、簡素化され

ておりますので、こういう様式も、また見習っ

ていくものがあるのではないかと思いますけれ

ども、いかがでしょうか。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 被災証明と罹災証明がちょっと混同している

ようで、済みません、答弁まずかったら。 

 近隣市町村が、罹災証明をそういった形でや

っているかどうかというの、まずは確認をしな

いといけないと思いますが。 

 まず、少しだけお話をさせていただくと、先

ほども言いましたが、被災証明書というのは、

そういう形で、ある一定、できるのかなとは思

います。 
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 要するに、その地域であるとか、その建物と

か、その人が被災を受けましたということを証

明するわけですので、そういった書類が、被災

しましたということで、こちらに書類があがっ

てきたときには、書類があがってきましたよと

いうことで、うちらがそのことを証明してあげ

るということです。 

 罹災に関しましては、国の、昨日の野々下議

員の一般質問にもお答えをさせていただいてお

りますが、国のガイドラインに沿った対応を、

当市はやっておりまして、宿毛市独自のマニュ

アルは持っておりません。 

 新聞報道によりますと、黒潮町なんかもその

ようなことを書いておりましたので、そうなる

と、国のガイドラインに沿って対応をしている

ということになってまいります。 

 そういった中で、罹災証明を発行するには、

現地に行って、建物とかの話になりますので、

その建物の状況を確認した上で、罹災証明の発

行という形になってくるのではないかというふ

うに認識しているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 違いは、水害が起こっ

たときに、すぐ行動を起こしている。初動を

２人体制で、すぐ何班かつくって、その水害地

域へ入っているということで、もう確認に行っ

ているわけですね。宿毛市の、そのことがなか

った。申請が出てから確認に行っているという

ことの違いですね。 

 そのことが、やりとりがあって、罹災証明、

はい、罹災証明、はい写真が要るだろう、どう

のこうのと、非常にやりとりがあったというこ

とが、もう全然、そういうことを、現地確認に

２人体制で行っているということが、もう既に

行われていますので、そういうことが、後のそ

ういう問題がなかったということで、スムーズ

に、罹災証明を求めているんですから、本人は。 

 後では被災証明でもよかったけれども、被災

証明が出ている。ほかの四万十市とか、清水か

らは出ているので、それを求めたということで

す。 

 だから、本人が求めているものであれば、そ

れは一番上にこしたことはございませんので、

それに添っていかなければなりません。 

 それで、次は、巨大地震も控えていますので、

自然災害が発生するか、予知はできません。書

面の書き込みの簡素化など、被災者の立場から、

隣接市町村に様式など、国のガイドラインに沿

っていると言っておりますけれども、普通の災

害であれば、ガイドラインに沿わなくても、市

独特のこういう証明の出し方もあるかと思いま

して、御提案させていただきました。 

 何度も保険会社の方が来てくれて、背中を押

してくれて、せっかく掛けているから、熱心に、

気を取り直して、１０月１３日に無事に提出で

きました。 

 水位をはかった職員は、それで立ち去ろうと

いたしました。Ｄさんは思わず、「あんたら、

それだけか。私ら、後始末にどれだけ大変か、

少しでもわかっている」、と言ったと話します。 

 このような不満はほかにもあって、ごみのこ

とで電話を入れた被災者でありましたが、余り

にもつれない対応に、この現状を知っているか

と、あんまりだったので、話しましたというこ

とであります。 

 すると、職員は、わかるけど、こっちの事情

もある、と言ったと話しています。 

 Ｄさんは、罹災証明用紙のことでは、くたび

れた。さまざまなことが思い出され、総務省へ

もう電話も入れようかと、寸前で気を取り直し

たということであります。 

 毎日片づけに追われる日々、外から見ると、

整理されているように見えますが、心身の疲労
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は後から出てくるもの。経験してないものにと

って、わかりづらいことでありますが、今、Ｄ

さんの水位、５３センチの水が入ってきたこと

を確認したばかりの職員であります。 

 被災者は、ごみにしても、片づけにしても、

心身の回復にしても、後遺症に苦しんでいる人

は少なくありません。この現状を、何より市民

の目線に立って、ともに歩む姿勢が見えたなら、

住民から聞かれる言葉はどうであったでしょう。 

 いつ災害が発生するかわからない中で、自分

に預けられたものを自覚する必要があるのでは

ないかと考えます。 

 ハードを整備する行政主導から、避難などソ

フト面も含めた住民主導の対策への転換が求め

られています。メンタルヘルス、ソフト面をど

う考えているでしょうか、御見解をお伺いいた

します。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えさせていただき

ます。 

 ハード面からソフト面へ、メンタル等を大切

にというお話でございます。 

 ハード面からソフト面ではなくて、ハードも

大切ですし、ソフトも大切だと思います。どち

らもしっかりと対応していきたい、そのように

考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） １６号対策本部の構成

について、お伺いいたします。 

 災害対策本部は、設置要件を満たす規模の災

害の発生に伴って、同本部の設置に伴い、長の

判断によって活動されるところでありますが、

その対象となる機関について、平時の各部各課

が、災害対策本部をどう再編されたのか、

１６号対策本部のもとに、どこの部署が編成さ

れていたのか、その構成をお伺いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 災害対策本部の構成についてでございます。 

 台風１６号におきましては、進路及びその速

度から推測しまして、９月２０日の未明から早

朝にかけて、宿毛市に最接近し、被害が出るお

それがありましたので、前日の９月１９日の

１４時に、準備配備体制をしきました。 

 そして、情報収集をする中で、先ほど議員か

らもお話がありましたが、１６時３０分には、

災害対策本部の第２配備体制をとりまして、同

時に避難準備情報も発令をしたところでござい

ます。 

 第２配備体制では、全ての課の係長以上の職

員を招集いたしまして、避難所開設や、被害の

情報収集等を行ったところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 政策過程の各部局の周

知について、お伺いいたします。 

 自分たちの部局が何をするか、みずから優先

順位をつけてもらうことが大切であります。法

定業務は、できるだけ非常時優先業務としつつ、

サービス業務はその対象から外していくことに

なりますかもわかりません。 

 政策過程へ職員の参加もなく、その周知もさ

れてないとすれば、全く絵に描いたもちとなり

ます。それで、社会的責任を果たしているかの

ように見えるのであれば、本末転倒も甚だしい

と言わざるを得ません。 

 政策過程への各部局の職員への徹底周知につ

いて、お伺いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 今、確認をとりますと、議員は、末端の職員
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までしっかりとそういった認識を持っておられ

るのかという御質問のようでございますので、

職員参集の周知につきましては、昨年度、整備

いたしました防災情報伝達システムの、宿毛市

防災アプリを通じまして、参集情報を配信する

ことで行っておりまして、こちらのほうは、職

員みんなが見ておりますので、周知できている

ということでございます。 

 それを使って参集を行っているのは、先ほど

も申しましたように、係長以上でございますが、

みんなが見ているということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） １６号対策本部事業の

総括について、お伺いいたします。 

 被災者が声をあげる大切さを知ることであり

ます。声をあげなかったら、問題は解決しませ

ん。この災害を意味のないものにしてはいけま

せんことと、私は思っております。 

 声を拾っていくことは、被災者に寄り添い、

忍耐強く、市民によく頑張ったねと支える思い

を前面に出して、計画策定そのものを、自己目

的化するのではなく、実際に災害時に活用され、

地域住民の生命と生活を保障するものでなけれ

ばなりません。 

 ４３戸の水害地区の被災者にとって、十分な

ものであったか、さまざまな支援につなげるた

めにも、対策本部の総括をお伺いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 台風１６号の災害対策本部における課題と総

括についてということでございます。 

 まず、十分なものであったかと言われますと、

十分なものであったというふうには、よう答え

ないところでございます。しっかりと検討して

まいりたい。またいいものにしていきたい、そ

のように思っているところでございます。 

 まず、近年の豪雨災害等に対応するため、今

年度、出水期前の５月の初めに、宿毛市避難勧

告等の判断、伝達マニュアルを策定いたしまし

た。 

 そして、避難勧告等を発令する際の基準等を、

細かく定めるとともに、台風襲来が想定される

場合、いつ、誰が、何をするのかという点にも

着目いたしまして、あらかじめ台風災害に対し

て、時系列で整備した防災行動計画であるタイ

ムライン、こちらについても策定をしまして、

台風災害業務に遺漏がないよう、対応、対処し

たところでございます。 

 これらのマニュアル等に基づく対応をとるこ

とで、近隣市町村に比べましても、早目の避難

準備情報が発令できたところでございまして、

明るいうちに避難を呼びかけることもできまし

たので、一定の成果はあったものと認識をして

いるところでございます。 

 しかしながら、今回の台風１６号は、近年に

ないほどの豪雨により、床上、床下の浸水被害

が各地で発生いたしました。災害対策本部を設

置していた市役所付近の道路も、一面、冠水を

したところでございます。 

 その中で、議員から御指摘のあった災害ごみ

の収集や、被災家屋の消毒を初め、さまざまな

場面で、職員が感じた課題や問題につきまして、

庁議の場で報告し合ったところでもございます。 

 今後、その成果を取りまとめた上で、これか

らの災害対応へしっかりと生かしてまいりたい

というふうに考えておりますし、また、先ほど

来お話のあった職員の言動であるとか、それか

ら被災者の方への対応であるとか、そういった

面も、しっかりと今後に生かしていきたい、そ

のように考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 
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○１番（川田栄子君） 支援の基本は、自分に

そんな支援をされたらどう思うかと、考えた支

援を望みます。 

 職員の皆様には、自分の生き方が、明るい未

来の糧になると言い聞かせて、被災者を思う気

持ちを育んでもらいたいです。 

 一つの例として、還住薮のほうでも孤立して

おりました。還住薮の皆さんは、孤立した中で、

見捨てられたという思いから、職員の方が自転

車で来てくれたということに、明るい希望を持

ったと、お話でおります。見捨てられた孤島で

はなかったと。 

 被災から３日目には回復したということでし

たけれども、市長には、また被災後の明くる日、

お見えになったということで、喜んでおりまし

た。 

 そういうことも、よい例もございますけれど

も、ここにリーダーとしていらっしゃる皆さん

の立場としては、先に行くものの責任であると、

そういうものを申し添えて、私の質問を終わら

せていただきます。 

 ありがとうございました。 

○議長（岡﨑利久君） これにて、一般質問を

終結いたします。 

 日程第２「議案第１号から議案第１８号ま

で」の１８議案を一括議題といたします。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 格別質疑がありません

ので、これにて質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております「議案第１号

から議案第１８号まで」の１８議案は、お手元

に配付してあります議案付託表のとおり、それ

ぞれ所管の委員会へ付託いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案等審査のため、１２月１５日、１２月

１６日及び１２月１９日、１２月２０日は休会

いたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、１２月１５日、１２月１６日及び

１２月１９日、１２月２０日は、休会すること

に決しました。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 １２月１５日から１２月２０日までの６日間

は休会し、１２月２１日午前１０時より再開い

たします。 

 本日はこれにて散会いたします。 

午前１１時３０分 散会 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時０１分 開議 

○議長（岡﨑利久君） これより本日の会議を

開きます。 

 日程第１「議案第１号から議案第１８号ま

で」の１８議案を一括議題といたします。 

 これより「議案第１号から議案第１８号ま

で」の１８議案について、委員長の報告を求め

ます。 

 予算決算常任委員長。 

○予算決算常任委員長（松浦英夫君） 予算決

算常任委員長。 

 本委員会に付託された議案第１号から議案第

１０号までの１０議案について、審査の概要と

結果を御報告いたします。 

 議案の審査に当たっては、効率的な審議を行

うため、本委員会を二つの分科会に分けて、

１２月１５日と１２月１６日の２日間にわたり、

審議を行いました。 

 その後、１２月２０日に意見調整のための全

体委員会を開催し、各分科会の主査の審議結果

の報告と質疑を経て、意見調整を行った結果、

本委員会に付託された議案１０件につきまして

は、原案を適当と認め、可決すべきものと決し

ました。 

 以下、各分科会における主な審査概要につい

て、御報告いたします。 

 まず、第１分科会主査より、次のような審査

概要の報告がありました。 

 議案第１号別冊、平成２８年度宿毛市一般会

計補正予算（第６号）の２１ページ、第２款総

務費、第１項総務管理費、１８目ふるさと寄附

金費についてであります。 

 ８節報償費、ふるさと納税返礼品２，

５００万円、１２節役務費、通信運搬費９６万

３，０００円、手数料５４万円、１３節委託料、

ふるさと納税推進事業業務委託料１，５００万

円は、ふるさと寄附金額が当初の目標を超える

ことが見込まれるため、増額するものでありま

す。 

 委員からは、ふるさと納税が多くなると、ト

ラブルもふえると思うが、トラブルは発生して

いないか、との質問があり、執行部からは、返

礼品がイメージと違うといったケースはあるが、

１０件未満であり、送付時の破損や粗悪品とい

った、返品に至るトラブルはないとの回答があ

りました。 

 また、委員からは、ふるさとチョイス以外の

サイトにも、複数で掲載できないのかとの質問

があり、執行部からは、その都度、手数料が必

要であり、商品数が少なく、複数のサイトに掲

載しても、すぐに品切れになるだけで効果が薄

いため、一番シェアが高いふるさとチョイスを

選んだ。今後は、寄附額の増加に努め、返礼品

をふやした上で検討していきたいとの回答があ

りました。 

 続きまして、３４ページ、第９款教育費、第

２項小学校費、３目学校建設費、１７節公有財

産購入費、宿毛小学校用地購入費２，８６１万

円、及び２２節宿毛小学校物件移転補償費１億

５，５１０万円についてであります。 

 本件は、宿毛小学校の北側と東側にある民有

地７世帯分の購入費及び移転に伴う補償費であ

り、委員からは、新規事業調査表では、事業期

間が平成２９年１月から３月までとなっている

が、完了時期の目安はたっているのか、との質

問があり、執行部からは、こちらが具体的な金

額等を提示してから６カ月以内に契約できれば

税控除が受けられるため、今議会で予算が可決

されれば、１月から着手し、最長でも６月をめ

どと考えているとの回答がありました。 

 また、委員からは、購入できない土地はある

のかとの質問があり、執行部からは、教育環境

の改善のため、売却することは支障がないとの
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話をいただいているが、具体的な金額を提示し

ての交渉はこれからである。１世帯でも購入で

きない場合は、７世帯全ての購入を断念するこ

ともあるとの回答がありました。 

 次に、第２分科会主査より、次のような審査

概要の報告がありました。 

 初めに、議案第１号別冊、平成２８年度宿毛

市一般会計補正予算第６号の２９ページ、第

４款衛生費、第３項清掃費、１目塵芥処理費、

１９節負担金補助及び交付金、宿毛市清掃公社

運営費補助金１５８万８，０００円について、

御報告いたします。 

 本件は、宿毛市清掃公社職員の病休に伴い、

臨時職員の雇用が必要となり、補正するもので

す。 

 委員からは、台風１６号の被災ごみ等の収集

に伴う人件費の増額はなかったのか、また、被

災ごみの無料収集を２日間でとめたと聞いてい

るが、それ以上はできなかったのか、との質問

がありました。 

 これに対し、執行部からは、通常の収集を午

前中に完了し、午後から被災ごみの収集に当た

った。 

 被災ごみの収集については、清掃公社等収集

業者と市職員で行い、勤務時間内に終了できた

ため、時間外手当等の発生はしていない。よっ

て、今回の台風１６号による被災ごみの収集業

務に伴う人件費の増額はなかった。 

 また、被災ごみの収集については、過去の災

害で被災に便乗したごみが出される等、さまざ

まなケースがあったので、その後はごみステー

ションに出してもらい、無料で収集することで

対応した、との回答がありました。 

 これに対して、委員からは、独居の高齢者等

は、人手や車両がないため、ごみを出すことが

できず困っていた。今後のことを考えると、高

齢者や独居の方々のことも考え、収集の仕方や

ボランティアの活用も検討してもらいたい、と

の意見がありました。 

 続きまして、３１ページ、第６款商工費、第

１項商工費、５目観光費、１５節工事請負費、

小野 梓記念公園スロープ設置工事費９万８，

０００円について、御報告いたします。 

 本件は、小野 梓記念公園の北側から、公園

へ通行するためのスロープを整備するものです。 

 委員からは、スロープではなく、花壇を撤去

し、フラットな状態で入れるようにできないの

か、また、北側用地は砂利のままとなっている

が、整備等の今後の計画はどうなっているのか、

との質問がありました。 

 これに対して、執行部からは、当該用地は、

以前の所有者から、松は大事に残してくれ、と

いう条件のもとで購入しており、この松を残す

ためには、花壇を撤去できないので、スロープ

設置としている。 

 また、今後は、来年から始まる「志国高知 

幕末維新博」を見据えて、芝生化するなど、公

園としての整備を考えているとの回答がありま

した。 

 これに対し、委員からは、都市計画の中では、

水道通りの無電柱化や、商工会議所から沖須賀

へ行く道路を拡幅する計画がある。公園を整備

したが、道路拡幅のため、一部を撤去しなけれ

ばいけないといった、無駄な工事とならないよ

うに、都市計画との整合性もしっかり考慮する

中で、整備を行ってもらいたい。 

 また、土地を購入する際には、早稲田大学に

も協力してもらっているので、公園整備につい

ては、早稲田大学とも協議しながら進めて、行

ってもらいたいとの意見があります。 

 以上で、本委員会に付託されました１０議案

について、審査結果の報告を終わります。 

○議長（岡﨑利久君） 総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員長（野々下昌文君） 総務



 

－ 133 － 

 

文教常任委員長。 

 本委員会に付託されました、５議案の審査結

果の御報告をいたします。 

 議案第１１号は、宿毛市一般職員の給与に関

する条例の一部を改正する条例についてであり

ます。 

 本案は、平成２８年人事院勧告の実施に伴い、

給料表等の改訂を行う必要があるため、条例の

一部を改正しようとするものであります。 

 議案第１２号は、宿毛市職員の退職手当に関

する条例及び企業職員の給与の種類及び基準に

関する条例の一部を改正する条例についてであ

ります。 

 本案は、雇用保険等の一部を改正する法律が、

平成２９年１月１日から施行されることに伴い、

本条例の一部を改正しようとするものでありま

す。 

 議案第１３号は、宿毛市税条例の一部を改正

する条例についてであります。 

 本案は、本年４月１日に施行された地方税法

等の一部を改正する法律等に基づき、平成

２９年１月１日、平成２９年４月１日、平成

３０年１月１日と、順次施行となる改正内容を

反映させるため、本条例の一部を改正しようと

するものであります。 

 議案第１４号は、宿毛市国民健康保険税条例

の一部を改正する条例についてであります。 

 本案は、本年３月３１日に施行された所得税

法等の一部を改正する法律に基づき、平成

２９年１月１日施行となる改正内容を反映させ

るため、本条例の一部を改正しようとするもの

であります。 

 議案第１８号は、辺地に係る公共的施設の総

合整備計画の変更についてであります。 

 本案は、沖の島辺地の簡易水道施設の整備並

びに学校給食施設を整備するに当たり、辺地対

策事業債の申請のため、本計画を策定する必要

がありますので、辺地に係る公共的施設の総合

整備のための財政上の特別措置等に関する法律

第３条第１項の規定により、議会の議決を求め

るものであります。 

 以上５議案につきましては、担当課からの詳

しい説明を受ける中で、慎重に審査した結果、

いずれも原案を適当であると認め、全会一致を

もって可決すべきものと決しました。 

 以上で、本委員会に付託されました議案５件

についての報告を終わります。 

○議長（岡﨑利久君） 産業厚生常任委員長。 

○産業厚生常任委員長（山上庄一君） 産業厚

生常任委員長、本委員会に付託されました議案

３件につきまして、審査結果を御報告いたしま

す。 

 議案第１５号から議案第１７号までの３議案

は、指定管理者の指定についてであります。 

 内容につきましては、神有多目的集会所、楠

山多目的集会所、坂本多目的集会所の３施設に

つきまして、平成２９年４月１日より平成

３２年３月３１日までの間、それぞれの施設が

所在するおのおのの地区を指定管理者として指

定することについて、地方自治法第２４４条の

２第６項の規定により、議会の議決を求めるも

のであります。 

 以上の３議案につきましては、担当課から詳

しい説明を受け、慎重に審査した結果、全会一

致で可決すべきものと決しました。 

 以上、本委員会に付託されました議案につい

ての報告を終わります。 

○議長（岡﨑利久君） 以上で、委員長の報告

は終わりました。 

 ただいまの委員長報告に対する質疑に入りま

す。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 格別質疑がありません
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ので、これにて質疑を終結いたします。 

 これより「議案第１号から議案第１８号ま

で」の１８議案について、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 これより「議案第１号から議案第１８号ま

で」の１８議案を一括採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長の報告のとおり決することに

賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛 成 者 起 立） 

○議長（岡﨑利久君） 全員起立であります。 

 よって「議案第１号から議案第１８号まで」

の１８議案は、原案のとおり可決されました。 

 日程第２、陳情第８号及び陳情第９号の２件

を一括議題といたします。 

 これより、陳情第８号及び陳情第９号の２件

について、委員長の報告を求めます。 

 総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員長（野々下昌文君） 総務

文教常任委員長。 

 本委員会に付託されました陳情第８号の審査

結果の御報告をいたします。 

 陳情第８号は、避難所への集会所移転建設及

び道路の建設についてであります。 

 本陳情は、西町の五丁目運動公園広場へ避難

所としての浸水区域にある西町公会堂の高台移

転、及び西町の住民が生活道として利用してい

る西町五丁目２班と３班を結ぶ道路の市道とし

て、整備を求めるものでございます。 

 審査に当たりましては、現地視察や担当課か

らの詳しい説明を受ける中で、慎重に審査して

まいりました。 

 審査の結果、避難所の建設については、浸水

区域にある集会所を高台に移転し、寒風や雨が

しのげる施設を確保し、二次被害を防止したい

という趣旨は十分に理解できるが、現時点では、

全市的な計画との整合性を考えるべきであると

の認識で一致しました。 

 また、市道の認定につきましても、防災等の

観点から、地区住民にとって有用な道路である

ことも十分理解できるが、現状は、市が当該用

地を買い上げてまで市道建設をすることは、実

現困難であるとの認識で一致し、本陳情を全会

一致で趣旨採択と決しました。 

 以上で、本委員会に付託されました陳情１件

についての報告を終わります。 

○議長（岡﨑利久君） 産業厚生常任委員長。 

○産業厚生常任委員長（山上庄一君） 産業厚

生常任委員長。 

 本委員会に付託されました、陳情第９号の審

査結果を報告いたします。 

 本陳情は、保育の公的保障の拡充を求める大

運動高知県実行委員会会長、田中きよむ氏より

提出されたものであります。 

 内容につきましては、子ども・子育て支援新

制度の目的を達成するために必要なことは、認

可保育所整備を基本とした待機児童解消、職員

配置基準と処遇の改善、保育料の引き下げなど、

総合的な対策を進めることであり、政府に対し、

保育予算を大幅増額し、安心できる保育の実現

を要請する意見書の提出を求めるものでありま

す。 

 本陳情につきましては、審査の過程で、委員

からは、待機児童の解消や、職員配置基準と処

遇の改善、保育料の引き下げといった公的保証

の拡充という部分は賛同できるが、国の保育予

算を大幅増額するということとなると、この原

資はどうするのかといった課題があるので、本

陳情に関しては、趣旨採択とすべきではないか、

との発言があり、採決の結果、全会一致で趣旨

採択すべきものと決しました。 
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 以上、本委員会に付託されました陳情１件に

つきまして、御報告を終わります。 

○議長（岡﨑利久君） 以上で、委員長の報告

を終わります。 

 ただいまの委員長報告に対する質疑に入りま

す。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 格別質疑がありません

ので、これにて質疑を終結いたします。 

 これより「陳情第８号及び陳情第９号」の

２件について、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 「陳情第８号及び陳情第９号」の２件につい

ては、お手元に配付いたしました審査報告書の

とおりであります。 

 本件は、審査報告書のとおり決することに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件については審査報告書のとおり

決しました。 

 日程第３、委員会調査についてを議題といた

します。 

 各常任委員長及び議会運営委員長から、目下

委員会において調査中の事件については、会議

規則第１１１条の規定により、お手元に配付い

たしました申出書のとおり、閉会中の継続調査

の申し出があります。 

 お諮りいたします。 

 委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調

査に付することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、委員長から申し出のとおり、閉会中

の継続調査に付することに決しました。 

 日程第４、意見書案第１号を議題といたしま

す。 

 この際、提案理由の説明を求めます。 

 １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） １２番、提案理由の

説明をいたします。 

 ただいま議題となっております地方議会議員

の厚生年金への加入を求める意見書の提出につ

いて。 

 本意見書は、全国市議会議長会から、去る

１０月１４日に開催された被用者年金制度加入

推進会議において、地方議会議員においても、

厚生年金に加入できるようにするための法整備

を早急に実現するよう、引き続き、関係機関に

要望することを決定し、その実現に向けて取り

組んでいくことを確認し、その対応を求められ

たものであります。 

 地方再生が、我が国の将来にとって重要な政

治課題となり、その実現に向けて、大きな責任

を有する地方議会の果たす役割は、ますます重

要になってきております。 

 このような状況の中、地方議会議員は、これ

まで以上に、執行機関に対して、広範かつ専門

的に監視や政策提言等を行うことを求められて

おります。 

 一方、住民の政治への関心の低さや、地方議

会議員への若者のなり手不足が深刻な問題にな

っていることも、事実であります。 

 こうした現状の中、幅広い層からの政治参加

や、地方議会における人材確保の観点から、志

のある人たちに、金銭的な将来不安を取り除く

環境整備の一つとして、地方議会議員の厚生年

金加入のための法整備を早急に実現するよう、

関係機関に強く要望する意見書を提出しようと



 

－ 136 － 

 

  

 

するものであります。 

 同僚議会の賛同を求めて、提案理由の説明と

いたします。 

○議長（岡﨑利久君） これより質疑に入りま

す。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 格別質疑がありません

ので、これにて質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、会議規則第３７条第３項の規定によ

り、委員会の付託を省略いたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本案は、委員会の付託を省略するこ

とに決しました。 

 これより、討論に入ります。 

 討論の通告がありますので、発言を許します。 

 １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） おはようございます。

１番、川田栄子でございます。意見書案第１号

「地方議会議員の厚生年金への加入を求める意

見書の提出について」、反対の立場から討論を

行います。 

 国会では、年金法改正案が成立いたしました。

物価と賃金のどちらかが下落すれば、年金支給

額が下がることになり、国民の受給額が減る仕

組みであります。 

 かつて、議員年金は、国民年金や厚生年金と

の重複加入が認められ、地方議員は１２年、国

会議員は１０年で受給資格が得られたため、地

方から国会に転じた政治家の中には、議員年金

のダブル受給者もおりました。 

 それが批判されて、国会議員年金は小泉政権

下のもとで、２００６年に廃止、地方議員年金

は民主党政権下の２０１１年、全ての地方議員

に、特権年金があるのは世界でも日本だけ、国

民生活と乖離したあしき制度として、国会の全

会一致で廃止法案が成立いたしました。 

 あれから５年、特権復活の動きは、まず地方

から広がりました。年金法改正案審議のさなか、

各地の市議会、県議会でも、次々に決議がなさ

れております。 

 政務調査費をめぐる不正で、議長が続けて辞

任した宮城県議会は、何と全会一致で年金復活

を求めております。 

 議員に年金がつかないことが、市町村議員の

なり手が少なく、無投票がふえている。本来の

議会制民主主義を衰退させているとの理由が述

べられております。 

 聞いていると、この国の民主主義の本当の危

うさが感じられる思いがいたします。多くの地

方議員があげているのが、国民年金だけで老後

の保障がなくなり、心配だとの声であります。

県議会は採択されております。 

 県議は、平均月給は約８０万、ボーナス３カ

月を加えると１，２００万あります。国民年金

で足りないと思うなら、今、自分の年金をふや

す前に、国民年金しかない年金弱者のことを考

えるのが、政治家の責務ではないでしょうか。 

 若者は、将来は、年金が減るからお金は使え

ない、貯蓄をするとの声が多く聞かれておりま

す。日本の国内消費は低迷し、ＧＤＰも０．

何％の世界であります。ボーナス月のみ２％に

なる状況であります。一般の方と異なるものに

あらざれど、よくよくその月給と旅費とを計算

して、その貴重なることを解すべしと考えます。 

 知事や市長は、厚生年金、地方議員が加入で

きないのはおかしいと求めていることもあるで

しょう。議員のなり手がいなくなるとの声もあ

るでしょう、議員は、定年も雇用契約もありま

せん。廃止されたかつての地方議員年金は、議

員が支払う掛金が６割、税金は４割でありまし
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た。が、今回の厚生年金加入となれば、保険料

は労使折半で、税負担が高くなっております。

議員は、政党の職員でも、自治体職員でもあり

ません。議員は、特別職の公務員であり、非常

勤なので、年間で仕事をする日数が限られてお

り、議員報酬が生活給でないことを考え合わせ

れば、議員の仕事の割には高過ぎると思ってお

ります。 

 厚生年金が加入を求めるなら、せめて保険料

全額、自分で払うのが筋だろうと考えます。 

 地方議会は、平均年８０日程度しか開かれて

おりません。兼業者も多く、フルタイムで行政

の仕事をしている公務員とは、勤務状態が異な

ります。独立性へ特権が与えられているのに、

年金だけはサラリーマン、公務員などの被雇用

者並みなど主張するのは、どうでしょう。 

 地方議員が自治体と雇用契約を結んで、厚生

年金加入すれば、首長の部下ということになり、

首長の行政をチェックするという、議員本来の

務めを果たせなくなるのではと疑問も出てきま

す。 

 また、近隣市町村にも、議員特権と批判され

た議員年金を復活させ、しかも保険料の半分を

役所の財政から出すなど、有権者の理解は得ら

れないとの声もあります。もし、現在の全地方

議員を厚生年金に加入させると、国民負担は毎

年１７０億、宿毛市でも６４０万円の歳費と聞

いております。 

 どの言い分を聞いても、衰退しているのは議

会制民主主義ではなく、議員のモラルとさえ言

われております。投票率の低下、住民の関心の

低さ、議員のなり手不足など、大きなテーマに

ついて、地方議会を有権者にどのようにわかり

やすくするか、どう身近な存在にするか。特に

１８歳選挙を機に、若者が議会に関心を持って

もらうか、まちづくりに巻き込んでいくかが、

議会が変わらなければなりません。住民は変わ

りません。 

 議員は市民の代表で、選挙権のない子供たち

の代表でもあります。１８歳選挙権から、学校

現場も大きく変化が求められ、若者の力が必要

だと、若者を巻き込むことであります。 

 政治は学ぶのではなく、人とかかわることが

大きく、身近な政治がかぎであります。 

 議会は、住民になくてはならない存在にする

ことであります。社会の苦しみに向かい合い、

ともに支え合って生きていこうというものが、

底辺に存在することであります。 

 世間には、往々、自分はその責任を果たしも

せずして、ただ声を高く、大きくして、権利呼

ばわりをする人を見受けるがごときは、この類

いである。よの賛成しかねるところである。こ

れは論語の一節であります。 

 自身が行動するときは、判断して決断するわ

けでありますが、決断の物差しを持って判断す

ること、物事の本質、大局、歴史等に基準を持

つことを薦めていることにつながっていく言葉

であります。 

 さらに、国の政治は、どのように考え、実行

すればよいかでは、先憂後楽、天下の憂いに先

立って憂い、天下の楽しみにおくれて楽しむが

よいと、先行くものの心得を説いております。 

 まち・ひと・仕事、地方創生でいえば、議員

も人であります。地域社会を担う個性豊かな多

様な人材の確保は、重要と考えております。し

かし、宿毛市の今の優先順位の高い、課題が山

積する中、市民への負担を求める議員の厚生年

金加入は、今の時期は賛成できません。 

 反対討論を終わります。 

○議長（岡﨑利久君） 以上で、通告による討

論は終わりました。 

 ほかに討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） ほかに討論がありませ
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んので、これにて討論を終結いたします。 

 これより、意見書案第１号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することに賛成の

諸君の起立を求めます。 

（賛 成 者 起 立） 

○議長（岡﨑利久君） 起立多数であります。 

 よって、意見書案第１号は、原案のとおり可

決されました。 

 お諮りいたします。 

 ただいま「意見書案第１号」が議決されまし

たが、その条項、字句、数字、その他の整理を

要するものにつきましては、その整理を議長に

委任されたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、条項、字句、数字、その他の整理は

議長に委任することに決しました。 

 以上で、今期定例会の日程は全て議了いたし

ました。 

 閉会に当たり、市長から挨拶がありますので、

発言を許します。 

 市長。 

○市長（中平富宏君） 閉会に当たり、一言御

挨拶を申し上げます。 

 去る１２月６日に開会しました今期定例会は、

本日までの１６日間、議員の皆様方におかれま

しては、連日、御熱心に御審議をいただきまし

て、御提案申し上げました１８議案につきまし

て、それぞれ原案のとおり御決定をいただき、

まことにありがとうございました。 

 本年も、残りわずかとなりましたが、議員の

皆様方におかれましては、どうか健康に御留意

され、すばらしい新年を迎えられますよう御祈

念申し上げまして、閉会の御挨拶といたします。 

 ありがとうございました。 

○議長（岡﨑利久君） 以上で、市長の挨拶は

終わりました。 

 これにて、平成２８年第４回宿毛市議会定例

会を閉会いたします。 

午前１０時３７分 閉会 
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地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。 

 

 

              宿 毛  市  議  会  議  長                  岡 﨑 利 久 

 

 

              宿 毛 市 議 会 副 議 長                  山 戸   寛 

 

 

                          議 員   松 浦 英 夫 

 

 

                          議 員   寺 田 公 一 
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                              平成２８年１２月２０日  

 宿毛市議会議長 岡 﨑 利 久 殿 

 

                        予算決算常任委員長 松 浦 英 夫 

 

委員会審査報告書 

 

  本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１１０条の

規定により報告します。 

記 

 

事 件 の 番 号       件          名 審査結果 理 由 

議案第 １号 平成２８年度宿毛市一般会計補正予算について 原案可決 適 当 

議案第 ２号 
平成２８年度宿毛市国民健康保険事業特別会計補正

予算について 
原案可決 適 当 

議案第 ３号 
平成２８年度宿毛市へき地診療事業特別会計補正予

算について 
原案可決 適 当 

議案第 ４号 
平成２８年度宿毛市定期船事業特別会計補正予算に

ついて 
原案可決 適 当 

議案第 ５号 
平成２８年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計補

正予算について 
原案可決 適 当 

議案第 ６号 
平成２８年度宿毛市学校給食事業特別会計補正予算

について 
原案可決 適 当 

議案第 ７号 
平成２８年度宿毛市下水道事業特別会計補正予算に

ついて 
原案可決 適 当 

議案第 ８号 
平成２８年度宿毛市介護保険事業特別会計補正予算

について 
原案可決 適 当 

議案第 ９号 
平成２８年度宿毛市後期高齢者医療特別会計補正予

算について 
原案可決 適 当 

議案第１０号 平成２８年度宿毛市水道事業会計補正予算について 原案可決 適 当 
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                              平成２８年１２月１５日  

 宿毛市議会議長 岡 﨑 利 久 殿 

 

                        総務文教常任委員長 野々下 昌 文  

 

委員会審査報告書 

 

  本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１１０条の

規定により報告します。 

記 

 

事 件 の 番 号       件          名 審査結果 理 由 

議案第１１号 
宿毛市一般職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例について 
原案可決 適 当 

議案第１２号 

宿毛市職員の退職手当に関する条例及び企業職員の

給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する

条例について 

原案可決 適 当 

議案第１３号 宿毛市税条例等の一部を改正する条例について 原案可決 適 当 

議案第１４号 
宿毛市国民健康保険税条例の一部を改正する条例に

ついて 
原案可決 適 当 

議案第１８号 
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更につい

て 
原案可決 適 当 
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                              平成２８年１２月１６日  

 宿毛市議会議長 岡 﨑 利 久 殿 

 

                        産業厚生常任委員長 山 上 庄 一 

 

委員会審査報告書 

 

  本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１１０条の

規定により報告します。 

記 

 

事 件 の 番 号       件          名 審査結果 理 由 

議案第１５号 指定管理者の指定について 原案可決 適 当 

議案第１６号 指定管理者の指定について 原案可決 適 当 

議案第１７号 指定管理者の指定について 原案可決 適 当 
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                              平成２８年１２月１５日  

 宿毛市議会議長 岡 﨑 利 久 殿 

 

                        総務文教常任委員長 野々下 昌 文  

 

陳情審査報告書 

 

  本委員会に付託の陳情は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１４３条第

１項の規定により報告します。 

記 

 

受理番号 件            名 審査結果 意  見 

第 ８号 避難所への集会所移転建設及び道路の新設について 趣旨採択 趣旨妥当 
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                              平成２８年１２月１６日  

 宿毛市議会議長 岡 﨑 利 久 殿 

 

                        産業厚生常任委員長 山 上 庄 一 

 

陳情審査報告書 

 

  本委員会に付託の陳情は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１４３条第

１項の規定により報告します。 

記 

 

受理番号 件            名 審査結果 意  見 

第 ９号 
保育予算を大幅増額し、安心できる保育の実現を求め

る意見書の提出について 
趣旨採択 趣旨妥当 
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                              平成２８年１２月１５日  

 宿毛市議会議長 岡 﨑 利 久 殿 

 

                        総務文教常任委員長 野々下 昌 文 

 

閉会中の継続調査申出書 

 

  本委員会は、下記により閉会中もなお継続調査を要するものと決定したので、会議規則第

１１１条の規定により申し出ます。 

  

記 

１ 事 件 （１） 総合計画の策定状況について 

      （２） 行政機構の状況について 

      （３） 財政の運営状況について 

      （４） 公有財産の管理状況について 

      （５） 市税等の徴収体制について 

      （６） 地域防災計画について 

      （７） 教育問題について 

２ 理 由 議案審査の参考とするため 
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                              平成２８年１２月１６日  

 宿毛市議会議長 岡 﨑 利 久 殿 

 

                        産業厚生常任委員長 山 上 庄 一 

 

閉会中の継続調査申出書 

 

  本委員会は、下記により閉会中もなお継続調査を要するものと決定したので、会議規則第

１１１条の規定により申し出ます。 

 

記 

１ 事 件 （１） 農林水産業の振興対策状況について 

      （２） 商工業の活性化対策状況について 

      （３） 観光産業の振興対策状況について 

      （４） 市道の管理状況について 

      （５） 環境、保健衛生の整備状況について 

      （６） 下水道事業の運営管理状況について 

      （７） 保育施設の管理状況について 

      （８） 介護保険制度について 

２  理  由  議案審査の参考とするため 
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                              平成２８年１２月２０日  

 宿毛市議会議長 岡 﨑 利 久 殿 

 

                          議会運営委員長 宮 本 有 二  

 

閉会中の継続調査申出書 

 

  本委員会は、下記により閉会中もなお継続調査を要するものと決定したので、会議規則第

１１１条の規定により申し出ます。 

 

記 

１ 事 件 （１） 議会の運営に関する事項 

      （２） 議会の会議規則、委員会に関する条例等に関する事項 

      （３） 議長の諮問に関する事項 

      （４） 議会報に関する事項 

２ 理 由 議会運営を効率的かつ円滑に行うため 
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意見書案第１号 

   地方議会議員の厚生年金への加入を求める意見書 

 地方自治法第９９条の規定により、別紙のとおり意見書を提出する。 

  平成２８年１２月２０日提出 

                      提出者 宿毛市議会議員 寺 田 公 一 

                      賛成者 宿毛市議会議員 川 村 三千代 

                       〃     〃    原 田 秀 明 

                       〃     〃    山 本   英 

                       〃     〃    山 上 庄 一 

                       〃     〃    野々下 昌 文 

 宿毛市議会議長 岡 﨑 利 久 殿 

説明 口頭 

 

   地方議会議員の厚生年金への加入を求める意見書 

 

 地方創生が、我が国の将来にとって重要な政治課題となり、その実現に向け大きな責任を有

する地方議会の果たすべき役割は、ますます重要となっている。 

 このような状況の中、地方議会議員は、これまで以上に地方行政の広範かつ専門的な諸課題

について住民の意向をくみとり、的確に執行機関の監視や政策提言等を行うことが求められて

いる。 

 また、地方議会議員は、議会活動のほか地域における住民ニーズの把握等様々な議員活動を

行っており、より専門的な知識が求められ、専業として活動する議員の割合も高くなっている。 

 一方で、統一地方選挙の結果をみると、投票率が低下傾向にあるとともに無投票当選者の割

合が高くなるなど、住民の関心の低さや地方議会議員のなり手不足が深刻な問題となっている。 

 よって、国においては、国民の幅広い層からの政治参加や地方議会における人材確保の観点

から、地方議会議員の厚生年金加入のための法整備を早急に実現するよう強く要望する。 

 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 

  平成２８年１２月２１日 

                       宿毛市議会議長 岡 﨑 利 久 

 衆 議 院 議 長 殿 

 参 議 院 議 長 殿 

 内 閣 総 理 大 臣 殿 

 総 務 大 臣 殿 

 財 務 大 臣 殿 

 厚 生 労 働 大 臣 殿
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一  般  質  問  通  告  表 

                           平成２８年第４回定例会    

質問 

順位 
質 問 議 員      質 問 の 要 旨                      

１ 
 ３番 

 原田秀明君 

１ 教育行政について（市長、教育長） 

（１）小中学校のいじめの対応について 

（２）不登校の児童生徒への対応について 

（３）ジュニアスポーツの振興について 

（４）野球のキャンプ等誘致と宿毛市運動公園野球場について 

 

２ コミュニティバスの実証運行について（市長） 

 

３ 市民活動に対する行政支援について（市長） 

 

４ 市長の政治姿勢について（市長） 

２ 
１０番 

野々下昌文君 

１ 被災者支援システムについて（市長） 

（１）現在の本市における発災後の復旧・復興支援システムの

開発状況を問う。 

（２）本市の罹災証明の発行手順について問う。 

（３）被災者支援システムを、どのように評価しているのか問

う。 

（４）南海地震で壊滅的な被害を受ける本市は、このシステ

ムを導入すべきと考えるが所見を問う。 

 

２ 移住定住について（市長、教育長） 

（１）現在の本市の推進状況について問う。 

（２）移住推進策の強化・社会減・自然減対策について問

う。 

（３）子育て環境の充実（市営塾）について問う。 

（４）若者・移住者支援対策（宅地分譲）について問う。 

 

３ 給食センター施設の老朽化について（市長、教育長） 

（１）センターに係る従業員数合わせて、配食される学校数

と給食数について問う。 

（２）施設の老朽化に伴う基本ラインの破損停止対策につい

て問う。 

（３）ノロウィルス等による集団食中毒対策について問う。 

（４）ボイラー等、メイン設備の破損により長期休業となっ

た場合の職員の処遇について問う。 

（５）今後の改築計画について問う。 
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３ 
 ６番 

 髙倉真弓君 

１ 宿毛市の観光について（市長） 

（１）沖の島の観光について 

  ア 定期船等の観光活用について 

  イ 島内循環移動手段について 

  ウ 妹背山の活用について 

  エ 歴史的観点からについて 

（２）大島桜公園の今後の展開について 

  ア 大島公園についての市長の考え方を伺う 

  イ サクラテングス病対策について 

 

２ 奨学金のその後の検討について（教育長） 

 

３ 総合グラウンドにテニスコート設置について（市長） 

４ 
 ７番 

 山上庄一君 

１ 防災関連について（市長） 

（１）避難所の市民への周知徹底について 

（２）大島橋の改築について 

 

２ 土地利用のあり方について（市長） 

（１）市長の掲げるまちづくりのイメージ像について 

（２）土地利用の見直しについて 

 

３ 設計委託業務の入札について（市長） 

（１）宿毛小学校体育館の設計委託の発注について 

５ 
 ５番 

 山本 英君 

１ 空き家対策特別措置法について（市長） 

（１）市民に啓発すべき事項とその手段について 

（２）特定空家への措置に関する条例の整備の現状について 

 

２ 耐震対策の現状について（市長） 

（１）診断から設計・対策への移行件数について 

（２）家具の転倒防止策の推進状況について 

 

３ レクリエーション活動の意義について（市長） 

（１）庁内のレクリエーションの現状について 

（２）施設等のレクリエーションの在り方について 

 

４ 教育について（教育長） 

（１）宿毛の２１人を読んで 

（２）義務教育体制の検討状況と教員免許の現状について 

（３）小学校での英語教育について 

 

５ 自衛官の募集について（市長） 

（１）宿毛市が実施する募集広報について 

（２）宿毛市が定めた募集事務計画について 
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６ 自衛隊誘致について（市長） 

（１）中央への陳情での感触について 

（２）これまでの調査結果等の所見について 

６ 
 ２番 

川村三千代君 

１ 多発する高齢者ドライバーの事故について（市長） 
（１）本市の現状と見解について 
（２）免許返納への見解と取り組みについて 
 
２ 薬物犯罪への対応について（市長、教育長） 
（１）教育現場での対応について 
（２）地方への広がりについての見解について 
 
３ 中平市政１年の総括と今後の取り組みについて（市長） 

７ 
 ８番 

 山戸 寛君 

１ 県道沖の島循環線について（市長） 
（１）沖の島循環線の計画について 
（２）用地地図混乱地域の実態について 
（３）問題解決に向けた県と市の対応について 
（４）土地収用法適用の可能性について 
（５）国土交通省への事業認定の要請について 
（６）国土交通省ガイドラインによる問題解決方法の検討につい

て 
 
２ 臨時職員の処遇改善について（市長） 

８ 
１２番 

 寺田公一君 

１ 防災情報伝達システム屋外子局の整備について（市長） 
（１）消防サイレンの整備について 
（２）放送設備の未整備地域について 
 
２ 街路樹の伐採について（市長） 
（１）高木の対応について 
（２）低床木への対応について 
 
３ 課の再編について（市長） 
（１）職員数の減少と課の統廃合について 
（２）保健センター的な課の創設について 

９ 
 ４番 

 山岡 力君 

１ ウオーキングロードの環境整備について（市長） 
 
２ マイナンバーの事業所への送付に係る留意点について 
                        （市長） 
 
３ 「災害福祉」という概念に基づく今後の取り組みについて 
                        （市長） 
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１０ 
 １番 

 川田栄子君 

１ １６号台風の検証について（市長） 
（１）国道５６号線沿（山田地区）の浸水の原因について 
（２）国土交通省の要請の対応について 
（３）山田（雁ヶ池）の樋門の管理について 
（４）国道５６号線山田の堰き止めについて 
（５）平田地区の水害の検証について 
（６）芳奈川の堤防の認識について 
（７）芳奈川の堤防のかさ上げについて 
（８）被災後の対応について 
  ア 防災情報伝達システム屋外子局について 

  イ 防災等基本について 

  ウ 被災者のケア、制度的な支援について 
  エ 被災者のごみ収集について 
  オ ソフト面の充実について 
  カ １６号対策本部の構成について 
  キ 政策過程への各部局の周知について 
  ク １６号対策本部事業の総括について 
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平成２８年第４回宿毛市議会定例会議決結果一覧表 

 

   議  案（平成２８年第３回定例会提出分） 

 

議案番号 件 名                議決月日 結  果 

第 ３号 
平成２７年度宿毛市一般会計歳入歳出決算認

定について 
１２月 ６日 認  定 

第 ４号 
平成２７年度宿毛市国民健康保険事業特別会

計歳入歳出決算認定について 
１２月 ６日 認  定 

第 ５号 
平成２７年度宿毛市へき地診療事業特別会計

歳入歳出決算認定について 
１２月 ６日 認  定 

第 ６号 
平成２７年度宿毛市定期船事業特別会計歳入

歳出決算認定について 
１２月 ６日 認  定 

第 ７号 
平成２７年度宿毛市特別養護老人ホーム特別

会計歳入歳出決算認定について 
１２月 ６日 認  定 

第 ８号 
平成２７年度宿毛市学校給食事業特別会計歳

入歳出決算認定について 
１２月 ６日 認  定 

第 ９号 
平成２７年度宿毛市下水道事業特別会計歳入

歳出決算認定について 
１２月 ６日 認  定 

第１０号 
平成２７年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会

計歳入歳出決算認定について 
１２月 ６日 認  定 

第１１号 
平成２７年度幡多西部介護認定審査会特別会

計歳入歳出決算認定について 
１２月 ６日 認  定 

第１２号 
平成２７年度宿毛市介護保険事業特別会計歳

入歳出決算認定について 
１２月 ６日 認  定 

第１３号 
平成２７年度宿毛市土地区画整理事業特別会

計歳入歳出決算認定について 
１２月 ６日 認  定 

第１４号 
平成２７年度宿毛市後期高齢者医療特別会計

歳入歳出決算認定について 
１２月 ６日 認  定 

第１５号 
平成２７年度宿毛市給与等集中処理特別会計

歳入歳出決算認定について 
１２月 ６日 認  定 

第１６号 
平成２７年度宿毛市水道事業会計の利益処分

及び決算認定について 
１２月 ６日 

原案可決 

及び認定 
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   議  案（平成２８年第４回定例会提出分） 

 

議案番号 件 名                議決月日 結  果 

第 １号 平成２８年度宿毛市一般会計補正予算について １２月２１日 原案可決 

第 ２号 
平成２８年度宿毛市国民健康保険事業特別会計

補正予算について 
１２月２１日 原案可決 

第 ３号 
平成２８年度宿毛市へき地診療事業特別会計補

正予算について 
１２月２１日 原案可決 

第 ４号 
平成２８年度宿毛市定期船事業特別会計補正予

算について 
１２月２１日 原案可決 

第 ５号 
平成２８年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会

計補正予算について 
１２月２１日 原案可決 

第 ６号 
平成２８年度宿毛市学校給食事業特別会計補正

予算について 
１２月２１日 原案可決 

第 ７号 
平成２８年度宿毛市下水道事業特別会計補正予

算について 
１２月２１日 原案可決 

第 ８号 
平成２８年度宿毛市介護保険事業特別会計補正

予算について 
１２月２１日 原案可決 

第 ９号 
平成２８年度宿毛市後期高齢者医療特別会計補

正予算について 
１２月２１日 原案可決 

第１０号 
平成２８年度宿毛市水道事業会計補正予算につ

いて 
１２月２１日 原案可決 

第１１号 
宿毛市一般職員の給与に関する条例の一部を改

正する条例について 
１２月２１日 原案可決 

第１２号 

宿毛市職員の退職手当に関する条例及び企業職

員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を

改正する条例について 

１２月２１日 原案可決 

第１３号 宿毛市税条例等の一部を改正する条例について １２月２１日 原案可決 

第１４号 
宿毛市国民健康保険税条例の一部を改正する条

例について 
１２月２１日 原案可決 

第１５号 指定管理者の指定について １２月２１日 原案可決 

第１６号 指定管理者の指定について １２月２１日 原案可決 

第１７号 指定管理者の指定について １２月２１日 原案可決 
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第１８号 
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更に

ついて 
１２月２１日 原案可決 
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   陳  情 

 

議案番号 件 名                議決月日 結  果 

第 ８号 
避難所への集会所移転建設及び道路の新設につ

いて 
１２月２１日 趣旨採択 

第 ９号 
保育予算を大幅増額し、安心できる保育の実現

を求める意見書の提出について 
１２月２１日 趣旨採択 

 

 


